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プロローグ　朝の出来事







「いい朝ですよ。姫ひめ様さま」

　離り宮きゆう付き上級メイドのメアリーは、紅茶を入れながら、お仕えしている女主人に声を掛かけた。

　よくお眠ねむり遊ばされているのか、返事がない。

　天てん蓋がいつきのベッドは、垂れ下がったカーテンでベッドを隠かくし、内部の様子をうかがい知ることはできない。

「姫様、そろそろご起き床しようなされてくださいませ。薔ば薇ら園えんが花盛りでございますよ。朝の散歩はいかがでしょう」

　おかしい。

　いつもなら、紅茶の香かおりに誘さそわれて起き出してこられるのに。

「お加減でも悪いのですか？　カーテンを開けてもよろしいでしょうか？」

　姫様は、年ねん齢れいを感じさせない若々しさをお持ちだが、いくら矍かく鑠しやくとしているといっても、三百歳を越こえていらっしゃる。

　メアリーは不安を覚えた。

　――姫様はご無事なの!?

「失礼っ」

　カーテンをバッと開ける。

　ベッドカバーは人の形に盛りあがっているが、やけに細長くまっすぐだ。

「姫様!?」

　メアリーはベッドカバーをはがした。

　丸めた毛布が、人形のように横たわっていた。

　枕まくらの上に羊皮紙が置かれていた。




【旅に出ます。

　探さないでください

　　　　　　　クラウディア・ヴェルデ・スウラリッヒ】




　置き手紙だった。

「きゃあああっ」

　メアリーは悲鳴をあげた。

「誰だれか来てっ。姫様がっ、姫様がぁっ」




☆




「クラウディア女王陛下がいらっしゃらない？」

　執しつ務む机づくえに向かっていたアロイジウス・レオン・ミンクス文官長は、渋じゆう面めんを作った。

「ほんとうにいらっしゃらないのか？　かくれんぼを楽しんでいらっしゃるだけなのではないか？」

　髪かみもメイドキャップもエプロンもよれよれになり、疲つかれ果はてた様子のメアリーが答える。

「はい。護衛の近この衛え兵へいと一いつ緒しよに、離宮中を探しました。離宮はもちろん、薔薇園にも馬場にも庭園にもいらっしゃいません。もしや池の中に落ちていらっしゃるのかと池も見たのですが、魚しかいませんでした。それに姫様は、かわいい悪戯いたずらをなさることはおありでしたが、使用人を困らせるようなことはなさいません。これが陛下の置き手紙です」

　アロイジウスは女王陛下の置き手紙を受け取り、一読して、頭を抱かかえた。

　間ま違ちがいなく陛下の筆ひつ跡せきであった。

「ふむ。あいわかった。そのほうは下がっておれ。すまぬが武官長を呼んでくれないか。皆と対応を協議するゆえ。……ああ、そうだった。私が文官長だったのだ……」

　――ヴァスハイト文官長がお辞やめになられたこんなタイミングで、どうしてこういう事件が起こるのだ？

　ヴァスハイト文官長は、優ゆう秀しゆうな方だった。庶しよ民みんでありながら、王宮官かん吏り登用試験に合格して官吏となり、革新的な政策を次々に打ち出し、二十歳はたちという若さで文官長にまで上のぼり詰つめた。

　その風ふう貌ぼうは端たん正せいで、貴族よりも貴族らしいと言われるほど。剣けんの腕うでも立ち、剣けん術じゆつ大会で優勝したこともある。

　アロイジウスは年下の上司の右みぎ腕うでとして働きながら、彼かれに敬意を覚えていた。

　ヴァスハイト文官長の突とつ然ぜんの退任で、副官だったアロイジウスが文官長に就任したばかりである。信じられない出来事におろおろする。

　――ああ、ヴァスハイト文官長がいてくださったら……。

　アロイジウスは二度手を叩たたいた。

　女の声がした。

『まかりこしましてございまする』

　上級メイドのいでたちをした女は、執務机の前で、片かた膝ひざをついて平伏している。

「んっ？　君はいつものメイドアサシンとは違ちがうな」

『前任者は暇いとまを頂きました。私が王宮付きとなりました』

「アサシンというものは、そんなに簡単に退職できるものなのか？」

　女は答えない。

「クラウディア女王陛下を探してくれ。王宮内だけでいい。遠くには行かれていないはずだ」

『はっ』

　アサシンはスッと消えた。

　入いれ違いに伝令武官がやってきた。

「お呼びにより参上しました。ご用件を承うけたまわります」

「なんで伝令が来た？　武官長はどうなされた？」

「副官が急に辞めて混乱しているため、ご用件だけ先に聞きたいとのことです」

「副官？　ツヴァイク公こう爵しやくの次男だな。確かシュテルケと言ったか」

　先の天覧試合で、優勝した美び丈じよう夫ふだ。

　王族の血を引く高貴な存在でありながら、大剣を振ふり回まわす戦い方は豪ごう快かいだった。筋骨隆りゆう々りゆうとした体つきに男おとこ臭くさい顔立ちは、まるで役者のように美しく、若い娘むすめたちが嬌きよう声せいをあげていた。

「はい。シュテルケ・ツヴァイクです」

「武官というものは、そんなに簡単に辞められるものなのか？」

　同じセリフを繰くり返かえしていることに気付き、アロイジウスは執務机に手をついて立ちあがった。

　バンッと大きな音がして、椅い子すが背後に倒たおれた。

　少年のような伝令武官がビクビクしている。

　ヴァスハイト文官長、武官長副官シュテルケ、王宮付きアサシン。




【旅に出ます。探さないでください】




　女王陛下と一緒に旅に出た？

　ヴァスハイトとシュテルケ、それにアサシンが同行しているのなら、今いま頃ごろは女王陛下ご一行は、王宮にはいらっしゃらない。

　前文官長の優秀さは、アロイジウスは痛いほどに知っている。

「探せっ！」

　女王陛下を……、と言いかけて言葉を飲みこむ。これは伝言できる内容ではない。内密にしなくてはならない。離宮付き上級メイドのメアリーにも、口止めをするべきだ。

「な、何をですか？」

　若き伝令武官は、アロイジウスの勢いにどぎまぎしている。

「急に王宮を辞した者が他にもいるはずだ。探してくれ」

「？　はい」

　伝令武官は不ふ審しんそうな顔をしながらうなずき、礼をして退室した。

　わざわざ武官長を呼びつけた理由が退職者を調べることなのかと、不審に思っているのだろう。

　手を三回叩き、アサシンのリーダーを呼び出す。

　人ひと影かげが目の前に現れた。まるで空中から湧わき出だしたようだった。黒装束に身体を包み、スカーフで顔を隠しているが、いつものアサシンでないことはわかる。

「お呼びにより参上つかまつった」

「君は新任か？」

「さよう。前任者と交代した」

　アサシンリーダーまで王宮を辞した？

「女王陛下が旅に出られた。探してくれ！」

「畏かしこまって候そうろう」

　リーダーは空中に飛びあがると、パッと消えた。

　女王陛下が旅に出た。文官長と武官長副官、それにアサシンリーダーとメイドアサシンを引き連れて。

　いったいどこに？

　何のために？

「あのお方は……危険なのに……」
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第一章　リラの花咲く街道にて







「静かなところね」

　前を行く女主人が呟つぶやいた。

「ほんとうですね。ディディ様」

　シスルは同意した。長四角のドレスケースバッグを下げ、小こ柄がらな女主人のあとをついていく。シスルはメイド服なので、まるでお姫様のピクニックのようだ。

　女主人は、魔ま法ほう使つかいであることを示すつばの広いとんがり帽ぼう子しを被かぶり、白い魔法衣を着て、ウエストにベルトを締しめている。

　胸につけている地図と宝箱の意い匠しようのブローチは、冒ぼう険けん者しやギルドの鑑かん札さつだ。右手に持つ魔法の杖つえが背よりも高く、まるで僧そう侶りよの持つ錫しやく杖じようのようだ。

　彼かの女じよには、十三歳という年齢に似合わぬ落ち着きと気品がある。

　それもそのはず、世が世ならプリンセスという高貴なお方だ。

　シスルはメイドとして、愛らしい姫様と旅ができる幸せと責任を感じていた。

「静かというより、寂さびれているというほうが正しいようです。マイロード」

　姫様の右側を歩く戦士が言った。しっかりと筋肉が浮ういた身体にマントを巻きつけ、大剣を背負っている。若い娘が夢中になりそうな精せい悍かんで男らしい顔立ちだ。

「リラの花は、こんなに綺き麗れいなのに……」

　姫様が呟いた。

　道の脇わきには、紫むらさきやピンクや白の花が咲さき乱みだれて美しい。

　花の甘あまい香りが漂ただよっている。

「人通りが少ないのは、幹線街かい道どうから離はなれているため当然とも言えるのですが、麦畑が放置されているのが気になります。水利は悪くないようですが、土地が痩やせているのでしょうか」

　姫様の左側を歩く剣けん士しが言った。旅先のため軽装ではあるが、細剣を腰こしに下げ、いかにも騎き士しらしい品の良い風貌をしている。

　彼の言う通りで、麦畑は立たち枯がれているところが目立つ。気候のせいというよりは、農民が世話をできていないのではないかとシスルには思えた。

　クワをかついだ村人が、魔法使いと戦士と剣士、それにメイドの四人に気付き、道を譲ゆずってくれた。彼らの目には、姫様ご一行は、ダンジョン攻こう略りやくに向かうパーティのように見えたことだろう。

　村人たちの顔は土気色で生気がない。なのに目はぎらぎらして、熱に浮かされているようにも見える。今にも倒れそうなほどよろよろと歩いている人もいる。

「疫えき病びようでも流行はやっているのかしら？」

　姫様が独り言ごちたところ、両りよう脇わきを歩く戦士と剣士に緊きん張ちようが走った。

「姫様、戻もどりましょう！」

「いいえ。ヴァスハイト」

　姫様がかぶりを振った。

「あてどない旅です。グリーンブール領を通過せずとも良いではありませんか。マイロード」

「シュテルケの言う通りです。御おん身みの安全を図はかるのが、私どもの役割です！」

　シスルは、彼らの背後に立ち、二人の青年が女主人を説得にかかる様子を見ていた。

　姫様は、疫病ぐらいで歩みを止めることはなさらない。

「私は非力な身ながら、もしも困っている人がいるなら、力を貸したいと思っています。そのために旅に出たのですから。それに、もしも疫病が蔓まん延えんしているのなら、シュテルケ、あなたの力が必要です。シュテルケだけではないわ。ヴァスハイト、シスル、ズィーベン、みなさんのお力を借りて、私はここにいるのです」

　シスルはメイド服のスカートをつまんで垂すい頭とうし、メイドのおじぎをした。

　剣士ヴァスハイトと、戦士シュテルケがその場に膝ひざをつき、左胸に手を当てて頭を下げた。

　騎士の礼だ。

「マイロード。忠誠を捧ささげます」

「光栄です。姫様」

　シャンシャンと錫しやく杖じようの鳴る音がした。

「ズィーベン、来たのね」

　黒の斎さい服ふくを纏まとい、フードで顔を隠した長身の青年が立っていた。

　まるで空中から湧き出したようだ。

「この村って、病気が流行っているのかしら？」

　彼は話さない。錫杖が涼やかな音を立てるだけ。

　だが、姫様にはズィーベンの言葉がわかるらしく、相づちを打ちながらうなずいている。

　姫様の背中を覆おおうふわふわくるくるの金きん髪ぱつが、風に揺ゆれてキラキラ光る。

「そうなの。病気ではないのね」

　ズィーベンがそう言うなら、元気がない村人が散見されるのは、何か他の理由があるのだろう。

　放置されている麦畑がある一方で、きびきびと畑仕事に勤いそしんでいる人もいる。

「だったらなぜ、この人たちは、元気がないのかしら？　……そう。調べてくださいね」

　ズィーベンはスッと消えた。

「疫病でも風土病でもないそうよ」

　剣士と戦士が緊張をといた。

　そのときだった。

「きゃーっ」

　悲鳴が聞こえた。

　村娘が逃にげてきた。

　膝ひざ丈たけのエプロンドレスの裾すそを揺らし、三つ編みに結ゆった金髪を風になびかせて走っている。顔にそばかすが散っている。純じゆん朴ぼくそうな村娘だ。

　彼女を、盗とう賊ぞくたちが追いかけている。

　十人ほどもいるだろうか。絵に描いたようなならず者だ。みんな帯刀し、さらに大おお槌つちや槍やりや大刀を持っている。村娘を掠さらおうとしているのだ。
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　村人たちは驚おどろきの表情で立ち尽つくしている。

　どうして誰も助けないのだろう？

　覇は気きがないというか、この村の人たちはどこかおかしい。

「やめて、来ないでっ!!」

　戦士と剣士が姫様の前に立ちふさがり、背中で守る。

「助けてっ、パーティのみなさんっ、助けてくださいっ」

「シュテルケ、ヴァスハイト、お願いっ」

　ディディが言った。

「御ぎよ意い」

「畏まって候」

　剣士が腰の剣を抜ぬきながら悪党どもに向かって走っていく。

「まとめてかかって来い」

　戦士が言った。背中の大剣をゆっくりと抜く。

　巨きよ大だいな剣がぎらりと光る。

　シスルはドレスケースを地面に置くと、倒れこんだ村娘を助け起こした。

　気付け薬を嗅かがせて介かい抱ほうする。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　どこもケガはしていませんか？」

「はい。大丈夫です」

　素そ朴ぼくだが、清せい楚そでかわいい感じの娘だった。泣きそうに顔を歪ゆがめている。

　姫様はドレスケースに腰を掛け、戦士と剣士が戦う様子を見物なさっておられる。

　剣が打ちあう音がカンカンッと響ひびく。

「おまえの剣、宮きゆう廷てい剣けん術じゆつだな。どこぞの貴族のバカ息子むすこか。パーティ組んで冒ぼう険けんかよ。結構なご身分だな」

「僕ぼくは庶民だよ」

　ならず者が挑ちよう発はつするが、剣士は冷静だ。二度三度と剣を交まじえたあと、柄つかに剣を引っかけて相手の剣を飛ばす。そして、別の男が振り下おろしてきた剣をかいくぐって、落ちてきた剣の柄を左手でキャッチする。

　剣を飛ばされた男は両手を挙げて降参の意を示した。

「宮廷剣術は、一対一でしか戦わない。背後から行けっ！」

　リーダーらしい男が叫さけんだ。

　乱戦になった。

　剣士は両手の剣を巧たくみに操あやつって戦っている。

　側頭を狙ねらって振るわれた剣を右手の剣で払はらう。横薙なぎに振るわれた剣をその場でジャンプして避け、くるっと回って後頭部を突ついてきた男の手を大剣の腹で打つ。

「こいつ、後ろに目がついているのか」

　ならず者があきれたように呟く声が聞こえてきた。

「ヴァスハイトの剣は、ダンスみたいね」

　飛とび跳はねたり回ったりするステップワークは、宮廷剣術の華か麗れいさを残して美しく、そして獰どう猛もうだった。

「ほんとうですね。ディディ様」

　細剣がしなり、カンカンッと金属音を立てながら打ちあわされる。

　剣を交えているものの、シスルの目にも剣士が手加減していることがわかる。

　一方戦士は、示じ威いするように大剣を振り回している。

　腕の筋肉が盛りあがり、ぶんっと空気が鳴る。

　悪人たちはひるんでいるが、戦士の大剣の動かし方は、見るからにゆっくりしていて、隙すきだらけに見えた。

「来いよ。一刀両断にしてやるぜ」

　戦士は、わざと隙を見せて、相手を誘おうとしている。

「脅おどしてるだけだ」

　大槌を持つ悪人が、誘われて突っこんできたが、戦士の振るう大剣で、大槌の柄が切り落とされた。槌のところがくるくると回りながら宙を飛ぶ。

　戦士は片手で槌をボールのように受け止めると、ひょいっと投げた。

「うっ」

　槍を持っていた男の、刃の部分に当たり、二つに割れる。

　逃げ腰ごしになった男たちの中央へ、大剣をブンッと音を立てて振り下ろす。

　地面がえぐれ、土がはじけ飛ぶほどの迫はく力りよくだ。

「ふふっ。シュテルケったら。力ちから自じ慢まんもほどほどにしないと。道に穴が開いてしまったわ」

「本人があとで埋うめ戻しますよ」

　姫様となごやかに話しているときだった。

　横の茂しげみから、がさりと音がした。

　茂みからひゅっと輪状の縄なわが飛び、姫様の胴どうに巻きついた。

　ならず者のひとりが縄なわ尻じりを持ち、ぐいぐいと引いている。

「へへへ。こんなところにかわいい娘がいるじゃないか。高く売れそうだ」

「あなたたちは、奴ど隷れい商人なの？」

　姫様は静かな口調で言った。

「そうだ」

「私たちはダンジョン攻略のパーティよ。冒険者ギルドの鑑札も持っているわ。ほらこれよ」

　姫様は胸のバッジを指し示した。地図と宝石箱の意匠が金色の線となって空中に浮かびあがり、光の粒りゆう子しを放ちながら消えた。

　ギルドの所属であることを示す小さなバッジ。パーティの全員がつけている。冒険者は大陸を放ほう浪ろうするため、身分証明書を持ち歩く。

　シスルは女主人を拘こう束そくする縄を持ち、ぐいっと引いた。

「うわぁっ」

　悪者が、茂みから引っ張り出される。

　彼はナイフを取り出して構えた。

「はっ」

　シスルは上段蹴げりを放ち、男の手を蹴りあげる。

「うわっ」

　男の持つナイフが空に飛んだ瞬しゆん間かん、シスルはスッと距きよ離りを詰めると、手刀を喉のどにお見み舞まいした。男がひるんだすきに手首を握にぎり、逆小手で投げ飛ばす。

　ならず者の身体が宙に舞まい、背中から落ちた。

　仰あお向むけにひっくり返ったならず者の顎あごに、正せい拳けん突づきをお見舞いする。

　彼のすぐ横に、ナイフが落ちてきて、地面にぐさりと突き刺ささった。

「もういいでしょう」

　姫様が言った。

　剣士と戦士は、それぞれ目の前の相手を倒すと、姫様へと駆かけ寄より、両脇に立った。

　シスルも、姫様の背後に立つ。

「覚えていろっ！」

　ならず者は捨すて台詞ぜりふを残すと、馬に飛び乗った。倒れこんでいる仲間たちを引っ張りあげて馬に乗せている。

　マントを身体に巻きつけた男が小石を拾っている。投げつけられるのではないかと身構えたが、ポケットに入れて騎き馬ばした。マントの下で金のボタンがきらりと光った。

　悪党たちは、かすり傷や打だ撲ぼく程度は負っているようだが、大きなケガはしていない。

「一月後にもういちど来るからな！　……撤てつ退たいだっ！」

　リーダーらしい禿頭の大男が口笛を吹ふいた。

「縄が無くなってるわ……」

　村娘が驚いている。

　さっきまで姫様をいましめていた縄もほどけて地面に落ちている。

「ふふ。私は魔法使いですのよ。おケガはなくて？」

「はい。大丈夫です」

「それはよかったわ。あなたはこの村の方なの？」

「はい」

「定住民を掠さらおうとするなんて、奴隷商人も堕だ落らくしたものね」

　村娘は眉まゆ根ねを寄せて唇くちびるを噛かんだ。

　事情がありそうだが、言いたくないのだろう。

「助けてくださってありがとうございます。クラインドルフ村にダンジョン攻略のパーティのみなさんが来られるのは珍めずらしいです」

　パーティは倒したモンスターが吐はくコインをゴールドに変えて、生計たつきにしている。

　この村は、幹線街道から外れているばかりではなく、ダンジョンもなく、ギルドの出張所もない。

　酒場や食堂がギルドの出張所を兼かねていることが多いが、この村は酒場も食堂もない。そのため、パーティはあまり立ち寄らないところだ。

「ふふ。リラの花に誘われたの。ほんとうはダンジョンに向けて旅をしなくてはならないのですけど……」

「みなさんお強いんですね」

「はい。私は無力ですが、みんな強いんですよ」

　姫様が言った。

「このあたりは田舎いなかで宿屋や食堂がありません。次の宿屋街までは距離がありますから、私の屋や敷しきに投宿されませんか」

「四人もいるのに、迷めい惑わくではありませんか？」

　姫様が言った。

「汚きたないところですが、広さはあります。助けて頂いたお礼の代わりです。何もないところですが、温泉があるんですよ」

「温泉があるのか」

　ヴァスハイトが顔をほころばせた。

　シュテルケもうれしそうな顔をしている。

「はい。共同温泉場は、村人しか入れないんですが、屋敷の中の温泉ならいくらでも入って頂けます」

　屋敷の中に温泉とは、この娘はお嬢じよう様さまなのだろうか。

「ありがとう。お願いします。従者の二人が、温泉に入りたくてたまらないみたいよ。私も楽しみですわ」

「申もうし遅おくれましたが、私はアンゼリカと申します。クラインドルフ村の、村長の娘です」

　やはり、と思う一方で、疑問も出てくる。村長の娘がどうして奴隷商人に掠われそうになっていたのだろう。

　アンゼリカの父は――村長は――いったいどうしたのだ？

　元気のない村人たち。

　寂れた村。

　立ち枯れた麦畑。

　この村には何かある。

「私はディディ。魔法使いです。戦士はシュテルケ。剣士はヴァスハイト。メイドはシスルです」

「シュテルケと申します」

「ヴァスハイトです」

「シスルです」

「すぐ近くなんです。こちらにどうぞ」

「お待ちください。穴を埋め戻したいのです。すみませんが、クワをお借りしてもいいでしょうか」

　アンゼリカがくすくすと笑い出した。

　みんなもつられたように笑う。
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「どうぞお入りください」

「大きな屋敷ですのね」

　姫様が言った。

　確かに広い館やかただが、庭は雑草だらけで、樹木はぼうぼう。全体にほこりっぽい。どこか空気が淀よどんでいる。

　庭に咲き乱れているリラの花が、どこか空々しく見えた。

「散らかっているんですよ。掃そう除じが行き届いていなくて恥はずかしいです」

　アンゼリカが顔を赤らめた。

　床ゆかはギシギシ音を立て、屋根に開いた穴から、お日様が差しこんでいる。

　散らかっているというよりは、修しゆう繕ぜんができていないという感じがした。

「こちらの部屋とこちらの部屋を使ってください。温泉は自由に入ってくださいね。ですが、東の離れには近づかないでください」

　ベッドが二つ、テーブルがひとつ、椅子が二つの部屋に通された。

　まるで宿屋のようだ。

「私とシスル、シュテルケとヴァスハイトが同じ部屋でいいかしら」

「私は従者なれば、マイロードと同じ部屋に」

「ありがとう。でも、シスルがいるから大丈夫よ」

「レディの部屋に泊とまる気か!?　無礼な男だな。だいいちシュテルケがいると狭せま苦くるしいだろうが。熊くまみたいななりをしやがって」

「軟なん弱じやくな顔をしやがって」

「まぁ、ふふっ。シュテルケとヴァスハイトは同室。いいですね」

　姫様が笑っている。

「御意」

「ヴァスハイトと一緒か」

「悪かったな」

「まぁまぁ、二人とも。仲良くしてね。……アンゼリカさんおひとりでお住まいなんですか？」

「いえ……ええと、はい。ひとりで住んでおります」

　あいまいな返答に、姫様は大きな目を見開いて、首を傾かしげておられる。

「どうぞ、ゆっくりしていらして。ハーブティーを入れてきますね」

「水でいいですよ」

「この村は水が塩っぽくておいしくないんです。お茶にしないと飲めないんですよ」

　アンゼリカが中座した。

「ヴァスハイト、どう思う？」

「東の離れに、何かありそうですね」

「そうね。離り宮きゆうで『はじまりの女王陛下』が死ぬまでの生を過ごしているようにね」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　姫ひめ様さまは王宮にいたとき、離宮でお暮らしになっていた。

　死ぬまでの生を漫まん然ぜんと過ごすだけの、単調なお暮らしだったと聞く。

「シュテルケはどう思う？」

「屋根は修理するべきですね」

「修理してくれる？」

「いいですけど、ヴァスハイトのほうが適任ですよ」

「シュテルケは貴族のバカ息子だから、屋根の修理なんてしたことないし、できないよな」

「したことないが、できるぞっ」

「じゃあやれよ」

「う、わかったやるよ」

「ふふ。お願いしますね」

　姫様はくすくす笑いながら二人を見ている。

　庶民なのに貴族のように品の良いヴァスハイト。

　貴族出身なのに豪快なシュテルケ。

　正反対の仲間たちだ。

「シスル、掃除や屋根の修理や庭の手入れを申し出るのは、差し出がましいかしら？」

「いえ。見るからに手が回ってませんから、アンゼリカさん、喜ばれると思いますよ。この規模の屋敷なら、メイドと庭師が最低一人ずつ必要です」

「官吏も一人必要ですね。村長は領主ほどではありませんが、上納麦の帳ちよう簿ぼつけや、戸こ籍せき簿ぼの管理など、たくさんの事務作業があるんです。アンゼリカさんのお父上が経理を担になってらっしゃるはずです」

　ヴァスハイトが言った。

「アンゼリカさんのお父様、どうされているのかしら？」

　沈黙が落ちた。

「ズィーベンに頼たのんだら調べてくれるけど、アンゼリカさんは詮せん索さくしてほしくなさそうだったのよね。村長の館が荒あれていると、村の人たちがお困りになるわ」

「その通りです。村長の館は、私し邸ていではありますが、公館でもあります。盗賊に襲おそわれたときは、村人を入れて門を閉め、村人を守る要よう塞さいになります。水害や火事などの自然災害に見舞われたときは、避ひ難なん所しよの役割を果たします。領主への上納麦の保管場所でもあります。領主が視察に来たときは、社交場と宿所になります。そのため、村長の館は、大きく作ってあるのです」

　ヴァスハイトの解説を、姫様はうなずきながら聞いている。

「この部屋は、領主が泊まる客間かしら」

「そのようです。たぶん、いちばん良い部屋に通してくれたのでしょう」

　ノックの音がした。

　シスルはドアを開けた。

「お茶を持ってきました」

　アンゼリカが、トレイを持って部屋に入ってくる。

　ティーポットとカップが四つ載のっている。

　アンゼリカがティーポットを傾かたむけると、白い湯気が立ち上り、ほのかに緑色のお茶がカップに満たされた。

「アップルミントティーなんです。どうぞ」

　シスルは姫様に目で断ってから、お茶をスプーンですくって一口飲んだ。

　毒が入っていないことを確かく認にんしてから、姫様に向かってうなずいた。

「ありがとうございます。頂きます。……あ、おいしい。林りん檎ごの味とミントの香かおりがするわ。ほんのり甘くてさっぱりします。紅茶と違って緑色なんですね」

　姫様が飲んだことを見て取って、従者の二人がお茶を飲む。

　シスルもお茶を飲んだ。

　ミントの香りが強く、林檎の甘みがおいしいお茶だ。

　毒味のときは味を楽しむことはないので、さわやかな香りと味を楽しむ。

「おいしい」

「ああ、ハーブティーの生茶っていうのは、はじめて飲んだ」

「ふふ。乾かん燥そうさせると味が濃こくなっておいしいんですが、フレッシュハーブのおいしさはまた別だと思うんです」

「さしでがましいようですが、掃除や屋根の補修や、庭の草くさ抜ぬきをさせて頂けないでしょうか？」

　姫様が申し出ると、アンゼリカは悩なやむような表情を浮かべた。疲ひ労ろうと安あん堵どと困こん惑わくと喜びの混ざる口調で言った。

「ありがたいですけど、ディディさんはどこかの領地のお姫様でいらっしゃるのでしょう？　掃除なんてお願いしてもいいのでしょうか」

「はい。私は王女でした。ですが……そのう、詮索しないで頂きたいのです」

「ご事情がおありなのですね」

　アンゼリカは、苦いものでもかみ砕くだいたような表情を浮かべる。アンゼリカも辛つらい思いをしているのだろうか。

「掃除、助かります。ありがとうございます。お願いします。ですが、東の離れには近づかないでください」

「わかりました。お茶を飲んだらはじめますよ、みなさん」

「御意」
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「姫様は座すわっていてください」

　シスルは、箒ほうきを持って床を掃はき清きよめている姫様に言った。

「私も掃除をしたいのよ」

「姫様が掃除をされると、逆に散らかってしまいます」

　姫様には、ゴミを一方に掃き集めるという感覚がなかった。箒を動かしてはいるのだが、ゴミはあらぬ方向へと飛ぶばかり。

「掃き方、教えてくださる？」

「姫様に掃除を教えるのは大変です。箒の使い方は、時間があるときにお教えします」

「むぅっ」

　姫様は唇を尖とがらせた。

　そんな仕草をすると、十三歳さいのかわいらしいプリンセスに見える。

「陽ひが暮れるまでに終わらせてしまいたいのです。掃除ができるのは……」

　そのとき、シスルの言葉を遮さえぎるように、頭上からシュテルケの悲鳴が降ってきた。

「わぁっ」

　屋根の穴から、ブーツの足が出ていた。

　屋根を踏ふみ抜いてしまったらしい。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて木のくずがぱらぱらと落ちて、掃除したところを汚よごす。

「おいっ、何をやってるんだよ。シュテルケ!?　穴が大きくなったじゃないかっ。僕がやるから、庭の手入れと薪まき割わりを代わってくれ」

「おお、まかせろ！　薪割りは得意だぞ」

「リラの花は切るなよ」

「わかってる」

　剣士も戦士も掃除の役にはたたない。

「掃除ができるのは、私だけのようですので」

「どうせ私はお姫様育ちですよ。不器用ですよ。ふんっ」

　姫様が拗すねはじめたが、かまっていられない。上級メイドの血が騒さわぐ。

　シスルは腕うでまくりをすると、いつもの無表情で、馬車馬のように掃除をはじめた。

「ディディさん。豆の皮を剥むきたいんです。手伝って貰もらえませんか」

　くすくす笑っていたアンゼリカが助け舟ぶねを出してくれた。

　豆の皮剥きなら、不器用な姫様でもできるだろう。

「手伝いますわ。まかせて！」

　姫様が嬉き々きとして台所に行く。

「ヘタを爪つめで折ってひっぱって筋を取ると、豆のさやが割れるので、豆をボウルに入れてほしいんです」

「ああ、これなら簡単ですわ。やだ。豆が飛んじゃった」

「ゆっくりでいいので、豆を飛ばさないように剥いてくださいね。今晩の料理に使いたいんです。……シスルさん、すごいですのね。もう掃き掃除が終わってモップがけになっていますね」

「シスルは上級メイドなんです。掃除は早くて上手ですが、素人しろうとの手出しを嫌いやがるところがあります」

「上級メイドって、王宮付きとか、領主館付きとか、メイドの中でも能力が高い人のことですよね」

「そうなの。シスルはすばらしい従者です。ヴァスハイトもシュテルケも、みんな有能ですわ。私がいちばんダメですわ」
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「そういうすばらしい従者が忠誠を誓ちかっているディディさんは、立派な方なんだと思います。お姫様なのにえらぶらないし」

「あら、えらぶっていては庶しよ民みんのみなさんに愛あい想そを尽かされて、私みたいに流る浪ろうの身になってしまいますわ」

　シスルは、モップを動かしながら姫様とアンゼリカの雑談を聞き、吹き出だしそうになっていた。

　姫様の冗じよう談だんはきわどくて、ポーカーフェイスが難しくなるときがあるほどだ。

「でも、貴族のみなさんは、神様から選ばれて、魔法を与あたえられた特別な人たちですよね」

「その通りです。神様は、みなさんに安全で平へい穏おんな生活を送って頂くように、みなさんのリーダーに魔ま法ほうを託たくしたのです」

　貴族は、庶民のリーダーであり、平和のために尽じん力りよくし、庶民はその代だい償しようとして税を払う。

　私利私欲に走る貴族は断罪されるべきだ。

　それが姫様の口くち癖ぐせだ。

「ディディさんも魔法が使えるのですか？」

「私は魔法はほとんど使えません。でも、シュテルケはすごいですよ」

「戦士様でいらっしゃって、魔法の杖つえも持ってないのに」

「魔法の杖は、魔ま力りよくを補うために持っているんです。実はこれは触しよく媒ばいなんですよ。杖なしで魔法を掛かけられる魔法使いのほうが、格は上なんです」

　アンゼリカは魔法の知識が皆かい無むのようだ。

　姫様の話に、珍しそうに耳を傾けている。

「じゃあ、シュテルケさんは優ゆう秀しゆうなんですね」

「ええ。シュテルケの治ち癒ゆ魔ま法ほうはすごいですよ。ケガでも病気でも治してしまいます。もしも病人がいらっしゃるなら、簡単なものなら治ち療りようしてくれますよ。もちろん村にはお医者様がいらっしゃると思いますが」

「医者……治癒魔法……でも、病気とは……」

　アンゼリカが呟つぶやいている。

「病人がいらっしゃるのですか？」

「い、いいえ！　違ちがいますわっ!!」

　アンゼリカはムキになって言った。触ふれてほしくないところらしい。

「失礼しました」

　姫様は謝罪し、無言で豆のさやを剥いていらっしゃる。

「掃除、終わりましたわ」

　シスルが申し出ると、ときを同じくしてシュテルケとヴァスハイトも言った。

「薪割り、庭の手入れ、終わりました」

「屋根の補修できました」

「豆の皮剥きも、これで終わり」

　アンゼリカは屋敷を見て回って、目を丸くしている。

「すごい……。ぴかぴかだわ。こんなに早く掃除が終わるなんて思わなかったわ」

　シスルは顔をほころばせた。

　掃除を褒ほめられるのはうれしい。

「ふふっ。シスルが笑っているわ」

「そうなんですか。いつも冷静でいらっしゃって、表情の変化はないみたいなのに」

「私にはわかるの。眉まゆがちょっとだけあがってるでしょう？」

「姫様、からかわないでくださいませ」

「薪割りも、庭の手入れも……。屋根の補修まで……。ありがとうございます。お疲つかれではいらっしゃいませんか？」

「そうね。私は疲れました。豆を剥くのって大変なのね」

「姫様の剥いた豆は、ボウルに底たまりですね。アンゼリカさんのはボウルいっぱいなのに」

「もう、シスルはいじわるねっ」

「ふふっ。仲の良い主従でいらっしゃるんですね。料理ができあがるまでのあいだ、温泉に入ってこられたらどうですか？　外そと風ぶ呂ろと内うち風ぶ呂ろがありますよ」

「わぁぁっ。うれしい」

　姫様が両手を胸の前で打ちあわせて喜んでいる。

　シュテルケとヴァスハイトもうれしそうだ。

「料理、手伝います」

　シスルは申し出た。

「ありがとうございます。でも、客人をもてなすのは、村長の娘むすめの役割ですわ」
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「ああ、温泉っていいわねぇ……露ろ天てんだし、岩いわ風ぶ呂ろだし……。夕日が綺き麗れいね。オレンジみたい」

　首まで温泉に浸つかった姫様が、しみじみとした口調で言った。

　金髪を頭上でお団子に結いあげ、頬ほおをピンクに上気させて目を細めている。

「染しみますねー」

「ほんとねー。トロトロのお湯。肌はだがしっとりするわ。若返りそうよ」

　姫様のきわどい冗談に笑ってしまいそうになる。

「あ、眉があがった。シスル、もっと笑えばいいのに」

「上級メイドは笑ってはいけないのですよ」

「旅先よ。気にしないで」

　姫様はざばっとお湯からあがった。

　白い肌をお湯のしずくが伝い、金髪が夕日に輝かがやいた。

　ふくらみに乏とぼしい少女の身体だが、胸はほんのりと盛りあがり、ウエストから腰こしへのラインは、優ゆう雅がな曲線を描いている。

　私のお仕えしている姫様は、なんと綺麗なのだろう。

　神様が造形したような美しさだ。

　当たり前だ。姫様は、神様に愛されてこの世に生を受けた方。

　貴族の中の貴族なのだから。

　姫様は自分で身体を洗いはじめた。

　シスルはあわてて湯船から出た。

「お背中お流しいたします」

「いいのよ。自分のことは自分でしたいの」

「姫様。私は従者です」

「じゃあ、洗いっこはどう？　私がシスルを洗ってあげるから、あとで私を洗ってねっ」

「そんなもったいない」

「いいの。洗ってあげたいのっ」

　石せつ鹸けんをこすりつけた布が、シスルの背中を前後する。

　くすぐったくって変な声が漏もれそうになる。

「シスルはおっぱいが大きくていいなぁ」

「もう、姫様っ。ちょっ、そんなところを触さわらないでくださいましっ」

　姫様が背中に抱だきついてきた。

　小さな胸が背中に押おし当あてられ、乳ち房ぶさをきゅっとつかまれた。うなじに顔をスリスリされてくすぐったい。

「大好きよ。シスル」

「私も姫様が好きですよ。ですが、うなじを舐なめるのは、くすぐったいのでやめてくださいませ」

「あれ。辛からいわっ。シスルのうなじ、塩味よ」

「お湯が辛いのでございましょう」

「ほんとね。このお湯、塩辛い。不思議ね」

「ふふっ」

「あっ。シスルが笑ったっ！」
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　シュテルケはお湯を舐めてみた。

「うん。確かにしょっぱいな」

　マイロードとシスルの会話を聞いていると、顔が火ほ照てる。

　そんなところってどこだろう。内風呂と露ろ天てん風ぶ呂ろをつなぐ扉とびらを閉じてしまっているので、内風呂は暗い。さらに湯船に浸かっているから、赤面をごまかせる。

　ヴァスハイトが身体を洗いながら不思議なことを言った。

「このあたりは、昔は海だったのかもしれないな」

「内陸だぞ。そんなわけあるか」

「三百年ほど前、天変地異が起こり、海が陸、陸が海になり、ドラゴンやガーゴイルやオークが暴れたりして、混乱を極きわめたって話、聞いたことがあるだろ」

「ああ。再生の神話だよな。混乱を鎮しずめるために、神は人の姿をして地上に降り、ドラゴンなどのモンスターをダンジョンに隠かくした。そして人の中からリーダーを選び魔法を授さずけた。それが貴族で、俺おれのご先祖だ」

　シュテルケは胸を張った。

　三百年前のことだから、魔法を使える人間は、庶民の間でも散見されるようになった。

　逆に、貴族でも魔法が使えない人もいる。

　だが、魔法が使えるということは、貴族の血を引いているという証明であり、スウラリッヒ王国において、魔法使いの地位は高い。

「その通りだ。貴族は、人を助け導くために存在する」

「なぁ。ヴァスハイト。こんなにいい温泉があるなら、旅人を泊めることはできないだろうか？」

「いい温泉だな。確かに」

「来訪者が増えたら金も落ちるし、村が豊かになる。マイロードの希望に添そうことができる」

「それは僕ぼくも考えていたが、幹線街かい道どうから離はなれているだろう？　旅人がこの村を通過するためには、他の魅力が必要だ。それに、観光地として売り出すには初期投資がかかるんだ」

　ヴァスハイトが答える。

「温泉地として売り出して、物見遊ゆ山さんの客を集めるというのはだめなのか？」

「だめだな。湯量が少ないんだよ。村人が楽しむにはちょうどいいんだが、湯治場にして湯をくみあげたら、あっと言う間に干ひ上あがってしまう」

「おまえ、王宮官かん吏り登用試験に合格した天才で、革新的な政策を次々に打ち出した伝説の官吏だろ。この村を豊かにする政策、何か考えろよ」

「考えているんだが、姫様の許可を頂くのが先決だな」

「姫様は許可するよ。村人のためになることなら」

「庭の手入れをしているとき、いいものを見つけたんだ。これで何とかできないかと考えているんだが」

　ヴァスハイトがにやっと笑った。

「何だ？」

「貴族のおまえと、適性を持つものにしか意味のない、すばらしいものさ。でも、それには、村長と相談しなくてはならないんだが、村長がいないからなー。アンゼリカさんでは決定権がないだろうし」

「村長もいないし、アンゼリカさんは奴隷商人に掠われそうになっていたし、村人は元気がないし、この村、何か変だよな」

　そのとき、ドンドンという大きな音と、悲鳴が響ひびいた。言葉の内容はわからないが、切せつ迫ぱくした大きな悲鳴だ。

「動物？」

「違う、人間だ」

「何が起こってるんだ!?」
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　シスルが姫様と一いつ緒しよに東の離れに駆けつけたとき、アンゼリカが泣きそうになりながら、檻おりの中の人物に話しかけていた。

「お父様、暴れないで。お客さんがいらっしゃっているんですっ。静かにして！　お願いですっ」

　檻の中には中年の男性。

　錯さく乱らん状態で檻から手を伸のばしている。

　閉じこめられて長いのか、目はくぼみ、髪かみはぼさぼさ、檻から出た手は鶏とりガラのように痩やせ細ほそっていた。

「アンゼリカ！　薬をくれっ」

「お父様。お薬はないんです」

「苦しいんだ。アンゼリカ！」

　アンゼリカの父、すなわち村長は、檻をつかんで前後に揺ゆする。

「アンゼリカさん」

　姫様が話しかけると、はっとした様子で振り向むいたアンゼリカは、姫様たちを見て、泣きながらかぶりを振った。

「違う……これは……。これは違うのっ」

　おろおろしながら、背中で檻を隠そうとしている。

「うぅっ」

　檻の中で村長が胸を押さえて苦しみだした。

　村長は檻の中でうつぶせに倒たおれ、ヒクヒクと震ふるえている。

　シスルの目にも、この痩せた村長が危険な状態にあることがわかった。

　シュテルケとヴァスハイトがやってきた。

「いけないっ！　心の臓が止まりかけているっ」

　檻の中をひとめ見たシュテルケが叫さけび、手を前に差し出した。

「医神アスクレーピオス様と、治ち癒ゆの女め神がみエイル様に乞こい願う。この者の心の臓に刺し激げきを与えたまえ。フリュー！　ドンナー!!」

　シュテルケの手の上には、小魚がレリーフ状に浮うきあがった小石が載っている。

　小石が発光し、金色の粒りゆう子しを振りまきながら回転し、魔ま法ほう陣じんを形作る。

　魔法陣の中央から、内側から破は裂れつしたのではないかと思うほどの光線が発射された。

　銀色の稲いな光びかりが檻の中の村長を貫つらぬいた。

　明るすぎて視界が利きかなくなるほどの強きよう烈れつな光だ。

　シスルは反射的に目を閉じて、手を目の前にかざした。

　視力を守ることは、アサシン養成所で訓練を受けていたときからの習慣だ。

「ぎゃああっ」

　村長の身体が発光した。

「ぐぉぉーっ」

　絶ぜつ叫きようをあげ、雷かみなりに打たれたようにビクンビクンと大きく震える。

「やめてっ、何てことをするのっ！　お父様が死んじゃうっ。お父様ぁっ」

　アンゼリカは震える手でポケットから鍵かぎを出し、扉を開けようとしておろおろしている。

　やがて村長は、発光が収まると同時に動きを止めた。

　一方、シュテルケの手の上の小石は、砂のように崩くずれ、指の間から落ちていった。

「きゃーっ。いやぁあぁっ、お父様っ、お父様ぁーっ。死なないでっ!!」

　ようやく扉を開けることに成功したアンゼリカは、檻の中に入り、村長の背中を揺さぶった。

「うっ」

　村長はびくっと震えると、上半身を起こした。

「お父様、大だい丈じよう夫ぶなのっ!?」

　アンゼリカが村長に抱きつく。

「よかった。生きてる……。正気でいらっしゃるのね？」

「ああ、心の臓が鷲わしづかみされたみたいに痛くなったんだが、今はもう大丈夫だ。すまない。出て行って、鍵を掛けておいてくれ。ワシが変にならないうちに。……ところで、この方々は誰だれだね？」

　姫様は魔法の杖を持ち、一歩進み出た。

　夕日に照らされて、姫様が明るく輝く。

　美しくてかわいらしくていらっしゃるのに、威い厳げんがにじみ出て、頭こうべを垂れてしまいそうになる。

「はじめまして。私はディディ。魔法使いです。ダンジョン攻こう略りやくのためにパーティを組んで旅をしています」

「さっきのは魔法ですか？」

「はい。かけたのは私ではなく、戦士のシュテルケですけど」

「シュテルケです」

「魔法というのは、止まった心の臓を動かすことができるのですか？」

　村長が聞いた。

「いいえ、心の臓が不整な脈を打ちはじめたので、魔法で衝しよう撃げきを与えて動きを正常にさせただけです」

「命を救ってくださってありがとうございます。ワシはベルガモットです。クラインドルフ村の村長です」

「剣けん士しのヴァスハイトです」

「メイドのシスルです」

「私は何の力もありませんが、私の従者たちは優秀です。ご事情をお聞かせ願えませんか。お力になれるかもしれません」

　姫様が言った。

「何から話せばいいのか……」

　ベルガモット村長は口ごもった。

「はじめからお願いします」

　姫様が言った。







第二章　少女の略奪と村長の嘆き







「きっかけは医師の出しゆつ奔ぽんでした。我わが村には医師がひとりいたのですが、半年ほど前、王都に行くと言い出したのです。アカデミアに通って勉強し、医い療りようの腕を高めたいとのことでした」

　檻の中の村長が話している。

　檻から出たらいいようなものだが、いつ発ほつ作さを起こすかわからないから、檻の中にいるほうが安心なのだそうだ。

　――妙みようだな。

　剣士ヴァスハイトは首をひねった。

　現げん役えき医師がアカデミアに通って勉強するというのはありえない。アカデミアは医師を養成する機関ではあるが、研けん鑽さんするところではないからだ。

「クラインドルフ村にたったひとりの医師がいなくなると、隣となり村むらの医師に来てもらうしかなくなります。村人が困ることは医者も知っていて、ポーション屋を紹しよう介かいしてくれました。家々に薬箱を置き、定期的に巡じゆん回かいに来て使った分を補ほ充じゆうし、薬箱を返へん却きやくしたときに代金を払はらえばいいという、ねがってもない条件です。医師が戻もどってくるまでの一年間だけ、ポーション屋に来てもらうことにしました」

　ポーション屋は、村から村へと移動する巡回の薬屋である。

　置き薬とも言うのだが、補充のさいに使った分の代金を徴ちよう収しゆうする。

　――支し払はらいは薬箱を返却したときのみ、というのは話がうますぎるな。ワナだな。

　――悪者はポーション屋か。医師もぐるだな。

「医師が王都のアカデミアで勉強をしている一年間、ポーション屋と隣となりのマーロウ村の医師に頼たよることで、村人の健康は守られるはずでした」

　なのに、ベルガモット村長は病気になってしまった。

　ヴァスハイトは官吏であり、医療の専門教育は受けていない。だが、ここまで聞けばからくりはわかる。

「ポーションはよく効きました。痛みを鎮める作用が強いらしく、ケガでも腹痛でも、飲めばたちどころに痛みがなくなるのです。しかも、幸せな気分になって、怖こわいものがなくなって、いくらでも働けそうな気分になるのです」

「そんなにすばらしい薬があるなら、私も頂きたいわ」

　姫ひめ様さまが無む邪じや気きに言った。

「だめっ。ディディさん。飲んではだめです。お父様のようになるわっ！　疲れやすくなって、薬が欲ほしくて、暴れてどうしようもなくなって、檻の中にいるしかなくなるのっ。村人の中には、心の臓がいきなり止まって死んでしまった人もいるのよ。元気だったのに」

　アンゼリカが悲鳴のような声をあげた。

「多幸感と万ばん能のう感、疲労、禁断症状。心の臓の不整脈。麻ま薬やくですね」

　ヴァスハイトが言うと、パーティの皆の間に衝撃が走った。

「ワシもうすうす麻薬ではないかと思っていたのですが、気付いたときは、やめられなくなっていました」

　村長が苦く渋じゆうの表情で言った。

　村人の様子もおかしかった。この村は麻薬にむしばまれている。

　それも深刻なレベルで。

「でも、お父様は、ポーションで風邪かぜが治ったんです」

「人間には、自分で身体を治そうとする力が備わっています。風邪は、ほうっておいても治るんですよ。……ポーションを見せて貰えませんか？」

　ヴァスハイトが聞いた。

「この家にはありません。薬箱ごとポーション屋に返したからです」

　それでは家々の薬箱には、まだ麻薬が入っているということだ。

　早さつ急きゆうに回収する必要がある。

　麻薬中毒になっている村人は、薬箱を渡わたそうとしないだろう。作戦を練る必要がありそうだ。

「父の体調がおかしくなったのはポーションを飲んでからですから、薬箱は危険だと思ったのです。薬箱を返そうとしたら、ポーション屋は……」

　アンゼリカは声をつまらせた。

「法外な金額を請せい求きゆうしてきたのですね？」

「その通りです。十万ゴールドなんて、払えるわけがありません。待ってほしい、と言ったら、私を奴ど隷れい商人に売るって。まさか定住民を奴隷商人に売ったりしないだろうと思っていたのに、盗とう賊ぞくがやってきて、ムリヤリに馬に乗せられそうになって、必死で逃にげたんです。私が奴隷商人に売られると、この村はもう終わりです」

　アンゼリカが泣き出した。

「村人の皆さんに、ポーションを飲んではいけないと知らせましたか？」

「言いましたが、聞いて頂けなくて」

　村長は麻薬の禁断症状で前後不覚。

　村人は麻薬中毒。

　アンゼリカひとりで奮ふん闘とうしていたのだ。

「すまぬ。アンゼリカ……」

　村長が泣き出した。

「いいえ。私はたまたま病気をせず、ポーションを飲まずに済んだけど、麻薬中毒になるのは私だったかもしれないの。お父様、何もできなくてごめんなさい」

「領主さんに相談すればよかったのに。お金も貸してもらえるはずよ」

　姫様が言った。

　村は領に所属し、領主は十ほどの村を管理している。

　領主は貴族だ。貴族は庶民のリーダーである。上に立つものは、庶民が暮らしやすいように汗あせを流すべきだ。それが姫様の口癖だ。

「私は領主様にお逢あいしたことがなく、頼ることは考えつきませんでした」

　アンゼリカが言った。

「そうなの!?　領主さんは何をしているの？」

　姫様は衝撃を受けていた。

「ワシは年に一度、上納麦を届けるときに領主様にお逢いしますが、村のトラブルは村長が解決するのが原則だと言われております」

「じゃあ、税金だけ徴収して、何にもしてない、ってことじゃないっ!?」

「姫様。これが現実です」

　ヴァスハイトは、驚おどろいている姫様をたしなめた。

「あとで聞かせて」

　姫様はヴァスハイトにだけ聞こえるように囁ささやくと、村長に向き直った。

「村長さん。アンゼリカさん。話してくださってありがとうございます。お疲れでしょうから、今日はゆっくり休んでください」
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　そろそろ寝ねようかというときのことだった。

「そのう、入ってもいい？」

　ノックの音がして、姫様の声がした。シュテルケは驚いた。

「どうぞ」

　シュテルケとヴァスハイトは顔を見合わせた。

　あわてて居住まいを正す。

　白いナイトドレスの姫様がおずおずと入ってきた。

「教えてほしいのだけど、領主って、貴族って、普ふ段だん、何をしているの？」

「うーん」

　貴族であるシュテルケは考えこんだ。ひとことでは言えない。

「多た岐きにわたります。領地視察、王宮のパーティー、貴族どうしのつきあい、晩ばん餐さん会かい、橋が壊こわれたときの工事人の手配、税金の徴収……。あとは……うーん、何だろう？」

　ヴァスハイトが一言で言ってのけた。

「領地経営と税金の納付です」

「それはわかってるけど、この村の領主様は何にもしていないじゃない？　王宮の官吏たちは何をやっているの？　領主を管理するのは、王宮の仕事じゃないの？」

「地方分権政策の落とし穴ですね。地方領主は地方自治に責任を持つ。王宮は、地方自治には口出しをしない。そのため領主の権限が強大になり、王国への帰属意識と王族への敬意が薄うすれる」

「人間の中からリーダーを選び、魔法を与えて、それぞれにグループをまとめてもらう、という神のもくろみは、失敗だったのかしら？」

「いいえ、三百年前、天変地異が起こり混乱していたときには、それが最高のやり方でした。ですが、どんなシステムも月日が経たつうち綻ほころびを見せはじめます。私は庶民出身の官吏として、領主の管理ができるよう、在任中に手を尽つくしたのですが、力が及およびませんでした」

「だったら、この村の領主みたいな人が、いっぱいいるかもしれないの？」

「その通りです」

　姫様は動どう揺ようされていた。

「ですが、領主が何もしないことは、犯罪ではありません。国が平和になれば、領主の役割も減っていきます。これは、スウラリッヒ王国が平和であることの証明なのです」

「そうね。その通りね。わかりやすく説明してくれてありがとう。ヴァスハイト」
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　シャンシャンと錫杖の音がした。

「調べてくれてありがとう。ズィーベン。やっぱり麻薬なのね。ヴァスハイトの言ったとおりだわ。次はこの村に出入りしているポーション屋と、王都のアカデミアに行ったっていう医師と、昨日やってきた奴隷商人について調べてほしいの。……すごい。調査中なのね。ありがとう」

　話し声に誘さそわれて窓まど際ぎわに立つと、姫様とズィーベンが、隣の部屋のベランダで、柵さく越ごしに話している。

「報告にはもう少し時間がかかるのね。ありがとう。気をつけてね」

　白いナイトドレスの姫様は美しく、可愛かわいらしかった。

　朝日に照らされて、内側から光り輝かがやいているように見える。

　ズィーベンがフッと消えた。

　待ち構えていたかのように小鳥が姫様の周囲を飛とび交かいはじめた。

「おはよう。いい朝ね」

　小鳥に向かって話しかけている。

　ノックの音がして、シスルの声がした。

「姫様。おはようございます」

「おはよう」

「姫様、起きてらっしゃったのですか？　お召めし替かえのお手伝いを」

「着き替がえはひとりでできるから、シスルはアンゼリカさんの手伝いをしてあげてほしいの。六人分の朝ご飯を作るのは大変よ」

「かしこまりました」

　シスルが廊ろう下かを歩き去って行く気配がする。

「シュテルケ、起きろとさ」

「ああ、お早う。……うわぁ。背中が痛い。薪まき割わりとか庭の手入れっていうのは、剣けんの練習よりも大変だ。庭師っていうのは大変な仕事なんだな。屋や敷しきに帰ったときに、庭師をねぎらうことにしよう」

　ぶつぶつ言いながらシュテルケが起き出し、不器用な手つきで着替えをしていく。

「おまえ、貴族なのに、自分のことは自分でするんだな」

「マイロードがシスルの手助けなしでお召し替えされているのに、俺ができないではすまされない」

「ああ、そうだな」

　貴族は命令することに慣れた人間が多いのだが、不器用に着替えをして、庭師に感心するシュテルケには好感を覚えた。

　メイドアサシンのシスルも有能だし、アサシンリーダーだったというズィーベンもすごい。

　なによりすばらしいのは姫様だった。

　美しく、愛らしく、威厳と親しみやすさが同居している。

　当たり前だ。姫様は、貴族の中の貴族。

　はじまりの女王陛下なのだから。

　ヴァスハイトは、優ゆう秀しゆうな仲間たちと旅ができる幸せを感じていた。

　――そういえば、アロイジウス公もすばらしい部下だったな。

　ヴァスハイトは最年少で文官長に昇しよう進しんした。平民出身の文官長は、スウラリッヒ王国はじまって以来のことだという。

　しょせん平民よと反感を抱く貴族もいるなかで、アロイジウス公は偏へん見けんがなかった。庶しよ民みんで年下の上司に、よく仕えてくれていた。

　――アロイジウス公は元気かな。
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　アロイジウスは書類をめくる手を止めて、甲こうで目を擦った。

　文官長の執しつ務む室しつは窓が大きく、朝日がふんだんに差しこんできて、睡すい眠みん不足の目にはまぶしすぎる。

　くしゃみが出た。

　誰か、ウワサをしているのか。

「ご病気ですか？　文官長」

　執しつ務む机づくえの前に立ち、書類チェックを待っている官吏が言った。

「いや、大丈夫だ。女王陛下ご一行はまだ見つからないのか？」

「それが、幹線街道沿いの宿屋に問いあわせをしているのですが、さっぱり……」

「宿屋には泊とまっていらっしゃらない、ということなのか？　陛下とヴァスハイト様はいったいどこに行ったんだろうな」

　間者に探たん索さくさせているが、何の報告もあがらない。

　探索は無理かもしれない。彼かれらは、アロイジウスの指令よりも、女王陛下の命令のほうを優先するだろうから。

「文官長、お疲れじゃないですか？」

「まあそうだな。疲れていない、なんて言ったら嘘うそになるな」

　前任者は引ひき継つぎに充じゆう分ぶんな時間を掛かけ、完全な申し送り書を作ってから退職したが、文官長というのは責任が重く、仕事量が多くて大変な役職だ。アロイジウスにはいささか荷が重い。

「今朝は何時に来られたんですか？」

「朝日が昇のぼると同時だ。今日も帰宅は真夜中だな」

　慣れるまではこんな日が続きそうだ。

　ヴァスハイト文官長の有能さを改めて感じてため息がでる。

　――ワシは副官のほうが気楽でいいな。

「文官長、まずは朝飯を食べませんか。そろそろ食堂が開く時間ですよ」

「そうだな」

　アロイジウスはチェックした書類を部下に渡して席を立った。
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　――懐なつかしいな。

　ベーコンと豆のシチュー、黒パン、オレンジマーマレード。デザートはブルーベリーとブラックベリー。素そ朴ぼくなメニューだが、ほかほかと湯気があがり、いかにもおいしそうだ。

　ヴァスハイトにすれば、懐かしい庶民の食事だ。

「カモミールティーです」

　アンゼリカがお茶を入れてくれる。

「どうぞ。姫様」

　シスルが椅い子すを引き、姫様を椅子に座すわらせ、毒味をした。

「シスルも一緒に食べましょう」

「ご命令とあれば」

「命令ですよ」

　そんなやりとりのあと、皆がテーブルにつき、神への祈いのりを捧ささげる。

　ヴァスハイトはパンに手を伸ばした。

　精製していない小麦粉で作るパンは、ずっしりもちもちした食感だ。香こうばしく、王都で食べる白パンよりも味が濃こい。

　村長もくつろいだ様子でスプーンを動かしている。

　髭ひげを剃そり、服を改め、温泉に入っただけだが、別人のようにさっぱりして、押し出しがいい様子になっている。

「ベルガモットさん。もうお体はいいのですか？」
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　姫様が聞いた。

　村長が答える。

「おかげさまで。禁断症状は治まりました」

　アンゼリカが安あん堵どの表情を浮かべた。

「ほんとうによかった。どうなることかと思っていました」

「でも、お父様。お痩せになったわ。無理をしないで、身体を休めてね」

「実はまだ怠だるくてのぅ」

「しばらくゆっくりしてください。禁断症状って苦しいんでしょう？」

　姫様が聞く。

「喉のどが渇かわいたときみたいに、すごくポーションが欲しくなるんです。我が慢まんしてやりすごしても、しばらく経つとまた欲しくなって、頭の中がポーションが欲しいという思いでいっぱいになって、暴れてしまうのです。でも、今朝は、欲しくならないのです。治ち癒ゆ魔ま法ほうというのはすごいですね」

「俺の魔法がすごいわけではありません。これのおかげです」

　シュテルケは、ナイフとフォーク置きに使われている巻き貝の形の小石をつまみあげた。

「それは、我が村では、温泉の近くにごろごろしているありふれた石です。子供がおもちゃにしたり、形の綺き麗れいなものは飾かざりに使ったりもしていますが、重くて硬かたくて、畑仕事の邪じや魔までしてね。集めては捨てていました。それが、こんな効果を生み出すなんて、思ってもいませんでした」

　昨晩、シュテルケは、村長の話を聞いたあと、小石を使って治癒魔法を掛けた。

　心の臓の発作のときに放った衝撃を与あたえる魔法とは違ちがい、新しん陳ちん代たい謝しやを高めて、毒を体外に出す魔法だという。

　村長は、そのままぐっすりと眠ねむり、起きると、禁断症状の焼けつくような苦しさが無くなっていたという。

「これは化石です。昔の生物が石になったんです」

　ヴァスハイトが説明する。

「じゃあ、これは、昔は本物の貝だったわけですか？」

　アンゼリカが興味深そうに聞く。

「化石は魔法の触しよく媒ばいになるんです」

「おいしい。シスル、シチューがおいしいわ」

　姫様が会話の流れを読まずに言った。

「シチューはアンゼリカさんが作ったんです」

「アンゼリカさんはいいお嫁よめさんになりそうね」

　姫様が言うと、アンゼリカは目を伏ふせた。

　ヴァスハイトは、村長の娘むすめの表情の変化を見み逃のがさなかった。

　――ん？　なんか、反応がおかしいな。

　何か鬱うつ屈くつがあるのだろうか。

「魔法っていうのは、姫様やシュテルケさんみたいな特別な人が、修しゆ行ぎようをして身につけるものだと思っていたのですが、この石があればワシでも魔法が使えるわけですか？」

　村長が聞く。

　食事に夢中の姫様に代わって、シュテルケが説明する。

「魔法の才があれば使えます」

「呪じゆ文もんを唱えながら、魔法の杖つえを振ふればいいんですな？」

「呪文や魔法の杖は、魔法を発動させやすくするためのものなので、魔法の才が強ければ、呪文が無くても魔法は発動します」

　村長が石を握にぎりしめ、ぎゅっと目を閉じた。

「ワシには使えないみたいですじゃ」

「魔法は神様が人間にくれたギフトです。三百年ほど昔に、モンスターが暴れ、天と地が逆転するような天変地異が起きました。神様は、混乱する人間を統とう率そつするため人間の中からリーダーを選び、魔法を授さずけてくださいました」

「それが貴族ですよね」

「はい。ですが、三百年も昔のことですから、庶民にも魔法が使える人がいます。貴族でも魔法が苦手な人がいます。魔法の才があれば魔法が使えるはずなのですが、魔ま力りよくの量は人によって違ううえに、修行をしたり呪文を覚えたりしないと魔法が発動しません。でも、これがあれば、一の魔力で十の力を生み出すことができるのです」

「ふくらし粉みたいなものですか？」

　アンゼリカが聞いた。

「ああ、そうですね。その通りです。ふくらし粉だけでは何の価値もないが、お菓か子しを焼くときには活かつ躍やくする」

「だったらこれって、貴重なものですよね。ふくらし粉、高いですから」

「その通りです。これひとつで、えっと……。ヴァスハイト、触媒屋に売るとしたら、いくらになる？」

「この重さだと、千ゴールドぐらいだな」

「そんなに？　じゃあ、これを百個集めたら、ポーション屋にお金を払えてしまうのね。石ころが金貨に見えてきました」

「その通りです。ポーション屋の目的は化石です。村人のほとんどが麻薬中毒になった段階で、麻薬が欲しかったら化石の採さい掘くつをしろと命じるでしょう。村人は健康を損そこない、村の財産である化石は搾さく取しゆされます」

　ヴァスハイトが言うと、沈ちん黙もくが落ちた。

「だったら、私は？　奴隷商人に売るなんて言わず、化石で払え、って言えばよかったのに」

「アンゼリカさんは、村長の具合が悪い状じよう況きようでは、この村の精神的支柱です。集団を潰つぶすときは、まずリーダーから。それが悪者の共通ルールです」

「一ヶか月げつ待つと言ったのは？」

「一ヶ月経たつと、麻薬の効果がさらに高くなるからです」

　村長もアンゼリカも沈黙した。

「この村は、魔法を使う人間には宝の山なんです。幹線街かい道どうから外れていて、内陸の奥おくまったところにあり、ダンジョンも無く、ギルドの出張所もない。そのため、化石が手つかずで残されている。ポーション屋は違い法ほうな手段で化石をまきあげようとした。まだ確証はありませんが、医者とポーション屋、奴隷商人が結けつ託たくしていたのでしょう。もしかしたらポーション屋と奴隷商人は同じ商人集団によるものかもしれません」

「そんな……先生が……私たちを裏切っていたなんて。ずっとクラインドルフ村にいて、私たちの病気を治してくれた先生なんです」

　アンゼリカが絶句している。

　信しん頼らいしていたぶん、裏切られた衝撃は強くなる。

　だが、村長は腕うで組ぐみをして、静かにうなずいている。

　うすうす予想していたのだろう。

「王都のアカデミアは医者を養成する機関ですが、医者が研鑽する場所ではありません」

「ポーション屋に化石を渡してはいけませんね」

　村長が言った。

「はい。絶対にやめてください。村に出入りさせないほうがいい。違法採掘の警けい戒かいもするべきです」

「でも、どうやって化石を現金化すればいいのでしょう……。私たちでは価値がわからないし……」

　アンゼリカが困こん惑わくしている。

「ヴァスハイト、触媒屋か魔ま法ほう使つかいギルドに、直接売ることはできないかしら。一回売って終わりじゃなくて、村人のみなさんが働いて化石を採掘し、毎月定期収入を得て、みなさんが幸せになるような、そんなシステムが作れないかしら」

「できます」

「何日かかりますか？」

「七日間です」

「命令します。村長さんと相談して、システムを構築してください」

「御ぎよ意い」

「あら、そんなに驚かないで。ヴァスハイトは王宮の官かん吏りだったの。事務仕事と交こう渉しようとお金の計算は得意なのよ。必ずこの村の利益になるようにしてくれますわ」

「畏かしこまりました」

　ヴァスハイトは、頭の中で数式を展開させていた。

　村の大きさ、村人の人数、村の経済。ひと月にいくら採掘し、いくら利益を得るか。村にプールする額はいくらが最適か。

　可変費用、固定費用、平均費用、費用関数。

　母数を割り出すには帳ちよう簿ぼが必要だが……。

「村長さん。帳簿を見せて頂くことはできますか？」

「それは……。すみません。村の機密ですから」

「わかりました」

　ヴァスハイトはあっさりと引き下がった。

　帳簿を見られることを嫌いやがる村長は多い。ましてヴァスハイトはいま、王宮の官吏ではなく、どこの馬の骨ともつかない存在だ。

　できることをやろう。

　魔法使いギルドとの交渉はそのあとだ。

「シュテルケ。あなたは村人のみなさんの魔ま法ほう治ち療りようをしてください」

「御意。マイロード」

「シスル、あなたはアンゼリカさんに聞いて、化石を拾い集めてください。魔法治療で触媒が必要よ。今使うぶんだけでいいわ」

「はい。姫様」

「でも、どう言えばいいのかしら？　治療します、なんて言っても、みなさんは病気だとは思っていないのよね。魔法なんて見たこともないはずだし」

「ましてシュテルケは、外見だけで警戒されそうだしな」

「まぁ、ふふっ。ヴァスハイトったら」

「マイロード！　そこは否定してくださいよ」

「薬箱の早急な回収も必要だ。一ひと芝しば居い打とう。シュテルケ、協力してくれ。村長さんもご協力お願いします。アンゼリカさん、この件は内密に。誰だれにも言わないでください」

「わかりました」
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　ヴァスハイトとシュテルケが釣つり竿ざおを持って川へと向かうと、畑作業をしていた村人が、珍めずらしそうに二人を見た。

「戦士と剣士だ。釣り竿なんか持って、どうしたんだ？」

「こんにちは」

「村長さんの家に逗とう留りゆうしています。しばらくお世話になります」

「用心棒だと思ってください」

「お世話になってるから、せめて自分たちの食事分ぐらいの魚を釣りたいと思いまして」

　ヴァスハイトとシュテルケが愛あい想そ良く挨あい拶さつすると、村人はほっとしたような笑えみを浮うかべた。

　筋骨隆りゆう々りゆうとしたシュテルケは、男おとこ臭くさい顔立ちのせいで、黙だまっていると圧あつ迫ぱく感があるのだが、笑うとしっぽを振っている犬みたいに懐なつっこく見える。

「アンゼリカさんを助けてくれてありがとうございますだ。アンゼリカさんは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　昨日の騒さわぎを見ていたのだろう。村人のひとりがおそるおそる聞いた。

　村人は冷れい淡たんなのではない。

　力がなく、止めることができないのだろう。

「はい。ご無事です」

「村長さんはどうされていますか？」

「お元気ですよ」

　村人が顔を見合わせた。

　半信半疑という表情だ。

　ベルガモット村長の具合が悪いのは、村人も知っているようだ。

「ほんとうに？」

「もちろん」

「ああ、村長さん、元気だよな」

　ヴァスハイトとシュテルケがうなずきあっていると、そこに村長が現れた。

「ヴァスハイトさーん。釣り餌えを忘れていますよー」

　村人の間にざわめきが走った。

「村長さんだ。走ってる」

「ちょっと痩やせたかな。でも、顔色は悪くないな」

「本当に元気そうだ」

「村長さんは、ポーションで体調を悪くしたんだろ？」

「何かいい薬草でも飲んだのかな？」

「実はうちの娘もポーションで困ってるの。いい薬草があるなら、分けてほしいわ」

「ポーションは飲まないほうがいいよ。あれはなんか怪あやしい」

「よく効く薬なんだけどな」

「ありがとうございます。それがないと魚が釣れませんね」

　ヴァスハイトは、踵きびすを返すと、村長に向かって駆かけ出そうとした。

　そして、その場でばったり倒たおれた。

　喉を掻かきむしって苦しむフリをする。

「うぐぅうっ」

「どうしたんだ？　病気か？」

　村人が走り寄ってきた。

「うわーっ。発ほつ作さだ！　大変だーっ。剣けん士しさんが死んでしまうーっ」

　村長が叫さけび、両手を開いたり閉じたりしておろおろしている様子を演じた。

　――わはははっ。もうちょっと本当っぽくしてくれぇーっ。苦しいじゃないかぁっ。

　大げさな演技に笑ってしまいそうになった。

　ここで爆ばく笑しようするわけにはいかない。

　腹に力を入れて我慢する。

　顔を伏せてヒクヒクと身体を震ふるわせていたら、重病人に見えたらしく、村人たちがざわめいた。

「剣士さんが死にそうだ。隣となり村むらから医者を呼んで来るよ。俺おれが行く」

「僕ぼくは家から薬箱を持ってくる！」

「私、お酒を持ってくる。気付けになるはずよ」

「水も持ってきてくれっ!!」

　村人は親切で、急に道ばたに倒れて苦しみだした旅人を心配してくれている。

　こんなに素朴で心根の優やさしい人たちを、医者とポーション屋は自分たちの儲もうけのために利用し、麻薬中毒にさせたのだ。

　この人たちが幸せになるよう力を尽くそう。それは姫様のお心に添そうことにもなる。

「大丈夫です。俺が治療します」

　シュテルケがずずいっと進み出た。

「ええ？　あんた戦士だろ？　大丈夫なのかよ？」

「はい。俺は魔法戦士です。魔法を使えます」

　シュテルケは、手の中に化石を隠かくして、前に突つき出して呪文を唱えた。

「医神アスクレーピオス様と、治ち癒ゆの女め神がみエイル様に乞こい願う。この者の心の臓に刺し激げきを与えたまえ」

　――この呪文!?

　ヴァスハイトは冷ひや汗を掻いた。

　――え？　おい。シュテルケ。ヤバイって。心の臓が止まったときに、ムリヤリ刺激を与えて動かす呪文じゃないのか。やめてくれぇっ。村長、苦しがっていたじゃないかよっ。

　目で合図をするが、頭の中まで筋肉でできているシュテルケには、目配せなど通じない。

「フリュー！　ドンナー!!」

　シュテルケの手の中から発生した雷かみなりが、ヴァスハイトを貫つらぬいた。
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「ぎゃああっ!!」

　全身に痺しびれが走った。身体がビクビクと震え、髪かみの毛けが逆立つ。

　――うわぁああっ。身体から火花が散っているぅっ。死ぬ死ぬ死ぬぅっ。心の臓が動きを止めたらどうするんだよーっ。

　まるで雷に打たれた気分だった。暑いのか寒いのかわからない。シュテルケはギクシャクと暴れた。

　全身が内側からねじれる気分だった。

　汗が吹ふき出した。

「だ、大丈夫か……」

　村人がこわごわとのぞきこんでいる。

　やがて光が収まった。

　ヴァスハイトはよろよろと立ちあがった。

「おい、立ったりして大丈夫か？」

「平気だ……。シュテルケ。助けてくれてありがとう」

　まだ身体がびりびりしているが、ヴァスハイトは元気そうなそぶりをする。

　シュテルケがヴァスハイトの背中をぽんぽんしている。

「死ぬかと思ったよ」

（馬ば鹿か野や郎ろう。やりすぎだ。殺す気か）

　小声で囁く。

「よかったよかった。いやあ。よかった」

（あの魔法は派手に光が出るからな。ほら、みんな、注目してるぞ）

　村人が目を丸くして二人を見比べている。

「シュテルケさんの魔法治療はすばらしい。ワシも元気になりましたでの」

　村長が重々しい口調で言った。

「その……。村長さん。ポーションが欲ほしくなるのも、シュテルケさんの魔法治療で治るんだろうか？」

「父の体調がおかしいんだ」

「私の娘が、ポーションで病気になってしまったんだ」

「僕もだ」

「俺も」

「えええ？　みんなかよ？」

「だって言えなかったんだよ。正気じゃないんだよ。ポーションを欲しがってるときの母さんは、屍食鬼グールみたいで怖こわいんだ」

「ポーション屋は副作用だから心配ない、もっと飲ませろって言うけど、信用できないんだ」

　シュテルケはきっぱり言った。

「治ります」

「戦士様のおっしゃる通りです。ワシもポーションの副作用で、自主的に檻おりに入っていたほどですが、ほれ。この通り元気ですぞ」

　村長は、手を伸のばしたり腰こしをひねったり飛び跳はねたりして、元気をアピールした。

　――この村長、ノリやすいタイプだな。

　わーっと歓かん声せいがあがった。

「治療して貰もらえますか？　戦士様」

「えー。魔法治療って怖いよ。何が起こるかわからないよ」

「でも、村長さん、元気だぜ」

「魔法治療お願いします！」

「はい。村長さんの屋敷に来てください」

「うちの息子むすこ、外に出せないの」

「訪問治療しますよ。……ですが、そのう、……えっと、えーっと」

　シュテルケが口ごもった。

（おい、打ちあわせ通りにやれよ）

（わかってる。わかってるんだが）

　小声で囁ささやきあう。

　シュテルケは貴族なので、「魔法治療は有料だ」のひとことが言えない。貴族のプライドが邪魔するらしい。脂あぶら汗あせを掻いている。

　――困ったもんだな。

　村長が助け舟ぶねを出した。

「治ち療りよう費ひが必要ですじゃ」

　村人が黙った。

　納なつ得とくと不安の表情が浮かんでいる。

「と、当然だよな」

「ああ、そうだ。で、でも、高かったら、困るな」

「そのう、戦士様、いくらでしょうか？」

「薬箱です」

「は？」

「俺は魔法戦士です。戦士でもありますが、魔法使いでもあります。人間を屍食鬼グールにする毒薬ポイズンに興味があります。ポイズンを調べてみたいのです。薬箱と引き替えに、魔法治療を行います」

　シュテルケは打ちあわせ通り、ポイズンという言葉を連呼し、強調した。

　村人の表情に安堵と不安のため息が渡わたった。

「ポイズンだったのかよ」

「私はうちの子にポイズンを飲ませていたというの？　許せない」

「気持ち悪い……」

　これで薬箱を手放しやすくなったはずだ。

　ヴァスハイトはにやりと笑った。




☆




「ベルガモットさん。村民は二百四十一人。世帯数は四十九。麦畑は五十三ですね。麦畑の大きさは全部あわせていくらでしょうか？」

　ヴァスハイトがメモを取りながら聞くと、村長が本ほん棚だなから帳簿を取り出した。

「ちょっと待ってください。たしかこちらに」

　執務室はきちんと片付いていて、帳簿が年度別に並べられ、村長の几き帳ちよう面めんな性格がわかる。

「ああ、あったあった。五千九百八十七ヤードルです」

「それはおかしくありませんか。麦高に比べて、畑が広すぎるようです」

　計算尺を動かしながら言う。

「我わが村は土に塩気を含ふくんでいるせいで、収しゆう穫かく高だかが平均より二割ほど低くなるんです」

「なるほど。二割減。……僕の計算では五千ヤードルに届かない広さになりますね」

「そうでしょうか。今の領主様が着任したとき、王宮の官吏に来てもらって検畑をして、正しい税額を割り出したんですよ。上納麦料が一割五分ほど増えましたが、今まで少なく税金を払はらっていたんだから、と思って納得しました。官吏が間ま違ちがえるでしょうか？」

　王宮の官吏は、ヴァスハイトのように試験を受けて合格した者と、貴族の息子が親のあとを継いで官吏になった者がいる。

　いちがいには言い切れないものの、縁えん故こ採用組は能力や熱意に乏とぼしい。

　不便なところにある村だから、どうせわからないと適当な検地をしたのかもしれない。

　あるいは領主が私腹を肥やすために、立ち会いの王宮官吏に賄わい賂ろを贈り税額を多くするように操作したか。

「間違いのない人間なんていませんよ」

「間違い？　検畑が間違いだというのですかっ!?　それは思いつかなかった！　だとすると、税金をたくさん支し払はらってたことになる……早さつ急きゆうに検畑をしないと……。上納麦高が減ると楽になるな。でも、検畑は大変なんですよ。領主様に来て頂かなくてはならないし、王都から立ち会いの官吏を呼ばないといけないし」

　僕に任せてもらえませんか、と言いそうになったが、王宮に連れん絡らくをすると姫ひめ様さまの居所がわかってしまう。この一件を終わらせて、旅立ってからにするべきだ。

「先に化石の売買について処理してしまいましょう。毎年いくら売るか、割り出す必要があります。参考データですが、これが過去十年の麦高の平均です。貨か幣へい換かん算さんした場合がこうなります」

　この程度の計算、暗算でもできるが、わざわざ計算尺を動かすのは、ベルガモット村長に信用してもらうためだ。

「一年間の麦高に相当する額を、予備費としてプールしておきましょう。さらに、採掘機構準備金をプールしておくべきです。化石は採れば採るほど無くなっていく。土を掘ほり返して化石を採るためには、鍛冶かじ屋やと工事人に来てもらって、大がかりな採掘機構を作る必要がある。その試算がこれです」

　ヴァスハイトの熱意が伝わり、村長も乗り出すようにして夢中になっている。

「うわぁ。大金ですなぁ」

「埋まい蔵ぞう量りようがわからないのですが、採掘機構が必要になるまで十年と試算しました。十年でこれだけ溜ためる必要があるので、一年間で溜める額がこれだけです」

「ふむ。これぐらいなら、できそうですな。……しかし、ヴァスハイトさんはすばらしい。ワシは村長として、村地経営については専門家であると思っていました。ですが、ヴァスハイトさんはお若いのにワシの上を行く。いったいどんな生き方をしたら、それほどの知識を蓄たくわえることができるのですか？」

「たいしたことはありませんよ」

　ノックの音がした。

「アンゼリカです。お茶を入れてきました」

「ありがとう。入ってくれ」

　村長が言った。

「どうぞ。ミントティーです。これはシスルさんと一いつ緒しよに作ったんです。ヴィスキュイです」

「ありがとうございます。頂きます。……いい香かおりですね。おいしいです。こんなおいしいお茶、王都でも飲めません」

　お世辞ではない。

　摘つみ立たてのハーブを煮に出だした新しん鮮せんなお茶は、庶しよ民みんの味であり、王都では飲めない。

「ふふっ。ありがとうございます。……お父様、今日は、ちょっと出かけてもいいですか？」

「ああ、いいぞ。マーシュさんと出かけるのか？」

「はい。ずっと前からの約束なんです。丘おかが花盛りなので、リラの花を見に行きます。お昼ごはんはシスルさんが作ってくださるそうです」

「ああ、そうだ。お茶は戦士様にも出しておいてくれ。お疲つかれのはずなんだ」

「はい。先にお出ししています」

「気をつけて行っておいで」

「行ってきます」

　アンゼリカが退室した。

　ヴァスハイトは聞いた。

「マーシュさんというのは？」

「隣となりのマーロウ村の村長の息子です。つきあっておりましての」

「結けつ婚こんされるのですか？」

「それが……マーシュさんは一人息子でしてな……。婿むこ入いりは無理そうで、かといってアンゼリカを嫁に行かすとこの村の統治者がいなくなる。ワシとしてはアンゼリカの幸せを願っているのですが……どうしたものか困っております」

　ベルガモット村長は、ため息をついた。
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「マーシュ、久しぶりね。逢あえてうれしい。ひと月ぶりかしら」

　アンゼリカは、恋こい人びとを見て、涙なみだが出そうになった。マーシュ・マーロウの顔を見たとたん、緊きん張ちようがふっと緩ゆるんでしまったのだ。

　誰にも言えず、ひとりでおろおろしていたときは、涙なんて出る余よ裕ゆうさえなかったのに。

　あわてて笑みを浮かべる。

「どうしたんだ？　今日はにぎやかだね」

　マーシュは、薬箱を持って行列している村人を見て目を丸くしている。

「なんでもないの。行きましょう」

　麻ま薬やくのことは知られたくない。

　これは、クラインドルフ村の問題だ。

　ただでさえこの村は、収しゆう穫かく量りようの少ない痩せた土地だ。村人のあいだに麻薬が蔓まん延えんしているなんて、絶対に言えない。

「アンゼリカさーんっ」

　シスルさんがバスケットを下げて屋や敷しきから出てきた。

　黒いドレスに白いエプロン、メイドカチューシャのひらひらが、太陽に照らされて白銀に輝かがやく。

「ランチボックスです。ミルクとチーズと林りん檎ご。サンドイッチとヴィスキュイです。二人ぶん入っています。楽しんでいらっしゃいませ」

「サンドイッチ？？」

「卵とハムとルッコラを挟はさんだパンです。どうぞお持ちください」

「ありがとうございます」

「僕が持ちます」

　マーシュがバスケットを受け取ってくれた。

「行ってらっしゃいませ」

　メイド服のシスルに垂頭され、マーシュはどぎまぎしている。

「あの人は？　メイドだよな。雇やとったのか？　庭も綺麗になってたな」

「ううん。雇ったわけじゃないの」

　――うちの村は、メイドや庭師を雇う余裕なんてないの。でも、それも化石を触媒屋に売るメドが立てばなんとかなるわ。

　と心の中でだけつけ足す。

「冒ぼう険けん者しやのパーティよ。うちの館やかたに投宿されているの」

「ダンジョン攻こう略りやくにメイドを同行させているのかよ？　いったいどんなお姫様だよ？」

「あの方よ」

　アンゼリカは、子供たちと走り回っているディディさんを指差した。

「やだぁ。捕つかまってしまったわ。私ね、みんなみたいに若くないのよ。みんな元気ね」

　ディディさんは子供を抱だきしめて頬ほおずりをした。

「わーっ。いいなー。僕もギュッてしてくれっ。お姉ちゃん」

「私もハグして」

　子供たちはディディさんに抱きついて、喚かん声せいをあげている。

　ヴァスハイトさんは事務仕事、シュテルケさんは魔法治療、シスルさんはメイドの仕事で忙いそがしいのに、ディディさんは子供と遊んでいる。なるほどお姫様だ。

　ディディさんは、目を細めて子供たちを見つめている。

　その温かいまなざしは、母性愛を感じさせた。十三歳さいのプリンセスに、母性を感じるなんておかしいのだが……。

「アンゼリカさん。おでかけですか？」

　ディディさんがアンゼリカに気付いて手を振った。

「はい」

「デートですか？」

「いえ、その、ちょっと」

「行ってらっしゃい。気をつけてね」

「行ってきます」

　ディディさんと子供たちに背を向けて歩いて行く。

「かわいらしい方だが、歳のわりには落ち着いているな」

「そうね。さすがプリンセスね」

　彼かの女じよには見た目のかわいさを裏切る老成したところがあり、ふとした仕草に威い厳げんが滲にじむ。さすが領主姫ひめだと感心する。

「アンゼリカ、ちょっと痩せたんじゃないか？」

「そうかな。私は元気。マーシュはどう？」

「かわりはないよ」

「それはいい知らせね」

　いい知らせなどではない。膠こう着ちやく状態。事態は好転していない。

　マーシュの表情が冴さえないのが、その証しよう拠こだ。

　話しながら歩いて行く。

　丘の上は花盛りだった。

　リラの花は庭にも道ばたにも咲さいているが、これだけ咲きそろうと壮そう観かんだ。

「綺き麗れいね……」

　リラの花は、小さな紫むらさきの花が何十個も房ふさ状じように垂れ下がり、まるで貴婦人の透かし模様レースのようだ。

　あたり一面がリラの花で染まっている。

　甘あま酸ずっぱい花の香りで、むせかえりそうだ。

　あまりの綺麗さに、言葉を失って黙りこむ。

　うっとりしていたら、マーシュが話しかけてきた。

「父さんに、アンゼリカと結婚したいって言っているんだが、なかなか承しよう諾だくを貰えないんだ。でも、僕、いろいろ動いているから、ぜったいになんとかして見せる」

　――うちの村の化石が、お金になるかもしれないの。

　そう言いそうになったが、言葉を呑のみこんだ。

　化石のことは誰にも言うなと厳命されている。

「その話はやめましょう。せっかく二人きりなんだもの」

　アンゼリカはマーシュの手をそっと握にぎった。

　肩かたを寄せあって花を見上げると、彼かれの体温が伝わってきて、おだやかな気分になる。

　このままずっとこうしていたい。

「もっとあなたと一緒にいたいな」

「明日、また来てもいいか？」

「いいわ」

「よかった。来たいって言っても、断られていたもんな」
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　ヴァスハイトは首を傾かしげた。村長や領主にはよくある悩なやみだ。

　深刻なこととは思えない。

「アンゼリカさんをマーロウ村に嫁とつがせて、マーシュさんとの間に生まれた子供をクラインドルフ村の次期村長にすればいいのではありませんか？　次期村長が成長するまでのあいだ、ベルガモットさんが村長をして。もしも帳簿つけが苦しいようであれば、渡り簿ぼ記き職を雇って乗り切ればいいと思うのです」

　渡り簿記職とは、村々を回って書類作成を手伝う専門職だ。

「実はマーロウ村のほうが豊かでしての。うちは収穫高における上納麦の量が多く、これといった特産品もないため、あまり豊かとは言えない村ですのじゃ。そのため、マーロウ村の村長が結婚を渋しぶっているのです」

「持参金ですか？」

「それはないと思います。我が村が貧しいことは先方もご存じですからのう。アンゼリカを嫁よめに行かせたあとで、もしも飢き饉きんでも起こったら、マーロウ村はうちの村に補助をしなくてはならない、一方的に支し援えんするのはまっぴらだと思っているようなのです」

　隣となりあう村同士、助けあうべきだ、というのは綺麗ごと。

　結婚は家と家が行うもの。同じ家格でないと難しい。

　一方的に援えん助じよするだけの関係はいずれ破は綻たんする。

「化石を触しよく媒ばい屋に売り、検地をして上納麦を減らせば、この村も豊かになります。あと数年もすれば、マーロウ村がクラインドルフ村に支援を頼たのむようになりますよ」

「……!!　その通りですね……！　アンゼリカを幸せにすることができるかもしれない」

「アンゼリカさんだけではなく、村人全員を幸せにしましょう。それが上に立つものの責任です。ですが、複雑な計算が必要になります」

「はい。ヴァスハイトさん。力を貸してください」

　ヴァスハイトはこのときとばかり切りこんだ。

「帳簿を見せて頂けますか？　元になる数字がないと、計算ができないのです」

「もちろん」

　村長は快かい諾だくした。
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　ディディは、ズィーベンの報告を受けていた。

「そうだったの……医師は殺されていたの。それもアウトタウンで」

　アウトタウンとは、王都の外で、関門通過待ちをする旅人のために、自然発生的に生まれた集落だ。王都の法が及およばないため、健全な宿屋や食堂だけではなく、ならず者や娼しよう館かんが集まる。

「なんで医師は、アウトタウンに行ったのかしら？　王都に行こうとしたのかしら？」

　ズィーベンは答えない。

　アサシンリーダーであった彼は、諜ちよう報ほう活動のさい、推論は言わない。

　調べた事実のみを報告する。

「そうなの。ポーション屋も奴ど隷れい商人もエルンスト商団なのね」

　商団、すなわち商人集団は、カネになるものは何でも売る。

　麦も野菜も馬も薬も、麻薬も奴隷も。

　アウトタウンに居を構え、非合法行こう為いにもかかわる。

「医師は、商人集団に指示されて動いていただけで、用済みになったから殺された、ということかしら。化石を見て、これは高価なものだと知ってるのは、貴族の血を引くものだけだから」

　エルンスト商団がこの村の化石を自分のものにして大金を手に入れようとして、医師を利用し、用済みになって口くち封ふうじのために殺した。

　そういう絵図が読み取れる。

　だが。

　――何か変なのよね。

「なぜ、麻薬を使ったのかしら」

　化石は高価だが、麻薬も高価なものだ。

　麻薬を使って化石を手に入れるのでは、わりにあわない。

　カネを儲けることが至上命題である商人集団のやり口とは、違ちがう気がした。

「エルンスト商団の背後に黒幕がいるのかしら？」

　謎なぞが深まるばかりだった。

「……そう。ズィーベン。ありがとう。商団について調べてくれているのね。よろしくね。報告を待っているわ」

　ズィーベンは、垂頭すると、フッと消えた。

「お姉ちゃーん。そんなお兄さんと話してないで遊ぼうよ」

　子供がディディの手を引っ張る。

「あれ？　さっきまで、お兄さんがいたのに？」

「気のせいよ。遊びましょう。次は何をしようか？」

「モンスターごっこ」

　モンスターは十数えてから追いかける。他の子供は走って逃にげる。モンスターは逃げた子供を追いかける。捕まえた子供がモンスターになる追いかけっこ遊びだ。

「わかったわ。私がモンスターになるから、逃げてねー。数を数えるわよー。一アイン、二ツヴアイ、三ドライ」

　両手で顔を覆おおい、数字を数えはじめたとき、指先から砂が落ちて、鼻び梁りようの横を滑すべり落おちた。

　びっくりして指を見ると、右の人差し指の先が砂に変化し、崩ほう落らくしていた。あわてて左手で指を押おさえ、魔ま力りよくをこめる。

　そっと手を離はなしたときには、指はもう元に戻もどり、すべすべの肌はだになっている。

　――寿じゆ命みようが尽つきかけているんだわ。

　三百年以上生きた。肉体はもう崩落寸前だ。

　――でも、まだ大丈夫。

　自分の身体のことは、自分でわかる。あと一年ぐらいは持つはずだ。

「お姉ちゃん。どうしたの？　モンスターごっこしないの？」

　子供たちが不ふ審しんそうに言う。

「ごめん。ごめん。数えるねー。みんな逃げてーっ。一、二、三……」
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　ディディが旅に出たきっかけは、離り宮きゆう付き上級メイドのメアリーとの雑談だった。

「ダンジョン攻略に行った親しん戚せきの息子が、怪我けがをしてしまって大変だったんですよ」

「ダンジョンってまだあるの？」

「？　はい。ダンジョンの中には、ドラゴンとかオークとかスライムとかモンスターがいます。冒険者のパーティは大陸中を放ほう浪ろうして、攻略の旅をしていますよ」

「冒険者のパーティって、貴族なの？」

「いいえ、庶民ですよ。ああ、でも、魔ま法ほう使つかいは貴族が多いそうですが」

　天地再生から三百年。

　魔法という神のギフトを与あたえられた貴族たちによって、モンスターはとうに退治されているはずだった。

　なのに、庶民がモンスター退治をしているという話は、ディディを驚おどろかせた。

「旅をしてどうするの？　危険を冒おかしてオークを倒して、何かいいことがあるのかしら？」

「モンスターは倒すとモンスターコインを吐はき出だします。それを冒険者ギルドに持っていくと、ゴールドに変えてくれるんですよ。危険は伴ともないますが、庶民にすれば一いつ攫かく千せん金きんの夢なんです」

「じゃあ、モンスターは、存在する方がいいのかしら？」

「スライムぐらいはいてもいいと思いますが、ドラゴンのような危険なモンスターは、いない方がいいですね。冒険者のみなさんも、モンスターを退治するために大陸を放浪しているわけですから」

「そうね。その通りね」

　死ぬまでの生を漫まん然ぜんと生きていたディディは、やり残したことの存在に気付いた。

　――私がはじめたことだから、私が終わらせてからでないと、死ぬに死ねないわ。

　寿命が尽きるまで、一年ほどしか時間はない。早急に旅立たないと。

　だが、ひとりでは不可能だ。

　ダンジョンの奥おくにいるドラゴンを退治するには、パーティを組む必要がある。

　そこでディディは、シュテルケとヴァスハイト、シスルとズィーベンを誘さそって旅をはじめた。

　だが。




　――モンスターは、ダンジョンの外にもいたのね。

　モンスターはエルンスト商団だけではない。

　商団の背後に誰だれかがいる。

　どんなにお金を使っても、どんな手段を取っても、化石を手に入れたいと思う黒幕。

　――村人を苦しめてなお触媒を手に入れたいというモンスターには、おしおきをしなきゃいけないわね。

　庶民の幸せを守ること。それが貴族と王族の役割だ。

　その大原則が崩くずれてしまっているというのなら、世直しをするべきだ。

　――私の旅は、ダンジョン攻略じゃないわ。世直しの旅よ。

「十数え終わったわー。さあ、追いかけるわよー」

　数字を数え終わったディディは、子供たちの小さな背中を追いかけはじめた。







第三章　冒険者の踊り







「戦士さん。わざわざ来てもらってすみませんが、父が、薬箱を渡したくない、魔ま法ほう治ち療りようも受けたくない、って言うんです」

　シュテルケは困こん惑わくした。

　これで五軒けん目だ。

「お父様にお逢いすることはできませんか？」

「すみませんが……」

「どうしてお父さんは、治療を受けたくないんでしょう？」

「楽しいことなんて他にない、一いつ生しよう懸けん命めい麦を育てても、税金として持って行かれるだけだって言っています」

「わかりました。気が変わったら、村長さんの屋敷に来てください。俺おれはまだしばらく逗とう留りゆうします」

　薬箱を持って自分からやってきた人たちは、比ひ較かく的てき症状が軽い人たちだ。

　中毒になっている人たちは、麻薬の快感に溺おぼれてしまい、薬箱を手放したがらない。こういう人たちこそ、魔法治療が必要なのに。

　――どうしたらいいんだ？

「こんにちは。魔法治療に来ました」

「帰ってくれ。薬は渡さん」

「どうして治療が嫌いやなのですか？」

「薬を飲んでいると楽しいのさ。この村は夢も希望もないからな」

　そんな会話が繰くり返かえされる。

　治療できない人が十人ほどできてしまった。

　シュテルケは重い足を引きずるようにして屋敷に帰った。

「お帰りなさい。シュテルケ。疲れたでしょう？」

　子供たちと一緒に花冠を作っていたマイロードが走り寄ってきて、きゅっと手を握ってくれた。

　温かく小さな手の感かん触しよくに、疲れが吹き飛とぶ気分になる。

「マイロード。すみません。十人ほど治療できませんでした……」

　事情を説明すると、マイロードはうなずいた。

「疲れているところ悪いのだけど、案内してくださる？　私が説得に行くわ」

　編みあがったばかりの花冠を持ったままで言う。

「いいのですか？」

　マイロードは、見た目は十三歳の魔法使いだ。

　見た目のかわいさと年若さが威厳と気品を覆い隠かくしているため、与くみしやすしと思う人もいるだろう。

　戦士の自分でさえ言うことを聞いてくれない村人を、果たして説得できるものだろうか。

　シュテルケは小さな家に案内した。

「こちらです。お婆ばあさんが、治療を拒こばんでいるんです。お婆さんとお孫さんの二人ぐらしです」

「こんにちは。お邪じや魔まします」

「あー。お姉ちゃんだーっ。遊びに来たの？」

　子供が走り寄ってきた。

　一緒に遊んでいた子供だ。

「リンダ。ごめんね。用事があるの。これあげるね」

「わー。花冠だ。すごく綺麗。ありがとう。お婆ちゃんに見せてくるーっ」

　花冠を被かぶった子供が、奥へと走りこむ。

　枯かれ果はてた老女が、ベッドに横たわっていた。顔色が悪く、ポーション中毒だとひと目見てわかる。

「お婆ちゃん。見て見てっ。姫様に貰ったの。お嫁さんみたいでしょー」

「かわいいねぇ。よく似合ってるよ。ああ、おまえが嫁に行くところを見たいねぇ」

「ほんとにかわいいお孫さんですね。リンダさん。かけっこが速くて、元気いっぱいですよ」

　マイロードはさりげない様子で部屋の中に入っていく。

「あんた誰だ？」

「魔法使いです」

「さっきもそこの大男が来たけど、魔法治療なんていらない。ポーションは渡さない」

「でも、ポーションは、命を縮めてしまいます」

「どうせ老い先短い命なんだ。ポーションを飲んでいい気分になって、ぽっくり死ぬほうがいいよ。他に楽しいことなんてないんだから」

「いやだ。お婆ちゃん。死なないで」

「お孫さんが成長して、白いドレスを着て旦だん那な様さまの横に立ち、神の祝福を受けるところを見たいとは思いませんか？」

「……見たいね……」

「だったら治療を受けてみませんか。体調が良くなって、元気になりますよ」

「そうだねぇ。でも、薬を渡すのは……なんか不安なんだよ……」

「代わりにこちらを差しあげます」

　マイロードは、魔ま女じよ服のポケットから、小さな薬くすり瓶びんを取り出した。

　カラフルな色の飴あめが入っている。

「それはなんだい？」

「甘あまくておいしくて元気が出るポーションです」

「飴かい？」

「はい。飴には禁断症状や中毒性がないんです」

「あはは。その通りだね」

「薬箱のポーションは、毒ポイズンですから、あんまり飲まないほうがいいんです。ポーションをやめたら元気になりますよ」

　リンダが飴の瓶を見て、目を輝かせた。

「お婆ちゃん、この飴ほしい。キラキラ綺麗。宝石みたい」

「そうかい。じゃあ、頂こうかね」

「どうぞ」

　老ろう婆ばは、マイロードの差し出す飴の瓶を受け取った。

「薬箱はそこにあるよ。勝手に持っていっておくれ」

「ありがとう。シュテルケ、お願いね」

「治療をします」

「頼むよ」

　あっさりと治療を終え、薬箱を持って家を出る。

　狐きつねにつままれた気分だった。

「マイロード、いったいどんな魔法を使ったのですか？」

「魔法は使ってないわ。シュテルケも見ていたでしょう？　私は飴を差しあげただけよ」

　さすがマイロードだと感心する。

　懐ふところにすっと入りこみ自分のペースに持って行く、人たらしのわざに舌を巻く。

　この方は見た目通りの年ねん齢れいではない。

　老練な政治家であり、統治者であり、人の上に立ち人を動かす存在だ。

「ねぇ。シュテルケ。楽しいことって何かしら」

　さっきの老婆は、楽しいことなんてない、と言った。

　ヴァスハイトによると、この村は土に含まれている塩分のせいで収穫量が低いのに、上納麦の比率が過分で、税金の支払いに苦労しているという。

　働くだけで、楽しみのない生活のようだ。

　マイロードは、村人を楽しませるのには、何がいちばんいいのかと考えておられる。

「俺は武道会ですね。勝っても負けても楽しいです」

「武道会、そうね、舞ぶ踏とう会かいね……。ありがとうシュテルケ！　そうよ舞踏会をすればいいのよっ」

　マイロードは、シュテルケの両手を取ると、ワルツのようにくるくる回った。とんがり帽ぼう子しの下で金きん髪ぱつが翻ひるがえり、光の雫しずくをふりまく。

　シュテルケはマイロードの無む邪じや気きな様子に困惑しながら、彼女の美しさに見とれていた。

「晩ご飯のあと、みんなに部屋に集まってほしいの。報告と相談があるの」
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「医師は死んでいたのですか……それもアウトタウンで……」

　シュテルケはため息をついた。

「ズィーベンによると、ポーション屋と奴隷商人はアウトタウンの商人集団、エルンスト商団ですって」

「医師はエルンスト商団に報ほう酬しゆうを受け取りに行って、口止めで殺されたということか」

　ヴァスハイトが腕うで組ぐみをして首を傾げている。

「ねえ。ヴァスハイト。なぜ商人集団は、悪人だと言われるの？　商人って、必要よね。商人がいないと、穫とれすぎた麦を買ってくれないし、不作のときに麦を買うこともできない。いわば流通の安全弁よね。でも、商人集団はならず者の集まりだと言われている。それはどうして？」

　シュテルケはマイロードの質問に目を見張った。

　商人はならず者。それは大陸の常識なのだが、理由まで考えたことはなかった。

　確かにマイロードの言う通りで、貨か幣へい経済がこれだけ発展している現在、商人は必要な存在だ。

「彼らの行動原理がカネを儲もうけることだからです」

　王宮官かん吏り登用試験に合格した有能官吏は、ひとことで説明した。

「僧そう侶りよは宗教原理に基もとづいて行動します。姫ひめ様さまたち王族は、国と国民のために行動します。領主は領のため、村長は村のために行動します。庶民は、善悪に基づいて行動します。ですが商人集団は、カネを儲けるために行動します。奴隷も麻薬も扱あつかいます。武器も売ります。暴力も殺人もします。善悪がないのです」

「カネという力にかぶれているということかしら？」

「その通りです」

　カネという力にかぶれているというのは、武官であるシュテルケにはわかりやすかった。

　武官が剣けん技ぎや格かく闘とう術を練習し、用兵を勉強するのは、王族を守るため、ひいては国を守るためなのに、目的と手段を取とり違えてしまい、強くなることに夢中になる求道者がごくまれにいるからだ。

　――死んでしまったのは、弱いからだ。

　――三百年前に生まれたかった。戦争中なら、いくらでも強いやつと戦えたのに。

　そう言った部下を思い出す。ルードヴィッヒ。愚ぐ直ちよくに剣に取り組む姿勢は求道者のようで、シュテルケは彼を評価していた。

　牢ろうを破って出しゆつ奔ぽんした彼は、今いま頃ごろどこにいるのだろうか。

　彼の思う剣の道を、極きわめているのだろうか。

　シュテルケは思い出に浸ひたってしまいそうな自分を引ひき戻した。

「カネ儲けが行動原理だって言うなら、麻薬をそのまま売ったほうがカネになるんじゃないのか？」

「シュテルケの言う通りなんだよ。高価な麻薬を使って、こんなまだるっこしいことを、何でしたんだろう？」

「この麻薬は、そんなに高価な品じゃないぞ。魔ま法ほう治ち療りよう院いんでは必ず置いてある、安い医い療りよう用よう麻ま薬やくだよ。麻薬は麻薬だから、一いつ般ぱんに出回るときはバカ高い額になるんだが」

　シュテルケは言った。

「目的は化石。これについては間ま違ちがいない。だけど、手段が不思議だ。『魚を釣つるために肉を使う釣り人びとはいない』って昔の人も言っている」

「商人集団の背後に黒幕がいるんじゃないか？」

「それは俺も考えていた」

　シュテルケも腕組みをして、首をひねった。

「ふふっ。二人とも、同じ仕草をしているわ。仲が良いのね」

　マイロードが冷やかす。

　シスルが口くちの端を曲げた。笑ったらしい。

　ヴァスハイトが腕組みをほどき、ゴホンと咳せき払ばらいをした。

「エルンスト商団は、ズィーベンが調査中よ。黒幕の正体は、ズィーベンの報告を待つしかないわ」

「姫様、提案があるのですが……」

「偶然ね、ヴァスハイト。私も提案があるの」

　マイロードが言った。

　二人用の部屋に四人集まっているから、いささか部屋が狭せまい。

「先に言って」

「舞踏会をしたいのです」

「気があうわね。私も同じことを考えていたの！」

「武道会か？　それはいいな。身体を鍛きたえると楽しいぞ」

　シュテルケがボケると、シスルが無表情でツッコミを入れてきた。

「葡ぶ萄どう会はいいですね。ワインで乾かん杯ぱいをして飲み会ですね」

「くすくす。もうやだ。おかしい」

　マイロードが笑い転げた。

「そうなの。舞踏会でも葡萄会でも武道会でもいいの。この村って温泉ぐらいしか楽しみがないの。だから、麻薬に溺れてしまうのよ」

　――どうせ老い先短い命なんだ。ポーションを飲んでいい気分になって、ぽっくり死ぬほうがいいよ。他に楽しいことなんてないんだから。

　老婆が言っていたセリフを思い出す。

「帳ちよう簿ぼを見て気がついたのですが、この村は、豊ほう穣じよう祭のような、庶しよ民みんの楽しみのための予算がほとんどないのです。村長によると、昔は豊穣祭をしていたが、麦が不作だったときに豊穣祭をやめて、それっきりなんだそうです」

「税金の比重が高くて、イベントに当てる予算がないんだな」

「その通りです。適切な手続きを取り、正しい額で納税する必要があります」

　スウラリッヒ王国は、中央集権国家ではなく、地方分権国家だ。

　村長が村を束ね、村が十個ほど集まった領を地方領主が統治する。領主は貴族で、国王陛下が貴族たちを従える。

　村から領主へと渡わたった上納麦は、領主を通じて国庫に入る。そして国庫を管理するのは、王宮官吏たちだ。

「お祭りのためのお金は捻ねん出しゆつできるのね？」

「正しい額で納税すれば、できます」

「では、お祭りを企き画かくしてください」

「御ぎよ意い」

「ヴァスハイトが遊びの企画を提案するなんて思わなかった。おまえって、利益とか利り潤じゆんとか、そんなことばっかり考えていそうなのに」

「費用対効果を考えているからだよ。『人はパンのために生きるにあらず。遊びをせんとや生まれけん』だからな。祭りや酒は、ガス抜ぬきでもあり生いき甲斐がいだ。人間は生き甲斐があるから働けるんだ。僕ぼくが文官長になってからは、村が村人のために使う予算は非課税にした」

　ヴァスハイトはシュテルケの知らぬ箴しん言げんを引きあいに出して説明した。

「おまえが伝説の官吏だと言われるわけがわかったよ」

「武道も、楽しみになるかしら？」

　シュテルケは答えた。

「俺は剣を振ふり回まわすと気持ちがいいです」

「おまえは頭の中まで筋肉が詰つまってるからな」

「そういうおまえは頭の中に計算尺が詰まってるだろう？」

「僕は剣も得意だぞ」

「俺のほうが強い」

「はいはい。お二人ともお強いわ。村人のみなさんにも強くなってほしいの。アンゼリカさんがならず者に追いかけられていたとき、みんな知らないフリをしていたのが気になるの」

「それは僕も思いました。でも、武官でもない限り、武器を持ったごろつきと戦う勇気はなかなかでないものです」

「そうね。でも、自分の村は自分で守る気き概がいは必要だと思うのよ。みなさんに剣を教えてさしあげることはできないかしら？」

　シュテルケは驚いて聞き返した。

「マイロード、本気ですか？　やめておいたほうがいいと思いますが……」

　大陸に戦乱の嵐あらしが吹ふき荒あれていた昔ならいざ知らず、スウラリッヒ王家が統一を果たしてからは、剣けん術じゆつは貴族のたしなみになった。

　師し匠しようについて基き礎そから練習した剣けん士しは、今では宮きゆう廷てい剣けん術じゆつと揶や揄ゆされる。

　ダンジョン攻こう略りやくのパーティで、剣士が騎き士しのような服装を好んで着るのは、剣が貴族のものだからだ。

「剣術は門外不出なの？　教えてはいけないということ？　私は剣のことはわからないから教えてくださる？」

　マイロードは大きな目を見開いて言った。

「剣術を教えることは禁止されていません。門外不出だと剣士はいなくなります。ですが、村長や領主など、支配者層は、村人が武器を持つことを嫌きらいます。反乱を起こす心配があるからです。村長が許可しても、領主が嫌がります。村民に武器を持たせたと、反乱準備罪で村長を投とう獄ごくする可能性がある。村人は適度に弱いほうが、管理しやすいんです」

「それは貴族の考え方だ」

　ヴァスハイトが言った。渋じゆう面めんを作っている。

「その通りです。俺は貴族です。考え方も支配者側のものです」

「シュテルケ。肩を落とさないで。あなたの、その、貴族としての考え方と経験が、私たちのパーティには必要なの」

「剣術はだめですが、棒術と徒手格闘術ならどうでしょうか？　武器を持たず、棒で戦ったり、徒手で戦うのです。村長さんの考え方次し第だいですが……」

「そうね。あとで村長さんに聞いてみるわ。今日は解散。温泉に入って休みましょう」

　退室しようとしたときのことだった。

　マイロードに話しかけられた。

「シュテルケ。今日はありがとう。一日中魔法治療をするの、大変だったでしょう？　あなたのおかげで、たくさんの村人が救われました」

　マイロードは、慈じ母ぼのように笑っている。こういうときの彼かの女じよは、豊かな母性愛を感じさせる。見た目は十三歳さいぐらいの少女なのに。

　触媒のおかげで魔力はほとんど使っていないとはいえ、何十人もの治療をしたものだから、疲ひ労ろうは溜たまっている。

　マイロードにねぎらわれると、身体の奥から力が湧わいて出る気分になる。

「光栄です」

　シュテルケは膝ひざをつき、騎士の礼をした。




☆




「はっ」

　シュテルケがシスルに向かって上段中段と突きを放つと、シスルは同時受けで突きを弾き、蹴りを放った。

　足先が鞭むちのようにしなり、つま先が的確に顎あごを狙ねらう。

　シュテルケは、左足を背後に引き、身体を半身にして蹴りを避けた。

　すかさず回し蹴りが飛んでくるが、回りこむようにして前に出て、手刀で蹴りをいなす。

　アサシンのシスルは、無表情で突き蹴りを繰り返す。

「はっ、はっ、やーっ」

　メイド服のスカートが翻り、白い足が旋せん風ぷうのように回る。メイド服は動きにくいのではないかと思ったが、長いスカートで下か肢しが隠されて、どこに蹴りが飛んでくるのかわからない。

「何やってるんだ？　ケンカか？」

　村人が、気合いの声につられて集まってきた。

「あの無表情のメイドさん、悪者をエイヤって投げ飛ばしていた人だよな」

「拳けん法ぽうというそうですじゃ。ケンカではなく練習なんだそうです。静かに見ましょう」

「わっ。村長っ、いたんですかっ」

　マイロードが格闘術について村長に提案すると、村長はノリノリで許可したそうだ。

　――ワシも拳法をやりたかったんですじゃ。カッコイイですからのぅ。ワシも今から練習したらできますかいのぅ？

「カッコイイな」

「あのメイドさん素す敵てきね。カッコイイ」

　村人が集まってきた。

　シスルは手加減しているようで、突き蹴りの威い力りよくはそれほどではないものの、動きが速く、一いつ瞬しゆんたりとも気を許すことができない。

　さすが、マイロードの護衛役だ。

　これはデモンストレーションに過ぎない。

　なのに、思わず本気になってしまいそうなほどシスルは強い。

　シュテルケの拳法は、教官に学んだ正統派で、スポーツとしての色しき彩さいが強いが、シスルの格闘術はアサシンのケンカ殺法だ。相手を殺すことを目的にしている。

　とくに回し蹴りは強きよう烈れつだ。

　スカートの中が見えそうで見えず、男性たちがどぎまぎしている。

「はっ、はっ」

　シュテルケは、フットワークを使いながら連打を繰り出すが、すべて相手に弾かれてしまう。

　首を引っかけて倒たおそうとフックを放ったときのことだった。

　シスルがくるっと回って背中を見せた。

「ヤーッ！」

　手首をつかまれ、メイド服の背中に乗せられて投げ飛ばされてしまう。

　視界が回り、青い空が見えた。

　見事な背負い投げだ。

　とっさに受け身を取り、衝しよう撃げきを殺したものの、シュテルケはわざとらしく大の字になった。

「参った！」

　とどめの一いち撃げきをくれようとしたシスルの拳こぶしが鼻先一インチで止まった。

　一瞬の沈ちん黙もくのあと、わーっと歓かん声せいと拍はく手しゆが起きた。

「すげぇ。あのメイドさん、あんなに細いのに、大男を投げ飛ばしてしまった」

「カッコイイ。女でも戦えるのね」

　シスルがシュテルケの手を取る。

　シュテルケは立ちあがると、シスルと再び握あく手しゆを交かわし、お互たがいの健けん闘とうをたたえた。

　そして、みんなに向かって話しかける。

「一いつ緒しよに練習しませんか？」

　周囲がシンと静まり返った。

「……そんなの無理だよ」

「できねぇよ……」

「できるわけないわ。無理よ。無理無理……」

　みんなじりじりと後ずさる。

　ヴァスハイトではなく、シスルと連れん反はん攻こうをしたのは、誰でもできると知らせたかったのだが、シスルが強すぎて自分には無理だと思わせてしまったらしい。

「ワシはやりたいですぞ」

　村長が進み出た。

　やる気まんまんという表情を浮うかべている。

「私もやるわ」

　マイロードが言った。

「姫様っ。きっ、きっ」

　シスルが顔を真っ赤にしておろおろした。

　無表情メイドが、百面相をしている。

　危険です、と言ってしまいそうになって口ごもるシスルに向かって、マイロードが笑いながら唇くちびるの前に人差し指を立て、黙だまって、と合図する。

「だって、拳法って、少しずつ練習を重ねたら、誰でもできるようになるんでしょう？」

「そうなのか？」

「その通りです。俺もシスルも、はじめは初心者でした」

　シュテルケが言うと、村人の間に感心のため息が渡った。

「お姉ちゃんがやるなら、僕もやるーっ」

「私もーっ」

　子供たちがわらわらと走り寄ってきた。

　アンゼリカは、楽しげな表情で見つめている。

「では、一緒に練習しましょう。まず握にぎり拳の作り方から。小指から順に握っていって、親指を第二関節につけます。親指を立てたり拳の中に入れたりしたら突つき指ゆびしますよ。立ち方は、右足を引いて身体を半身にして、膝を軽く曲げます。拳を身体の横で構えましょう」

　シュテルケは、基本姿勢を取って見せた。

　子供たちが真似まねをする。

「突きを出してみましょう。一で突き、二で引きます。一、二、一、二、一、二。……はい。みなさん、上手です。ヤーッとかハアッとか、気合いの声をあげましょう」

「ヤッ、ヤァッ！　ヤーッ!!」

　子供たちが元気いっぱい突きを繰り出すと、大人たちがザワザワしはじめた。

「お、俺も、やってみようかな……」

「なんか楽しそうだ」

「私も」

　皆がおそるおそる練習に参加する。

　シュテルケは、四し半はん刻とき（三十分）ほど突き蹴りの練習をしてから終わりにした。

　疲つかれるほど長時間やるよりは、もう少し練習したいと思う程度がいい。

「今日はこれで終わります。明日も同じ時間で、ここの広場で練習します。明日は棒を使いますので、これぐらいの長さの棒を持ってきてください。今日は夕方にダンスの時間を設けますので、よかったら来てください」

　村人にとってヒマな時間は、お昼の休きゆう憩けい時と、夕方の仕事が終わったときだという。

　昼に拳法の練習、夕方にダンスの練習をして、村人に楽しんでもらう。

「ダンスだってよ」

「昔は豊穣祭で踊おどっていたけど、今は踊れるかねぇ」

「挨あい拶さつで終わります。お互いに礼っ」

「ありがとうございました」

「楽しかった」

「突いたり蹴けったりするとすっきりするね」

　人々は汗あせを拭ふきながら、三々五々帰っていく。

「楽しかったですじゃ。強くなった気分になりましたぞ」

　村長が満面の笑えみで言う。

「一回だけでは気分だけです。ほんとうに強くなるまで、継けい続ぞくして練習しましょう」

「戦士さんには、ずっと居てほしいところですじゃ。アンゼリカの婿むこになってくれませんかのぅ」

　シュテルケはゴホッと咳払いした。

「アンゼリカさんには恋こい人びとがいるんですよね？」

「お父様っ！　なんてことをおっしゃるの!?　私にはマーシュさんがいます！」

　アンゼリカが怒おこり出した。

　顔が真っ赤になっている。

「冗じよう談だんですじゃ。口が滑すべってしまいました。シュテルケさんたちがいなくなったら、無医村になるばかりか、悪い奴やつらから村を守ってくれる人もいない。拳法の教官もいなくなると思ってしまったんですじゃ」

「拳法の師し範はんと医者を手配しますよ。俺たちが旅立ったあとは、彼かれらに任せます」

　村長が黙りこんだ。

　驚おどろきと不ふ審しんの表情を浮かべている。

「……できますかの……？」

　シュテルケは、村長の反応に首をひねりながら同意した。

「はい。できます」

　ヴァスハイトがアカデミアに連れん絡らくすれば、資格を取ったものの大学に残って助手として働いている医者を斡あつ旋せんすることができる。仕事先がなくてしぶしぶ助手をしている医者がたくさんいる。

　シュテルケが頼たのめば、拳法の師範に短期訪問を繰り返してもらうことができる。温泉があるので、喜んでやってくるだろう。

「こんな田舎いなかに来て貰もらえますかいのぉ？」

　村長は念を押おした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。まかせてください。医師の手配はヴァスハイトがやります。あいつはああ見えて有能です。拳法の師範には俺が連絡します。短期訪問になると思いますが、上達するためには、師範が必要です」

「ディディ様ご一行は、いったい何者ですかの？」

　真顔で聞かれた。

　――俺、ヤバイこと言ったのか!?

「クラインドルフ村のような幹線街かい道どうから離はなれた寒村にとって、医者の手配は困難を極めることですのじゃ。ポーション屋にしてやられたのも、医者が手配できなかったからです。それを任せてくださいとおっしゃる」

　シュテルケは黙りこんだ。

　シスルも無表情で、口を閉ざしている。

　針で突けば割れるのではないかと思うほどの、緊きん迫ぱく感が立ちこめる。

「村長さーんっ」

　ヴァスハイトが屋や敷しきから出て、手を振っている。

「帳簿でわからないところがあるんですが、見て貰えますか？　数字があわなくて困っております」

「それは大変だ」

　村長が走っていった。

「シュテルケさん。父が失礼なことを言ってすみません」

　アンゼリカが顔を真っ赤にして謝罪した。

「いえ、アンゼリカさんのようなかわいい方の婿なんて光栄ですが、俺おれはマイロードに忠誠を捧ささげているため、村長さんのご期待に添そうことはできません。ほんとうに残念です」

「まあ。お世辞でもうれしいわ」

　アンゼリカは花が開くように笑った。

「掃そう除じしてきます」

「私も手伝います」

　シスルとアンゼリカは、肩かたを並べて歩いて行く。

「ふふっ」

　マイロードが笑い出した。

「思い出したわ。シュテルケって、社交界でモテモテだったのよね。男おとこ臭くさい顔立ちで、無骨な武人なのに不思議だなと思っていたけど、スマートな会話ができるのね。二枚目だし、公こう爵しやく家の次男だし、モテて当然よね」

「マイロード、からかわないでください」

　公爵家の次男として生まれたシュテルケは、状じよう況きようにあわせた会話術や礼法、楽器演奏や歌、ダンスなど、貴族としてのたしなみを身につけている。

「いいえ、からかってないわ。すばらしい臣下とモンスター退治の旅ができて幸せだと思っているのよ。どうか私を助けてね」

　うるうるする大きな瞳が、シュテルケを見上げてくる。吸いこまれそうな深い青。

　胸の奥おくがドキドキする。

　こんな目で見上げられたら、マイロードのために粉ふん骨こつ砕さい身しんせずにはいられぬではないか。

　シュテルケは騎士の礼をした。




☆




　リラの花の下、はにかんで笑う愛いとしい君。

　紫むらさき、ピンク、花よりも美しい君の笑み。

　さあ、踊ろう。君と。リラの花の下で。

　さあ、唄うたおう。あなたと。リラの花の下で。




　シュテルケは広場の隅すみに座すわり、弦げん楽がつ器きを奏かなでながら、「リラの花」を唄っていた。

　ヴァスハイトとマイロードが、手に手を取って踊っている。マイロードはいつもの白い魔法衣にとんがり帽子ではなく、かわいいドレスを着ていた。

　二十五歳の騎士と十三歳のプリンセスは、兄妹きようだいのようにも、歳の離れた恋人たちのようにも見えて、村人の注目を集めている。

　――あー。ちくしょー。俺もマイロードとダンスをしたいぞ。

　楽器と歌が両方できるのはシュテルケだけだったのだ。

「いい声だね」

　ふいに話しかけられてきょろきょろすると、魔ま法ほう治ち療りようで訪問したお婆ばあさんが立っていた。

「マダム。お元気になられたのですね？　よかった！」

　ちょうど間奏なので、楽器を鳴らしながら話す。

「豊穣祭を思い出すねぇ。私が若い頃ころは、豊穣祭でダンスをしたものさ」

「踊りませんか？」

「あはは。この歳で踊るのはしんどいけど、歌と楽器ならうまいものだよ」

「代わって頂けますか？」

「ああ」

　弦楽器を老婆に渡すと、老婆は朗々とした声で、恋歌を唄いはじめた。

　あたりが静まり返った。

　ほぉーっとため息が渡り、一いつ斉せいに拍手が起こる。

「若々しい声ですね」

「ああ、歌声は老いないよ。唄うのは楽しいねぇ。みんなが喜んでくれるなんて最高だ！」

　老婆は弦楽器を掻かき鳴ならしながら、ツヤのある声で唄っている。

　シュテルケの知らない恋歌だ。

　思わず踊り出しそうな、ワクワクする楽しいリズム。

　村人の表情が明るくなる。

「みなさん。踊りませんか？」

　マイロードが笑みを浮かべてみんなを誘さそう。

「豊穣祭みたいだ」

「懐なつかしいねぇ」

　大人たちが踊りはじめる。豊穣祭でダンスを踊ったことがあるからだろう。しっかりしたステップを踏ふむ。

　子供たちはぽかんとしている。働いてばかりの大人たちが、楽しそうに踊っている様子を見て驚いているのだ。

　老婆はうれしそうに弦楽器を掻き鳴らし、美しい声で唄っている。

　――どうせ老い先短い命なんだ。ポーションを飲んでいい気分になって、ぽっくり死ぬほうがいいよ。他に楽しいことなんてないんだから。

　と彼女は言ったが、老婆は楽しげな表情を浮かべている。彼女の歌に、皆は聞きき惚ほれている。

　それは、シュテルケには感動的な光景だった。

　――もう大丈夫だ。マダムはもう、麻ま薬やくに溺おぼれたりしない。麻薬よりも楽しいことを見つけたのだから。

　それは確信だった。

「美しいプリンセス、俺と踊って頂けませんか？」

　シュテルケはマイロードにダンスを申しこんだ。

「はい。喜んで」

　手をつないで踊り出す。

　こうして手を取ると、彼女が小さいことがわかる。

「踊りやすいわ！　シュテルケは、リードがうまいのね」

「光栄です。マイロードも、ステップが軽くてお上手です」

　主君への忠誠心は、恋れん愛あいに似ているが、もっと強い感情だ。
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　ヴァスハイトはシスルと踊っていた。

　シスルもメイド服ではなくドレス姿だ。シスルはメイドアサシンだけあって、ダンスステップも見事なものだ。




☆




　マーシュ・マーロウは、広場で踊っている戦士と剣士、魔ま法ほう使つかいとメイドを見て目を丸くした。さりげなくしゃがみこみ、地面に落ちている小石を拾い、ポケットに入れる。

　アンゼリカの声がした。

「マーシュ！」

　手を振りながら走り寄ってくる。

　マーシュは、なんでもなさそうなそぶりで立ちあがった。

「石を拾ってどうするの？　前にも石を拾っていたよね」

「珍めずらしい形だと思ってね。……あの人たち、まだいるんだね」

「しばらくクラインドルフ村に滞たい在ざいするそうよ」

「ダンジョン攻略のパーティだろ？　なんでダンジョンに行かず、踊ってるんだ？」

「ふふ。そうね。リラの花に誘われて、この村にやってきたそうなの」

「宿を提供してやってるんだろ？　あんまり長居されると迷めい惑わくだよな」

「いいえ、すごく助かってるの。メイドのシスルさんは家事を手伝ってくださるし、みなさん楽しいことを企画してくださるの。村人のみなさん、楽しそうよ。こんなに賑にぎやかなのは、子供の頃のお祭り以来よ」

　たしかに明るい雰ふん囲い気きだ。村人がみんなイキイキしている。だが、マーシュは不安になった。

「あの人たち、いつまでいるんだろう」

「いたらダメなの？」

「そういうわけじゃないが……」

　マーシュは言葉を探した。

　考えたあげく、不安をそのまま訴うつたえた。

「君、ここ一月ほど、村には来ないで、って冷たかったじゃないか？　逢あいたいって手紙を出しても返事をくれないし。僕がアンゼリカと暮らせないのに、剣士と戦士が一緒なんて嫌いやだ」

「マーシュと逢えなかったのは、ちょっと忙いそがしかっただけよ。剣士さんと戦士さんは、あの小さなプリンセスに忠誠を誓ちかっているわ。それに私はマーシュが好きよ」

「踊りませんか？」

　魔法使いの少女が誘ってきた。いつもの白衣ではなく、淡あわいピンク色の、かわいらしいドレスを着ている。

「マーシュ。踊りましょう」

「そうだな」

　マーシュはアンゼリカの手を取り、踊りの輪に入った。

　向かいあっておじぎをしたあと、恋人と手を組んで踊り出す。

　スロースロークイッククイック。サイドシャッセ。ツーステップ。

　くるっと回って身体の横でパンと手を叩たたいたあと、くるっと回って再び手を叩く。

　アンゼリカの背中で、三つ編みに結ゆった金きん髪ぱつが跳はね、スカートが花のように翻ひるがえる。アンゼリカはかわいい。

　村人たちに混ざってダンスをしていると、クラインドルフ村は父親が吐はき捨すてるような貧村ではないと実感する。

　――あんな貧びん乏ぼうな村の娘むすめと結けつ婚こんするなんて許さん。クラインドルフ村の村民は覇は気きが無く、自分の村を自分で守るという気概がない。わが村が一方的に援えん助じよするだけになってしまう。我が村の財産はマーロウ村の村民のものだ。

　父はそう言って怒ったが、ダンスをしている皆は明るい表情を浮かべて、楽しそうにしている。

　歌と楽器を担になっているのは老ろう婆ばだが、年ねん齢れいに見合わぬつやめいた声だ。

「マーシュさんだ」

「アンゼリカさんの恋人だろ。もっといっぱい村に来たらいいのに」

「こんにちは。お邪じや魔ましています」

　村人は、マーシュを歓かん迎げいしてくれている。

「おお。マーシュさん。来てくれたのかい？」

　村長さんに話しかけられた。

「はい」

「隣となりの村なんだし、アンゼリカと仲がいいんだから、もっとおいで」

「はい。そうします。アンゼリカさんと、もっと一緒に居たいですから」

「私もよ。マーシュと一緒だと、楽しいわ！」

　アンゼリカは何とかわいいのだろう。

「ああ。楽しいな」

　彼女と結婚したい。

　父を説得するためにがんばらなくては……。
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　ディディは踊り疲れて、石に腰こし掛かけて休んでいた。

　弦楽器は、今はシュテルケが担っている。太たい鼓ことラッパを取り出してきた村人がいて、歌に太鼓、弦楽器にラッパで賑やかだ。

　はじめは見るばかりだった子供たちも、大人たちに教えてもらっておずおずとステップを踏んでいる。

　夕日があたりをオレンジ色に染めている。そろそろ散会するべきだが、村人はまだ踊り足りないとばかりに楽しんでいる。

「お姉ちゃんっ。大好き。むぎゅっして」

　子供が抱だきついてきた。

「あら、ふふっ」

　子供をきゅっとハグし、頬ほおをスリスリする。

「はい。むぎゅっしたわよ」

「姫ひめ様さま。これあげる」

　子供の手のひらに載っていたもの。それは、金色のボタンだった。百合ゆりと三角の意い匠しようが刻印されている。

「きらきらで綺き麗れいだろー？」

「ほんとね。これどうしたの？」

「落ちてた」

「ありがとう。頂くわね」

　百合の紋もん章しようはスウラリッヒ王家の紋だ。

　貴族は王家の紋と、自分の紋を組みあわせた意匠を身の回りのものに刻印する。

　ボタンの持ち主は貴族。ここは、幹線街道から外れた寒村。ギルドの出張所も、ダンジョンもないため、モンスター討とう伐ばつのパーティさえもやってこない。

　これを落とした貴族は……。

「ねぇ。領主って、この村に来たことある？」

「リョーシュ？」

「貴族よ」

「知らない」

「そうよね」

　ディディは屋敷に入り、執しつ務む室しつの扉とびらをノックした。

「私です。入っていいかしら？」

「姫様ですか？　どうぞ」

　ヴァスハイトがひとりで帳ちよう簿ぼをめくりながら、計算尺を動かしている。

　ディディは、立ちあがったヴァスハイトにボタンを差し出した。

「ねぇ。ヴァスハイト。この三角の意匠の紋はどこかしら？　子供がくれたの。落ちてたそうよ」

「グリーンブール家のものですね。家格は子し爵しやくです。この村と隣となり村むら、このあたり一帯を束ねる領主ですよ」

　さすが元文官長。ボタンを見ただけで即そく答とうした。

「子供は、貴族なんて見たこともないって言ってるわ。村長さんは、領主さんと話すのは年に一度、上納麦を届けるときだけって。アンゼリカさんは、領主さんは何にもしてくれない。お逢いしたこともないって。どうしてこの村に、このボタンがあるのかしら？　ヴァスハイトの意見を聞きたいの」

「僕ぼくの推測にすぎませんが……」

　ヴァスハイトの推測は、ディディが予想した内容とほとんど同じだった。

「ズィーベン」

　ディディが名を呼ぶと、彼がすっと現れた。

　話すタイミングを計っていたのだろう。待ち構えていたような素す早ばやさだ。

「そう。アウトタウンのエルンスト商団の商館に、グリーンブール領主オーギュスト子爵がたまに出入りしているのね……。決まりね……」

　――私が退治しなくてはならないモンスターは、貴族だったんだわ。







第四章　アサシンの帰還







　それはたんなる練習試合だった。




　刃は物ものが肉と骨を断つときの、鈍にぶい音がした。

　シュテルケの目の前で、剣けんを持った腕うでが飛んでいく。

　血が噴ふん水すい状に噴ふき出だして、円を描えがきながら降り注いだ。

　腕を切られた部下は、きょとんとして、何が起こっているのかわからないようだった。皆はあまりの事態に息を呑のんでいる。

　草原に、どさっと腕が落ちた。

　一瞬の静せい寂じやくのあと、悲鳴と怒ど号ごうが飛とび交う。

「ぎゃあああっ」

　部下が切られた腕を押さえて苦しがる。

「ルードヴィッヒ！　何てことをっ!!」

「医者を！」

「魔法治療のできる者はいるかっ!?」

「俺がやります！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒さわぎになった。

　王宮近衛武官は貴族の子し弟ていばかりだから、程度はどうあれ、全員が魔ま法ほうを使える。魔法の得意な者がすぐさま治ち療りように当たる。

　武官である以上、木ぼつ剣けんだけではなく、真しん剣けんを使っての試合を行う。

　だがたんなる練習試合で、対戦者の腕を切り落とすなんてあってはならないことだ。

　仲間を傷つけたルードヴィッヒは、剣を振ふって血を弾いてから鞘さやに納め、にやにやと笑っていた。

　シュテルケは部下の頬を打った。

「なぜそんなことをしたっ!?」

「弱いからです。これは死合いです。副長どのは、手加減をしろとおっしゃるのですか？」

　ルードヴィッヒはうそぶいた。

　彼の襟えり首くびをつかみ、前後に揺ゆする。

「馬ば鹿か者ものっ！　近衛たる我らが命を賭かけるべきは剣ではない!!　剣は国王陛下ご一家をお守りし、スウラリッヒ王国と無む辜この民を守るためにある。たかが試合で、仲間の腕を切り落として何とする!?」

「失望しました。副長どのは、もっと骨があると思っていたのですが。三百年前に生まれたかった。戦争中なら、いくらでも強いやつと戦えたのに」

　ルードヴィッヒは確かに強かった。求道者のように、愚ぐ直ちよくに剣を練習していた。

　それは、副長であるシュテルケの目には、武官としてのあるべき姿に思えて、彼を好意的に見ていた。

　だが、ルードヴィッヒは剣技に淫いんし、力に溺れた。

　彼の目つきは、はっきりとおかしい。

　求道者？　違ちがう。狂道者だ。

「ええい。話にならぬ。重営倉に連れて行けっ！」

　重営倉というのは、重い犯罪を起こした武官を収しゆう監かんする施し設せつである。

　腕を切られた部下は、素早い治療のおかげで腕はつながったものの、握あく力りよくが弱くなってしまい、二度と剣は持てなかった。近衛武官にとって、剣を握れないことは、死にも等しい。王宮を辞した彼は、その後自殺した。

「死んでしまったのは、弱いからだ」

　軍法会議で、ルードヴィッヒはそう言った。

　だが、彼を罪に問うことはできなかった。判決が出る前に、牢ろうを破って逃にげてしまったからである。
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「夢か……」

　シュテルケは頭を振りながら起きあがった。

　嫌な夢を見た。

　噴き出す血の鮮あざやかな赤さは、まだ脳のう裏りにくっきりと焼きついていて、思考力が戻もどらない。

　朝なのにあたりが暗い。たらいをひっくり返したような勢いで、雨がざあざあと降っていた。

　――俺に何ができたんだろう？

　上官として彼をもっと見ていたら、ルードヴィッヒが力に溺れることもなかったし、腕を切られて自殺する部下を出さずに済んだのかもしれない。

　若い武官は、力が全すべてだと勘かん違ちがいしやすい。軌き道どう修正することが上官である自分の役割であるはずだった。

　そんなことを考えてしまうのも、昨晩マイロードとヴァスハイトから聞いた事件のからくりのせいだった。

　重い頭を振りながら、もたもたと着き替がえをはじめたときのことだった。

「んっ？　あれ？」

　隣のベッドはもぬけのからだ。

　ヴァスハイトはどこに行った？

　がんがんと音がした。

「うわっ!!　な、何だっ！」

「起きろ！　朝飯ができたぞ」

　ヴァスハイトが戸口に立ち、お玉でフライパンを叩いていた。彼は騎き士し服にメイドエプロンを掛かけた珍ちん妙みような格好だ。シュテルケは噴き出した。

「ぶわっはははっ。何だよ。おまえ、その格好!!」

「シスルが留守だから仕方がないだろう。姫様が料理をすると言ってがんばっていたが、姫様に任せるとキッチンがメチャクチャになって、アンゼリカさんに迷惑を掛けてしまう。おまえは貴族のおぼっちゃまだから、料理なんて無理だしな」

　そうだった。

　シスルは諜ちよう報ほう活動に出かけている。

「大丈夫かな」

　レディファーストをたたきこまれてきた公こう爵しやく家の次男なので、つい心配してしまう。

「姫様が選んだメイドアサシンだぞ。シスルが強いことは、おまえだってわかっているだろう。安心して任せておこう」

「なあ、アサシンって暗殺者のことだよな？」

「姫様や王族を暗殺者からお護まもりする存在だからだよ」
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　シスルは朝食を載せたワゴンを止め、グリーンブール領主オーギュスト子爵の部屋の扉をノックした。

　ドアの向こうから、呪じゆ文もんを唱えている声がわずかに聞こえる。

　ばあやさんから聞いた通りだ。

「おはようございます。旦だん那な様さま。朝ご飯をお持ちしました」

「おはよう」

「入ってもよろしいでしょうか？」

「どうぞ」

　ドアを開けた瞬しゆん間かん、魔法の杖つえが揺れ、シスルの足あし下もとを指し示した。

　オーギュストが呪文を唱える。

「エクスプロージオンッ！」

　バンッ！　と激しい音がして、メイド靴ぐつのつま先のあたりで爆ばく発はつが起こった。きな臭くさい匂においがして、白い煙けむりが立ち上る。

「きゃああっ!!」

　シスルは大きな悲鳴をあげ、わざとらしく倒たおれこんだ。

　そして恐きよう怖ふの表情を浮うかべながら、オーギュストに命いのち乞ごいをする。

「旦那様っ、お許しください。殺さないでっ!!」

「殺さないよ。魔法の練習をしていただけだ。当てないように手加減して爆ばく裂れつ魔ま法ほうを放つのは難しいのだぞ」

　オーギュストは、どうだ、すごいだろう？　とばかりに胸を張った。
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　本ほん棚だなにはたくさんの魔法書。窓まど際ぎわにオブジェのように置かれている貝や魚の形の化石。これはクラインドルフ村のもの。小こ瓶びんに入った触しよく媒ばい。不気味な動物の骨。壁かべや床ゆかには爆裂魔法の焼やけ焦こげと、魔法触媒で描いた大小の魔ま法ほう陣じん。

　――姫様の言ったとおりね。魔法が大好きで、他のことはどうでもいいんだわ。

　アサシン養成所でも、こういう奴らはたまにいた。

　殺人術に淫して、ワザを磨みがくことに夢中になり、任務さえも無視する。

　もっともこういった存在は、教官の命令で内々に処分されるので、雇こ用よう者しやに迷惑を掛けることはなかったが。

「君は新参のメイドか？」

「は、はい」

「名は？」

「ペパーミントと申します」

「赤毛なのに緑ペパーミントなのか。ああ、瞳ひとみの色からの命名か」

　オーギュストはふむふむとうなずいた。

　シスルは偽ぎ名めいを使い、髪かみを赤に染め、瞳の色を青から緑に変え、頬にそばかすを載のせて変装している。ウエストにも綿を巻き体型も変えた。

　口入れ屋を通したとはいえ、あっさりと採用されたことに驚いたが、この旦那様は魔法に夢中で、ところかまわず攻こう撃げき魔ま法ほうを放つため、メイドが居着かないのだという。

「スープが零こぼれました。取とり替かえて参ります」

「かまわん。そのまま頂こう」

「でも、旦那様。パンにスープがかかってしまいました」

「なに。どうせ口に入れるのだから一いつ緒しよだわい」

　オーギュストは呵か々か大たい笑しようした。笑うと人の良さそうな素す顔がおが覗のぞく。

　決して暴君ではないが、オーギュストは魔ま術じゆつを極きわめることに夢中になり、領地経営も食事を楽しむことも、なにもかもがどうでもよくなっている。

　シスルはテーブルにスープとハム、チーズとルッコラのサラダ、白パンを出し、お茶を入れる。

「見事なティーサービスだ。ペパーミントはいいメイドだね」

　オーギュストが感心した。お茶を入れる作法は、メイドの技量が如によ実じつに現れるところだ。領主館のメイドにふさわしいティーサービスをしたつもりだが、それでも褒ほめられてしまった。

「ありがとうございます。旦那様」

　この男、どこかで見た。どこでだったか？

　旦那様が着ている貴族服のボタンに、記き憶おくを刺し激げきするものがあった。

　ああ、そうだ。

　クラインドルフ村に、アンゼリカを掠さらうためにやってきたならず者。

　その中のひとりが、小石を拾い集めてポケットに入れていた。

　姫様とヴァスハイトの推理の通りだ。

「失礼します」

　シスルは、お茶を入れてから退室した。

　本来は横に控ひかえて給きゆう仕じするべきだが、旦那様は魔法の研究をしながら食事をするため、食器を出したらすぐさま退室しろとばあやさんに言われた。

「ペパーミントさん。どうだった？」

　メイド部屋に戻ると同時に、ばあやさんが心配そうに聞いた。

「聞いた通りでした。足下で爆発して怖こわかったです」

「辞やめないでおくれよ。旦那様は悪い人じゃない。魔法にかぶれているだけなんだ」

「はい。母さんが病気で、薬代がいるんです。辞めるわけにはいきません」

「ペパーミントは掃除も洗せん濯たくも手早いから、助かってるんだよ。辞めないでくれたらお給料をはずむよ」

「がんばります」

　辞めるのは証しよう拠こを集め、姫様に確かな情報を持ち帰るときだ。

「朝ご飯にしよう。パンケーキを焼いておいたよ」

「ありがとうございます。パンケーキ好きなんです」
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　ディディはパンケーキを一口食べて笑えみ崩くずれた。

「おいしいっ。こんなおいしいもの、はじめて食べたわ」

　表面はさくさく。内側はしっとり。ほんのり甘あまくてほかほかに温かくて、バターの塩気にメープルシロップの甘さが劇的に絡からみあう。

「パンケーキって言うんですよ。小麦粉と、すり下ろしたじゃがいもと牛乳で作ります。庶しよ民みんの料理です」

「旅に出てよかったわ。ヴァスハイトは何でもできるのね。王宮の料理人も、こんなにおいしいもの作れないわよ」

「恐きよう縮しゆくです」

　ベルガモットとアンゼリカが吹ふき出した。

　冗じよう談だんだと思っているらしい。

　うんうんとうなずいているのはシュテルケだ。シュテルケもおそらくはじめて食べたのだろう。

　パンケーキとスープ、チーズとオレンジの朝ご飯を食べながら、ディディは村長親子に報告した。

「ベルガモットさん。アンゼリカさん。これを見てください。子供がくれました」

「何ですか？　これは？」

「グリーンブール領主オーギュスト子爵のボタンです。クラインドルフ村の街かい道どうで拾ったそうです」

「領主様？　何でまた？」

「領主様は我わが村に来たことなんて、なかったよね？　お父様」

　父おや娘こは顔を見合わせた。

　不思議そうな顔をしている。

「ヴァスハイト。説明をお願いね」

「化石は魔法の触媒として、触媒屋では高値で取引されます。ですが、魔法に興味のない人には何の価値もありません」

　ヴァスハイトは気難しい先生が授業をするようにして説明をはじめた。

　ベルガモットもアンゼリカも、何をわかっていることを改めて言うんだろう？　というような表情でうなずいている。

「オーギュスト子爵は、魔法に傾けい倒とうされているようで、魔法の研究に余念がないそうです」

　これはズィーベンが教えてくれたこと。半日ほどでよく調べてくれたと感心したが、噂うわさになっているらしい。

「知りませんでした。まぁ、ワシは、年に一度、上納麦を届けに行くとき、挨あい拶さつを交かわす程度ですからのぅ」

「化石が欲ほしくて、領主様が仕組んだの？　領主様、領地に関心ないのに不思議だわ」

　アンゼリカが首をひねっている。

　ディディは静かに憤いきどおっていた。

　領地に関心のない領主なんて、領主の役割を果たしていない。

　村長が持って行く上納麦は領主に集められ、領主は自分たちの税金を取ってから、残りを国家に納める。

　領主の取り分は、領地経営の報ほう酬しゆうとして与あたえられるものだ。領地の視察も行わないなら、それはただの中間搾さく取しゆだ。

「エルンスト商団の商館に、グリーンブール領主オーギュスト子爵が何度か訪ねていることが確かく認にんされています」

　半信半疑だった村長親子に、ビリッと緊きん張ちようが走った。

「そんな……信じられません。領主様とならず者集団が通じているなんて」

「貴族って、神様が人間の中から立派な人を選び出して、リーダーになってもらうために、魔法を授さずけたのですよね。それなのに、村の財産をかすめ取ろうとしているの……？　そんなの信じられない」

　違う。神が選んだのは、立派な人ではない。

　力に溺れない強さを持った人間を、貴族として選んだのだ。

　なのに、グリーンブール領主オーギュスト公は力に淫した。

　高い身分には、重い責任が伴ともなう。

　なのに彼かれは自分の利益のみを追い求め、責任を放ほう棄きしている。

　――悪い子には、罰ばつを与えて差しあげるわね。

　ディディはスープを飲みながら、口くちの端を笑みの形に曲げた。

「魔法は確かに便利でしょうが、そこまでしますかのう？」

「力は麻薬なんですよ」

　シュテルケが言った。

「麻薬に溺れると、麻薬が全てになるのです」

　村長が、居い心ごこ地ち悪そうな表情を浮かべた。

「ベルガモットさんは自分で牢に入り、自分を律しようとしましたが、皆が皆、村長さんのように立派な行動ができるわけではありません。力をふるうことは快感だから、もっと力が欲しくなるのです」

　シュテルケが言った。

「わかるような気がしますぞ」

「お父様……」

「村長さん。化石ですが、昨日の計算に基もとづいて、魔法鏡を使って触媒屋と交こう渉しようします。村長さんに立ち会って頂きたいのです」

「わかりましたぞ。いよいよですな」

「シュテルケ、おまえも来い。おまえが居なくては魔法鏡が使えない」

「待ってくれ。スープがまだ飲めてないんだ」

　ヴァスハイトとシュテルケ、それに村長が席を立った。

　食堂には、アンゼリカとディディだけが残された。

「食器洗うの、私もやります」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。座すわっていてください」

「あっ。私が食器を割ると思ってるんでしょう？」

「そういうわけじゃありませんが」

　アンゼリカは苦く笑しようした。

「じゃあ私、拭ふきますわ。それなら食器は割らないはずよ」

「ありがとうございます」

「アンゼリカさんは優やさしいわね。シスルなら、『その通りです、邪魔です』と言うところよ」

「まあ、ふふっ。邪魔どころか感謝してます。私ひとりでは麻薬に冒おかされていく村をどうすることもできなかったし、化石の価値もわからないままでした」

「問題はどうしてオーギュスト公が、クラインドルフ村の化石に気付いたのか……なのよね。領地視察にさえ来ないお貴族様なのに不思議よね。誰だれかオーギュスト公に、化石がこの村にあることを教えた人がいるのかしら？」

　ディディが言うと、食器を洗っていたアンゼリカがはっと緊張した。

　彼かの女じよの手からお皿がつるっと滑すべって地面に落ちた。

　衝しよう撃げき音おんがして、かけらが散った。

「きゃっ。大変。大丈夫？　ケガしてませんか？」

「大丈夫です」

「顔色が悪いですよ」

「いいえ、何でもありません」

　アンゼリカは引きつった笑みを浮かべ、割れたお皿を拾い集めたが、額に汗あせが浮かび、はっきりと動どう揺ようしていた。




☆




　グリーンブール領主オーギュスト公のお屋や敷しきで潜せん入にゆう捜そう査さをしているシスルは、意外な客人を迎むかえ入いれていた。

「領主様にお逢いしたいのですが……」

　おずおずとやってきた木ぼく訥とつな青年。

　マーシュ・マーロウ。アンゼリカの恋こい人びとだ。

　彼はシスルに気がつかないようだ。

「お待ちくださいませ」

　シスルは職業的無表情でドアを閉め、旦那様に聞いた。

「マーシュ・マーロウさんがいらっしゃいました」

「おお。来てくれたのか？　二階の謁えつ見けん室に入ってもらってくれ」

　旦那様は弾はずんだ声をあげた。

　シスルはマーシュを謁見室に案内してからメイド部屋に入り、お茶を用意する。

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　ワゴンを押おして入室する。

　テーブルには小さな化石が三つほど並んでいた。

「ありがとう。これはいいね。大きいし。文ぶん鎮ちんや飾かざりとして使っているんだ」

　シスルはお茶を入れながら、オーギュストとマーシュの会話に聞き耳を立てる。

「ところで、僕とアンゼリカの結婚について、父を説得してくれる件はどうなりましたか？」

「ああ、近いうちに必ずやるよ。また化石を持ってきておくれ」

「父はクラインドルフ村のような貧村の娘なんて、嫁よめには貰もらえないって言うんですが、村人は親切だし、珍めずらしい化石が採れたり、温泉があったりして、父が言うようなひどいところではありません」

「わかった。わかった」

「アンゼリカの家に冒険者が滞たい在ざいしていて不安です。アンゼリカは浮うわ気きするような娘ではありませんが、僕がアンゼリカと暮らせないのに、剣けん士しと戦士が同じ屋根の下で暮らしているなんて落ち着きません」

　マーシュは不安を訴うつたえるが、オーギュストは化石に気持ちが行ってしまっている。

　うっとりした表情で、魚形の石の表面を指先で撫なでている。

「わかった。わかった。……って、あいつらまだ滞在しているのか？」

「え？　ご存じなのですか？」

　マーシュが不思議そうに聞いた。もっと聞いていたいところだが、あいにくお茶を淹いれ終わってしまった。

　お辞じ儀ぎをして退室する。

　靴くつ紐ひもを結び直すフリをして、廊ろう下かで聞き耳を立てる。

「何でもない。お茶を飲んだら、化石を置いて帰ってくれ」

「頂きます。おいしいお茶ですね」

「また化石を持って来ておくれ」

「そんなに化石が大事ですか？」

　マーシュは何気なく聞いたようだが、オーギュストが動揺した。

「帰れと言ったら帰れ！」

「……はい」

　マーシュが肩かたを落とし、重い足取りで屋敷を出て行く。

　シスルは無表情で彼を送り出し、謁見室に戻った。

　謁見室から、話し声が聞こえてくる。

「……冒ぼう険けん者しやギルドの登録に不備がある？　それは本当か？」

　声がくぐもっている。

　魔法鏡を使っての会話のようだ。相手は誰だろう？

　シスルはドアをノックし、入室した。

　オーギュストが渋じゆう面めんを作った。

「いきなり入るんじゃないっ！」

「失礼しましたっ。食器を片付けようと……」

　空中に黒い楕だ円えんのゆらめきが起こり、顔が浮かびあがっていた。オーギュストの会話の相手だ。

「きゃあっ！　な、なにこれっ。怖いっ」

　顔を恐怖の形に歪ゆがめ、悲鳴をあげて部屋から出て行く。

　ドアを開けたままだ。

　何も知らないメイドなら、こうするはずだ。

「どうしたんだい？」

　ばあやさんが聞いた。

「ゴーストが出ました！　怖い怖い怖いきゃあああっ」

「あれは旦那様の魔法だよ。化け物なんかじゃない。安心しておくれ」

「でもでも、空中に顔が……。私、私、もう、無理です……」

「辞めないでおくれよ。お願いだ」

「すみません。少し休ませてください。心の臓がドキドキして死にそうなんです」

「ああ、半はん刻とき（一時間）ぐらいなら大丈夫だよ。晩ご飯の用意までには戻っておくれな。私は野菜を取ってくるから、来客の応対だけお願いするよ」

「ああ、怖い。胸が苦しい……」

　シスルは胸を押さえて、よろよろとメイド部屋に向かった。

　そして、しっかりとドアを閉めたあと、窓から屋根の上へと腕を伸のばし、身体を引きあげる。屋根の上をするすると移動し、謁見室の外側の桟さんに足を載せ、身体を壁に張りつけた。

　窓まど枠わくのわずかな隙すき間まから部屋の中を覗きこみ、会話に聞き耳を立てる。

「団長。会話を中断してすまない。メイドが騒いだんだ。クラインドルフ村に滞在しているパーティは、ほんとうに冒険者ギルドの所属ではないのだな？　鑑かん札さつを持っていたが」

　冒険者はパーティを組んで大陸を放ほう浪ろうするため、不ふ審しん者しやではないことを示すために冒険者ギルドが発行した鑑札を持っている。

『偽ぎ造ぞうです』

　――よくわかったわね。

　シスルは感心していた。

　ヴァスハイトは優ゆう秀しゆうな官かん吏りだ。彼の偽造を見み抜ぬいたとはすばらしい。

「ほんとうか？　あれには魔ま力りよくが宿っていた」

『私は商人ですからね。ギルドに行って書類を確認して、確証を得ました。よくできていたが、紙質が違っていた』

「あのパーティの正体は何だね？」

『わかりません』
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「だが、我らの計画にとって邪じや魔まな存在だ」

『村長と村長の娘むすめを潰つぶし、村人は麻ま薬やく中毒にさせて生かしておき、採さい掘くつ作業に当たらせるつもりでしたが、怪あやしげなパーティもいることだし、次の段階へ進みましょう』

「井い戸どに毒を投げこんで、パーティと村人全員の毒殺だな」

『はい。その通りです。村人が全員死んでしまうと、領主様が村を直接支配して、化石は取り放題になる』

「……ああ、なんとすばらしい……」

　オーギュストはうっとりと瞳をさまよわせた。

　強大な魔法を操あやつる自分の姿が、脳裏に浮かんでいるのに違いない。よだれをたらしそうにだらしない顔をしている。

『そして私どもエルンスト商団は、採掘用奴ど隷れいを領主様に売って、一千万ゴールドを手に入れる』

「団長。そなたも悪よの」

『何の。領主様にはかないませぬわ』

「安心してくれ。検地をごまかしてプールしたカネが充じゆう分ぶんにある。一千万ゴールド、耳を揃そろえて払はらってやるわ」

　二人は呵々大笑した。

　オーギュストがふいにテーブルの上の化石を握にぎると、握り拳こぶしを扉とびらに向かって指し示した。

「エクレールサンダー！」

　拳から銀色の光線が出て、扉の向こうへ吸いこまれる。

「ふむ。この大きさの触媒だと、ほとんど呪文を唱えなくても電でん撃げき魔ま法ほうを放てるのか……」

　オーギュストが手を開くと、砂がさらさらと零れて落ちた。

「ぎゃあっ」

　半開きのドアの向こうで悲鳴があがる。

　青年が倒れこんできた。

　うつ伏ぶせになって苦しんでいる。全身に銀のゆらめきが残っている。

　シスルのいる位置からでは顔が見えないが、この青年は……。

「村長の息子むすこが立ち聞きか。たしなみに欠けるな」

「化石が……ポケットに……残って……。差しあげようと……ノックしても、誰も……出ないし……。ドアが開いて……いたから……」

　マーシュだった。アンゼリカの恋人。

　痺しびれてうまく話せないらしい。舌がもつれている。

「どこから聞いた？」

　首を振って聞いてないと意思表示をするが、オーギュストはつかつかと歩み寄った。

「ちょうどよかった。毒薬の実験台にしよう」

　シスルは、ビューッと口笛を吹いた。

　ズィーベンへの合図と、オーギュストの意識をこちらに向けるためだ。

「うわっ。な、何だっ!?」

　オーギュストが振り返かえった。

　高価なガラスを蹴け破やぶって、窓から部屋に飛びこむ。

「おまえ!?　ペパーミント!?　何者なんだ!!」

　化石をつかんでシスルに向けようとしたオーギュストの手を蹴りあげる。

　化石が小さいかけらになり、手から離れて飛んでいく。

「うわぁ。私の触媒がぁっ!!」

　オーギュストは、かけらを拾い集めるのに必死になっている。

　マーシュを肩に担かつぎあげ、廊下を走って反対側の窓から外へと飛び出した。

　自分より大おお柄がらな男性を担いで二階から飛び降りるのは無む謀ぼうだが、痺れて動けない青年は暴れたりせず、体重をシスルに預けている。

　彼をおんぶして疾しつ走そうする。馬を奪うばって逃げようとして、厩きゆう舎しやに向かったときのことだった。

　前方にならず者が現れた。

　護衛のために領主館に詰つめている男たちだ。エルンスト商団の団員たち。十人ほどもいるだろうか。それぞれに武器を持ち、にやにやと笑っている。

　シスルは舌打ちした。

　十人ぐらいなら素す手でで制圧できるが、青年を背負っている。分が悪い。

「団長から通すなと言われているんだ」

「殺してもかまわんそうだが、俺おれたちは商人集団だ。命は取らない。奴隷として売ってやるから安心しろ」

「この女、そそらない身体つきだな」

「そうかぁ？　肉付きが良くていいじゃないか。腹周りがでかい女は乳も尻もでかいぜ」

「僕ぼくを置いて……逃げて、ください……」

　背中の青年が言った。

「毒のこと……アンゼリカに知らせて……みなさんが……危ない……。井戸に毒を入れられたら……村は終わりだ……。僕はいいから……」

　そんなことできるわけがない。

　シャンシャンと錫杖の音が聞こえた。

　ズィーベンだ。

　遠い。

　あともう少し時間を稼かせがなくては。

　シスルは、無防備に歩みよってきた男の腹に、飛び横蹴りをお見み舞まいした。

「ぐぇっ」

　男が吹っ飛とんだ。

「ハァッ！」

　シスルは青年をおんぶしたままで、回まわし蹴りを繰くり出だして男たちを制圧していく。

　旋せん風ぷう脚きやく。

　旋風のように素す早ばやい足あし技わざだ。

　手と背中が塞がっているし、ステップワークも鈍どん重じゆうになっている。だが、蹴り技ならできる。

「こいつ、化け物かよ。男ひとりおんぶしながら、なんでこんなことができるんだ？」

　ならず者がひゅーっと口笛を吹いた。

　男たちが警けい戒かいして距きよ離りを取り、シスルを取り囲む。

　この瞬間を待っていた。

　おんぶしていた手をほどき、髪かみ飾かざりを引ひき抜ぬき地面に叩たたきつける。

　ブワッ!!

　白い煙がもくもくとあがる。

　シスルが背中から滑り落おちそうな彼を抱かかえ直したときのことだった。

　蹄ひづめの音がして、馬が走ってきた。

　ズィーベンが騎き馬ばし、鞍くらだけの馬を引いている。

　男たちを蹴け散ちらしながら駆かけ寄よってくる。

「お願いっ！」

　すれ違ちがいざまにズィーベンにマーシュを預け、自分は馬に飛び乗った。

「待てっ」

「逃がすなっ」

　背中に衝しよう撃げきが走った。

「……っ！」

　ならず者の投げたナイフが背中を貫つらぬいていた。

　緊張しているせいか痛くない。

　抜くと大量出血する可能性があるので、ナイフを突つき刺さしたままで馬を走らせる。

　早くクラインドルフ村に戻もどって、報告しなくては。

　マーシュの痺れを取り、井戸を守らなくては。

　汗が吹き出でて、手た綱づなを操る手が滑る。

　目の前が暗くなってきたが、呼吸法で意識を保つ。




☆




　――アウトタウン。エルンスト商館。執しつ務む室しつ。




　団長のクラウスは、魔ま法ほう鏡をじっと見つめていた。

『馬ば鹿か者ものッ！　逃にげられたのかっ!?』

　領主のオーギュストが、顔を真っ赤にして怒おこっていた。

『はい。ですが、メイドはじきに死ぬでしょう。投げナイフが背中に当たりました。刀身には毒を塗ぬってあります』

　領主の家に派は遣けんした部下が話している。

『だが、マーロウ村のマーシュは逃げたのだな』

　オーギュストはみっともないほどに動揺していた。検地をごまかして高い税率を課し、上納麦の中なか抜ぬきをしていたことも、麻薬のことも、化石が目的だったことも、全部聞かれたのだ。

　頭を抱えてうずくまる。

『終わりだ……』

「いいえ、まだ終わりではありませぬ」

　エルンスト商団・クラウス団長は言った。

「あの女は間者、あるいはアサシンです。クラインドルフ村に滞在している偽パーティの一員でしょう。電撃魔法を解く必要から、マーロウ村に帰らず、クラインドルフ村に行くはずです」

『では、今すぐクラインドルフ村を襲おそって村人全員を殺そう！』

「パーティの剣士と戦士は強いのですよね？」

『なんとかしろ、全員殺せっ』

「そんなことをしたら、王国警けい邏ら隊たいが出張ってやっかいなことになりますよ。井戸に毒薬を入れることをすすめたのは、疫えき病びようだと言いい逃のがれできるからです。ひとつの村から人が減ったら、別の村から移住させるのは領主様の采さい配はいですからね」

『だったらどうしたらいいんだ!?　聞かれたからには、もう毒は使えないぞ』

「私たちはエルンスト商団です。商人のやり方で、村を制圧します」

『そんなことができるのかね？』

「できます。二日待ってください」

　商人集団はアウトタウンに居を構える。

　王都の法が及およばないから、という理由だけではない。王宮、すなわち、役場に近いからである。

　商人はカネを手に入れるためには法さえも利用する。

　商人の武器は剣けんではない。

　頭脳だ。

　クラウスは魔法鏡での通信を切った。

　そして、部屋を出て中庭に出た。

　若い男がひとり座っていた。

　東洋の僧そう侶りよのように、あぐらを組んで瞑めい目もくしている。

　騎き士し服を着ているが、どこか薄うす汚よごれていて、冒ぼう険けんに失敗したパーティの生き残りのようだ。尾お羽は打うち枯からして見える。

　彼には、剣士にありがちな、ダンジョンを攻略して一ひと旗はた揚あげようという、希望に満ちた明るさがなかった。

　抜き身の刀のような、剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　彼はふいに立ちあがると剣を空中で一いつ閃せんさせた。

　雫しずく形の羽根がひらひらと落ちる。

　蝶ちよう々ちようを空中で十文字に切り、羽根を四等分してのけたのだ。

「何用だ？」

「失礼しました。先生の集中を妨さまたげてはいけないと思い、待っておりました。先生のお力を借りるときが来たようです。冒険者ギルドの偽鑑札を持つ無ぶ頼らい者です」

　クラウスは、用心棒として飼っていた剣士に言った。

「強いのか？」

「はい。おそらく、先生よりも強いと思われます」

　剣士を挑ちよう発はつすると、彼の全身から、びりびりと殺気が放たれた。

「それは楽しみだ」

　ルードヴィッヒは抜き身の刀身をぺろりと舐なめた。

　王宮近衛武官でありながら、剣の道を究きわめんとして放浪してきた男は、にやにやと笑っている。どこかいやらしい笑え顔がおだった。







第五章　クラウディアの魔法







　クラインドルフ村の街道を、馬車行列が進んでいる。

　先頭の馬車は二頭立ての四輪馬車で、重じゆう厚こうな黒い外装が、威い圧あつするかのように輝かがやいている。

　さらに荷馬車が十台ほど続いているが、幌ほろが掛かけられていて中を覗のぞくことはできない。

　車輪と蹄の音が、不ふ吉きつなリズムを奏かなでていた。

「馬車だよ」

「こんな田舎いなかに珍しいね」

「お貴族様かな？」

「お金持ちだろうなぁ」

　乗りあい馬車ならいざ知らず、馬車を所有し乗り回す人は、裕ゆう福ふくな貴族か商人に限られる。まして、これだけの数の荷馬車を所有するなんてカネが無ければできない。

　やがて馬車は、村長の館の前で止まった。

　男性が三人、馬車から降りた。

　ひとりは貴族のようで、高級そうな服を着て、品の良さと尊大さを漂わせている。もうひとりは愛あい想そ笑わらいを浮うかべた太ふとり肉じしの男性だ。さらに、剣士風の痩やせた男が影かげのようについている。

「あっちはお貴族様で、あれは護衛の剣士だよな。もうひとりは何だろう？　腰こしが低いな。ポーション屋かな？」

　村人は首をひねっている。

　貨か幣へい経済がそれほど浸しん透とうしていないクラインドルフ村にとって商人は縁えん遠どおい存在で、商人という存在がぴんと来ないのである。

　商人が村長の屋敷のドアをノックした。

「ポーション屋を経営しております、エルンスト商団のクラウス団長です。領主様と一いつ緒しよに参りました」

「オーギュストだ。ドアを開けてくれ」

　ドアが開き、村長がでてきた。

　渋面を作っている。領主がいるというのに、礼を取ることもない。

「そちらの方は？」

　村長が聞いた。

　太りぎみの男が答える。

「護衛です。……文書でお知らせした通り、契けい約やくの履り行こうをお願いします。薬代のお支し払はらいを頂けない場合は、村長と娘さん、村の全員を奴隷商人に売ることになります」

　村長は三人を屋敷に招き入れた。

「責任はワシにある。売るならワシと娘を。ワシの私有財産を全部出す。お願いだ。村人には手を出さないでくれ」

　ドアが閉まると同時に、村人のあいだにざわめきが起こった。

「薬代だとよ」

「奴隷商人に売るって？」

「荷馬車は俺たちを奴隷屋に運ぶためかよ？」

「アンゼリカさんと村長を犠ぎ牲せいにするのか」

「こちとら、ポーション屋のおかしな薬のせいで、大変な目に遭あったんだぜ」

「許せねぇっ!!」




☆




　エルンスト商団のクラウス団長はにやにやと笑った。

　歓かん迎げいされていないことはわかっている。

　揉もみ手でをせんばかりの腰の低さで念を押す。

「ベルガモット村長。文書は届いておりますでしょうか？」

　あらかじめ出しておいた文書は三通。

　一通は、契約の法的根こん拠きよを証明するため、王宮の法務官吏に書いてもらった確かく認にん書しよ。

　そしてもう一通は、冒険者ギルドの鑑札が偽造であることを証明する書類である。こちらも王宮の法務官吏に確認印をもらっている。特別送達で王宮から送ってもらった。

　さらに、王国領地法第四五一条反乱準備罪の条文だけを書いた文書を、領主館から出してもらっている。

　偽冒険者を滞在させることは、領主に対する反乱準備罪に問われる可能性があると示し唆さしたのだ。王宮からの馬が着いたその日の晩に、パーティの四人は旅立ったことが確認されている。

　商人は剣ではなく、契約と法律で相手を追おい詰める。

「ポーション委い託たく契けい約やく書しよの第十条第一項こうの通り、契約解除と同時に支払いが発生します。薬箱の返へん却きやくの申し出より十日経たってもお支払いがない場合、村の資産を私どもが引きあげさせて頂きます」

「今日はその十日目なのだそうだ。私は立ち会いだ」

　オーギュストが言った。

「ベルガモット村長、アンゼリカさん。村人の全員を奴隷商人に売らせて頂きます。なお、これは違い法ほうな契約ではありません。契約書が法的に間ま違ちがいはないことを、王宮の法務官吏に問い合わせ、確認書を出して頂いております」

「くどい！　何度も繰り返さなくてもいいっ。ワシと娘と財産を全部出すっ！」

「支払いに足るならそれでもかまいませんが……。娘さんはどちらですか？　値ね踏ぶみをさせて頂きたいものです」

「風呂だ」

「それはすばらしい。娼しよう館かんに売られるために、身を清めているのですね。お風呂はこちらですか？」

　クラウスは、村長を無視して屋敷の中へとズカズカと入った。

　領主と剣士が団長のあとを追っていく。

　内うち風ぶ呂ろの扉の向こうで、水音がしている。ドアを細く開けて中をのぞきこんだ団長と領主は、ほぉ、と声をあげた。

　娘は湯船の縁にお尻を載のせ、湯に足をつけてぼうっとしている。足のつま先で湯を弾き、ぴちゃぴちゃと音を立てている。

「これは何と美しい。想像以上ですな」

　クラウスの位置からは背中しか見えなかったが、金きん髪ぱつを頭の上でお団子にしているせいで、後おくれ毛げが絡からまるうなじがセクシーだった。

　白い肌はだがほんのりと上気してミルク色に光っている。両手を湯船の縁についているのだが、腕うでと背中の隙間から、脇乳のふくらみがわずかに見える。乳輪が見えそうで見えないところがもどかしい。

　ウエストからお尻のラインが美しい曲線を描えがいている。

　弓なりにくねる背筋のへこみの先せん端たんで、尾び骨こつのでっぱりからＹ字の筋ができていて、お尻の丸みが湯船の縁に押さえられて形を歪めている。

　湯気で煙ってはっきり見えないところが、なまめかしさを強調しているようだった。

　彼女ははっとしたように振ふり返ると両りよう腕うでで胸を抱だいた。

「きゃあっ」

　湯船の中に身体を沈しずめた。

　たらいを持った腕が動き、湯がクラウスに向かってふりかかった。

「うわっ」

　あわててドアを閉めるが、したたか濡ぬれてしまった。

「恥はずかしがるところが初うい々ういしくていい。娼館に売るのはもったいない。私が女奴隷として首輪と手かせ足かせをつけて、大事に飼ってさしあげますよ」

　クラウスは村長に向かって宣言した。

　そのとき、ガサガサした気配に気がついた。廊下からだ。

　戦士に剣士、魔ま法ほう使つかいに村長にメイドに青年が、薬箱を持って屋敷を出たり入ったりしている。

「薬箱は荷馬車に積みますので、お持ち帰りください。空の荷馬車を持って来てくださいまして助かりましたよ」

　村長が言った。

「なっ!?」

　村から追い出したはずの偽冒険者どもだ。

「おまえたち、まだこの村にいたのかっ!?」

「そもそもの契約に瑕か疵しがありますので、契約の無効を申し立て、受理されました」

　剣士が羊皮紙を手て渡わたした。

　丸めて封ふう蝋ろうで留めてある。

　クラウスはせせら笑った。

「あはは。ありえないことを言うのはよせ。王宮法務官吏の確認書を取っているんだぞ」

「サインを良く見たらよろしかろう。団長は知らぬとも、領主はご存じのはず」

　剣士が言った。

　封蝋を破り、中を見る。

　流りゆう麗れいな文字のサイン。それに透すかし模様。

　領主がのぞきこんで息を呑のんだ。

「クラウディア・ヴェルデ・スウラリッヒ。……げえええっ。この封蝋、透かし模様は……百合ゆりの意い匠しようは……っ!?　王家の紋もん章しよう！」

「ほんとうなのですか？　オーギュスト様」

　クラウスは首をひねった。一いつ介かいの商人、いや、スウラリッヒ王国の民たみは皆、女王陛下なんて見たことも聞いたこともない。名前も知らない。従って敬意もない。

「女王陛下は我わが国くにの法と正義だ。これは陛下のお言葉と考えよ！」

　剣士が厳しい口調で言った。

　オーギュストは羊皮紙を怖こわいものであるかのように持ち、ぶるぶると震ふるえている。

　貴族である領主にすれば、女王陛下の名前が出るだけで、思考停止状態に陥おちいるようだ。

　クラウスは叫さけんだ。

「偽造だ！　ありえるわけがない!!　なぜそなたのような偽冒険者が女王陛下の裁決を頂けるのだ!?　おまえはいったい何者だ」

「僕は前文官長ヴァスハイト」

「ヴァスハイト！　そ、そんな……」

　最年少で王宮官吏登用試験に合格し、庶しよ民みんでありながら文官長に上りつめ、革新的な政策を次々に打ち出した伝説の人物っ！

　クラウスは驚おどろきと感動で震えながら、目の前の人物をつくづくと眺ながめた。

　彼かれには尊敬と憧あこがれの気持ちを抱いていた。

　全すべての商人にとって、神のような存在だ。

　だが、クラウスは、無条件で信じるほど人が良くない。

「零ぜろ、一、一、二、三、五、八、十三、二一、三四」

　ひとつ前の項と二つ前の項を足し合わせていくことでできる数列を暗唱したところ、あとを引き取って剣士が言う。

「五五、八九、一四四、二三三、三七七」

「王国行政法第九十条第二項」

「司法院は、第一項の規定により訴えの変へん更こうを許す決定をするには、あらかじめ、当事者及び損害賠ばい償しようその他の請せい求きゆうに係る訴えの被ひ告こくの意見をきかなければならない」

　さらにいくつかの質問をしたクラウスは、その全てに完かん璧ぺきな回答が返ってきたことに驚いた。

　目の前の青年はヴァスハイトその人だ。

　彼ならば、法知識も書類作成能力もクラウスより上だ。

　彼に逢あえたことはうれしいが、このままだと投資したぶんの回収ができない。

　商人はリスクを取ってリターンを得る。

　――かくなる上は！

　クラウスは口笛を吹ふいた。

「出会えっ、出会えーっ!!」

　荷馬車のひとつには、若わかい衆しゆうが二十人ばかり乗っている。村人を捕つかまえて奴隷商人に売る。村長と村長の娘、それに、パーティの全員を殺してしまえば、問題は起こらない。

　まずは娘を確保する。弱い女でさらに裸はだか。クラウスでも捕まえることができる。

　風呂の扉を勢いよく開ける。

　湯船の中にいるはずの娘はいなかった。

　村長もいない。

　逃げたのか？

「先生っ！　殺してくださいっ!!」

　クラウスは背後の護衛を振り返った。

「誰だれをだ？」

「私たち以外のこの屋や敷しきにいる全員」

「心得た」

「オーギュスト様、逃げましょう！　巻まき添ぞえにならないうちに」

　クラウスは領主の背中を押おすようにして屋敷の奥おくへと入っていく。

　村長と娘を探して殺す。

「私は触しよく媒ばいを拾いたいのだっ!!」

「外はどうなっているかわかりません。まずは安全な屋内にいましょう」

　オーギュストは魔法が使える。いざとなれば彼を護衛役にできる。

「ルードヴィッヒ、久しいな。おまえの相手は俺だ」

　薬箱を運んでいた戦士が言った。

　薬箱をメイドに手渡している。メイドは二つの薬箱を抱えて屋敷を出て行く。

「僕は団長と領主を追う」

　ヴァスハイトが言い置いて走り出した。

「シュテルケ副長。どうしてこんなところで？」

「シュテルケ!?　あのシュテルケ・ツヴァイクかっ。天覧試合と格かく闘とう大会で優勝したという……」

　オーギュストがつぶやいているが、クラウスは彼の背中を押すようにして家の中を進んでいく。

「副長とは勝負したいと思っていたんだ」

　ルードヴィッヒが言うと、シュテルケが答えた。

「中庭でやろう」
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　幌つきの荷馬車から、ならず者がわらわらと出てきた。

　それぞれ、棍こん棒ぼうや剣、大刀などの武器と、手かせ足かせや縄なわを持っている。

　遊んでいる子供をむずと捕まえ手かせを掛けようとするが、子供がならず者の眉み間けんに正せい拳けん突づきを放った。

「えいっ！」

　ごつっと音がした。手が緩ゆるんだすきに少年は逃げ出して、父親の背中に隠かくれた。

「うわっ、な、何をしやがるっ!!」

「それは俺たちのセリフだ」

　村人が、棒やクワ、スコップを構えてならず者を打うち据すえる。

「ここは俺たちの村だ！　出て行けっ!!」

「私の娘はね、あんたたちの薬のせいでひどい目にあったのよ!!」

「奴隷に売られてなるもんかっ!!」

　村人たちは二百人以上。ならず者は二十人。

　しかも悪人たちは、村人を無傷で捕とらえなくてはならない。

　ケガをさせると商品価値が下がるからだ。

　だが、ならず者は暴力の専門家で武器を持ち、村人たちには女子供も含ふくまれている。

「きゃあああっ」

「痛いっ」

「やめてぇっ」

「何をしやがるっ！」

「お母さーんっ」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒さわぎになった。




☆




　ヴァスハイトは、領主と団長を追った。

　アンゼリカの護衛はズィーベンに頼たのんである。

　村長は姫ひめ様さまが見ている。

　ヴァスハイトのすることは、首しゆ謀ぼう者しやの二人を捕まえること。

　村長の館は建て増しをしているせいで迷めい路ろのようになっていて、ドアを開けると別のドアから逃げる後ろ姿が見えたりする。

「領主様、あの男が追いかけてきます。ヴァスハイト文官長は危険です。剣の試合で優勝したこともあるんです」

「話しかけるなっ。呪じゆ文もんを忘れてしまったではないかっ」

　触媒が無ければオーギュストは魔法を掛けるのに時間がかかるようだ。

　心配することはない。

　ヴァスハイトは先回りをし、剣を抜いた。

「はっ」

　ドアが開いた瞬しゆん間かんに、剣を振り下おろした。

　剣の腹で叩き制圧する。

　不意打ちなんて騎き士し道どうにあるまじきことだが、ヴァスハイトは庶民だ。

　だが、頭部を打ち据えたはずの剣は空を切り、布だけがひらひらしている。

　――身代わり魔法！
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　薬箱を運んでいたディディは、屋外の騒ぎを聞きつけて立ち止まった。

「シスル。お願い」

　シスルはお湯と石せつ鹸けんの匂においを立てながら、薬箱を持ってディディにつき従っている。

「はい。姫様」

　シスルは二つ重ねて持っていた薬箱をディディに渡わたし、だっと駆けた。

「やだぁ。重いーっ」

　薬箱が三重になったディディは悲鳴をあげた。

　十三歳さいの細い腕に、薬箱三つは手に余る。

「姫様。僕が持ちますよ」

　上のほうの薬箱二つをひょいと持ちあげたのは、マーシュだった。

　領主の電でん撃げき魔ま法ほうで動けなくなったマーシュだが、シュテルケの治ち癒ゆ魔ま法ほうで快かい癒ゆした。だが、脱だつ力りよく感が残って動くことができず、安静にしていた。

「もういいの？」

「はい。寝ねたら治りました。それにしてもシスルさんはすごいですね。背中にナイフが刺さったときは、もうだめだと思いましたよ。治癒魔法で痺れが取れても、僕は半日ぐらい動けなかったのに。鍛きたえ方かたが違うのですね」

　領主の館から逃げるとき、毒を塗った投げナイフが背中から腹まで貫通したが、変装のために腹部に巻いていた布のおかげで浅手ですんだ。幸運にも、布が毒を吸い取ってくれたのである。

　さっき風呂に入っていたのもシスルである。

「ふふっ。私の従者たちはすごいのよ。さあ、早く運んでしまいましょう」




☆




「やだよっ、やめてぇっ」

　ならず者が少年の手首をつかんで引っ張っている。

　シスルは少年に向かって走ったが、それより早くならず者を棒で打ち据えたのはアンゼリカだった。

「えいっ！」

　商人集団の目的のひとつが村長と村長の娘むすめをいち早く確保し、指揮系統を潰つぶすことだから、彼かの女じよにはズィーベンの護衛で隠れて貰もらっていたのだが、村人が戦っている様子を見て我が慢まんできず飛び出したらしい。

　ズィーベンはアンゼリカの背後に立ち、護衛を続けている。

「アンゼリカさんだ！」

　皆の士気があがった。

「お加減が悪いんじゃなかったんですか？」

「悪くても起きるわよ。だって、みなさんがひどいめに遭ってるんだからっ。私は村長の娘なのよ。えいえいえいえいっ！」

　アンゼリカは棒を振り回しているが、ならず者はにやにやしている。

　マーシュが石を拾って投げつける。

「アンゼリカ。僕も戦うよっ」

「マーシュ！」

　恋こい人びとがアンゼリカに駆け寄った。

「ハッ」

　シスルは、少年の手首を捕まえて手て錠じようを掛けようとしていた男の手首を蹴りあげた。手かせがすっぽ抜け空中へ飛び出した。太陽光線を弾いてくるくる回っている。

「おばさんっ！」

「シスルさんと呼びなさいっ。私はあんたのおばさんになった覚えはない！」

　男の首に手刀を放ち、空中で一回転して手錠をつかむと、男の手首に手錠を掛けた。

「ごめんよ。おばさん。助けてくれてありがとう！」

「おばさん言うなっ!!」

　思わず正拳突きに力が入ってしまった。

　腹を殴なぐられた男が苦しそうに前かがみになる。

「ヤーッ！」

　気合いとともに、両手を組んで男の後頭部を叩く。男はあっけなく意識を失い腹はら這ばいになった。

「まぁ。ふふっ。シスルが怒ってるところ、はじめて見たわ。ズィーベン。マーシュさんがいらっしゃるのだからアンゼリカさんの護衛はもういいわ。運ぶの手伝ってください」

「姫様、からかわないでくださいっ！」

　棍棒で殴りかかってきた男の手首をつかんで背中にひねり、武器を取りあげてから手錠をかける。

　シスルはメイドカチューシャを揺ゆらしながら、男たちを次々に制圧していく。
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　シスルが格闘している様子を横目に見ながら、ディディと村長、それにズィーベンは屋敷と荷馬車を往復して薬箱を運んだ。

「ふう。重いわねぇ」

「これだけの数があると、運ぶのは大変ですのぅ。こう、魔法でパッと運ぶことはできないんですかのぅ？」

「そんな器用な魔法はないんですよ、村長さん。それに私は魔ま力りよくが弱いんです」

「戦士さんに運んでもらったらいいのではありませんか？」

「シュテルケは大事な用事があるの」
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　シュテルケは中庭で、かつての部下と対たい峙じしていた。

　昼下がり。気候の良い季節。

　太陽に照らされた相手は、顔色が悪く、不健康そうに見える。だが、瞳ひとみはぎらぎらして剣けん鬼きのような迫はく力りよくを漂わせている。

　剣に淫いんした狂道者は、こんなにも不健全になるのか。

「ルードヴィッヒ、元気そうだな」

　シュテルケはあえて軽い調子で言った。

「副長も息災のようで何よりです。久しぶりですね。お逢いできて光栄です」

　相手の手が柄の上で、迷うように動く。抜ぬくタイミングを計っているかのようだ。

　――居合いか。

　抜くと同時に相手を切り捨てる神速のわざ。

　ならば一の太刀たちを外せばいい。

　だが、シュテルケの得物は大剣。しかも背中に斜ななめがけしている。抜くスピードは、ルードヴィッヒの腰の剣のほうが速い。

　――どうする？

　勝負は一いつ瞬しゆんで決まる。

　シュテルケは時間稼かせぎをすることに決めた。

　からかう口調で話しかける。

「王族をお守りする近衛隊騎士が、商人の護衛か？」

「身分などどうでもよろしい。私は剣の道を究めたいだけだ。四の五の言わず、いざ尋じん常じように勝負」

「ああ。そうだな。礼をしよう」

　向かい合い、礼を取ってから勝負するなんてまるで王宮の練兵場のようだ。

「お願いします」

　二人は向かい合い、胸に手を当て垂頭する騎士の礼をした。頭の中がシンと冷え、視界が一気に広がった。

　礼をとくと同時にルードヴィッヒの手が柄にかかった。

　――来るっ！

　剣が目の前で一閃した。

「きえーっ！」

　シュッ！

　瞬まばたきするほどの時間もない。

　シュテルケはスライディングするようにして右へと滑すべりこんだ。相手は右みぎ利きき。剣は右から左へと振り下ろされる。右に移動すれば、一の太刀をかわせる。

　シュテルケは剣を抜いた。

　ジャキッ。

　手の中で剣を回している音がして、すぐさま二の太刀がやってきた。

　ガキッ。

　シュテルケの抜いた剣に、かつての部下の剣がぶつかって火花を散らす。

　ルードヴィッヒの得物は細剣なので、刀身が折れてくれることを期待したが、大剣と当たる瞬間、とっさに切っ先を引いたようだ。

「さすがだな」

「ハッ！」

　ルードヴィッヒが背後に飛び、距きよ離りを取った。

　大剣と細剣では前者のほうが有利だ。

　一の太刀と二の太刀をやり過ごすと、あとは単純な力勝負になる。

　シュテルケは頭上でぶんぶんと大剣を振り回まわした。空気がうなる音がする。

「来いよ。俺おれと死合いをしたかったんだろうが。唐から竹たけ割わりをしてやるぜ」

　にやにや笑いながら相手を挑発する。

　相手は剣鬼ルードヴィッヒ。

　殺すつもりでかからないと負ける。

「副長、胴どうも臑すねもがら空きですよ」

　ルードヴィッヒがからかった。

「ほんとうにそうかな？」

「胴っ！」

　かつての部下が腹に向かって突きを放つ。

「ふんっ」

　大剣を振り下ろす。

　ルードヴィッヒがステップワークで下がり、袈け裟さ掛がけに振り下ろした。大剣で受ける。

　細剣と大剣が銀色の軌き跡せきを引いて交差し、剣と剣がぶつかり、空気がうなる。

　服が切れ、汗あせの雫しずくが飛ぶ。

　重い大剣を、細剣のように繊せん細さいに扱あつかうシュテルケに、ルードヴィッヒは攻せめあぐねているように思えた。

「ヤーッ！」

　かつての部下が突っこんできた。鍔つばで受ける。

　鍔つば迫ぜり合あいになった。

　細剣と大剣をクロスさせて、お互たがいににらみ合う。

「私と対峙して、こんなに長く立っていられたのは、副長がはじめてですよ」

「それは光栄だ」

「楽しいですね。ゾクゾクします」

　力ならシュテルケのほうが強い。

　壁かべ際ぎわに押しこんでやろうとしたとき、ルードヴィッヒは身体を翻ひるがえすと、壁かべを蹴けって空中で横向きに一回転し、飛び降りるようにして突きを放ってきた。

「はっ！」

　捨て身の大おお技わざだ。

　シュテルケは大剣を頭上で振った。

　あろうことかルードヴィッヒは、空中で体勢を立て直して大剣を避けると、シュテルケの肩かたに向けて剣けん先さきで突いてきた。

　シュテルケは大剣を横に薙ないだ。

　かつての部下の顔が驚きに歪ゆがむ。大剣は小回りが利きかない。遠心力がついた状態で、縦に振った剣を横に薙ぐことは、よほどの力と瞬しゆん発ぱつ力りよくがないとできない。

　ガキッ！

　大剣と細剣がぶつかり、切っ先が折れてくるくると回りながら飛んでいき、壁につき刺ささった。三分の二の長さになった細剣も、ぼろぼろと毀こぼれていき、柄だけが残った。

　勝負あった。

　シュテルケは構えをといた。

　かつての部下も構えをといて、お互いに礼をする。

「副長、あんたすげえよ。なんでそんなことができるんだよ？　信じられねぇ」

　剣けん士しの命である剣を失ったルードヴィッヒが嘆たん息そくする。

「ルードヴィッヒ、剣は何のためにある？」

「人を殺すため、強くなるためじゃないのか？」

「違ちがう。武器は、人を守るためにあるんだ」

「守ろうとすると、強くなれるのか？」

「その通りだ。おとなしくお縄につけ」

「ああ」
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「な、なんだ？　これは？」

　屋敷の外へと走り出たエルンスト商団・団長クラウスが見たものは、部下たちが縛しばられて、手かせ足かせされ、荷物のように転がされているところだった。

「痛ぇ！　なにしやがるっ」

　怒ど鳴なって暴れる団員もいるが、無表情のメイドが指で首を押さえると、あっというまに昏こん倒とうする。まるで今から料理する鳥を絞しめ殺ころしているような、無造作な手つきだ。
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　自分よりも大おお柄がらな団員の襟えり首くびをつかんで引きずるメイドの顔に、見覚えがあった。

　髪かみの色も体型も違うが、領主館にやってきたメイドではないのか？

「おまえっ、ペパーミント！　生きていたのか!?」

　オーギュストが叫んだが、メイドは無言で最後のひとりに手錠を掛かけた。

「くっ」

　団長が声をつまらせた。

　腕うで利ききのエルンスト商団の部下たちが全員制圧されてしまったのだ。しかも、奴ど隷れいを安全に持ち運ぶための手錠を使われている。

「全員終わりました」

　メイドが宣言すると、おーっと歓かん声せいが響ひびいた。

　クワやスコップを持った村人が拍はく手しゆをしている。

　大人の男性だけではなく、老人や女子供もいる。

　麻ま薬やく中毒にさせてやる気を失わせたはずなのに、この村人たちの覇は気きはどうしたというのだろう。

　マーロウ村のマーシュもいる。電撃魔法で痺しびれさせてやったのに、元気そうだ。

　その横にいる娘はアンゼリカだろう。マーロウ村の村長に結けつ婚こんを反対されているという隣となり村むらの娘。しっかりと手を握にぎって身を寄せ合っている。

「ふーっ。終わったわ。ああ、重かった」

　のんびりした声がした。

「村長さん、ズィーベン、ありがとう。これで全部よ」

　魔法使いの娘が、村長とフードを被かぶった僧そう侶りよをねぎらっている。

　奴隷を乗せるはずだった荷馬車には、薬箱がもりもりに積まれている。

「これで契けい約やくはなかったことになりますのぉ」

「ヴァスハイトによると、そもそもの契約に瑕か疵しがあった場合は返却しなくてもいいそうなんだけど、こんなものいらないわよね。返してしまいましょう」

「その通りですじゃ。ひどい目に遭あいましたわい」

「動くな。殺すぞ！」

　クラウスは村長を羽は交がい締じめにし、護身用の剣を首に当てた。

「村長さんっ」

　村人が息を呑む気配が伝わってきた。

　クラウスは村長の首に切っ先を当てたまま、じりじりと後ずさっていく。

　このまま馬車のところまで移動できれば……。

　団員もオーギュストも置いて逃にげよう。

「ヤッ！」

　屋敷から走り出てきた剣士が、クラウスにタックルして制圧する。手をきつく握られて剣を取り落としてしまった。

　村長がすぐさま剣を拾って逃のがれる。

「何をしやがる！」

　クラウスは草原に倒たおれ伏ふしながら、背中を押さえこんできた剣士に肘ひじ打ちをして横に転がって逃げようとした。

　剣士がまたタックルしてくる。

　この剣士は元文官だという。頭脳は大陸一だろうし、剣は得意かもしれないが、ほっそりしていて強そうに見えない。

　剣士の顎あごを殴りつける。

　剣士が殴り返してきた。

　上になり、下になりしながら、お互いに殴り合う。

　剣士が手首を握りしめ、背中に回して体を地面に押しつけてきた。土を噛かんでしまう。

「ほい。縄っ！」

　戦士がすぐさま縄を渡す。

　手首を縛られた団長は、その場に転がされた。

　憮ぶ然ぜんとした表情で横を向く。
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　オーギュストはしゃがみこみ、小石を拾ってポケットに入れる。

　化石を持つと心が落ち着く。

　光魔ま法ほうでめくらましをするか？　暗がりなら効果があるが、昼日中に光魔法を掛けてもめくらましの効果はない。

　忘ぼう却きやく魔ま法ほうを掛けるか？　だめだ。ひとりぐらいならいざ知らず、この人数では掛からない。だが、ぼんやりさせることはできるはず。

「お仲間は全員確保しました。あとはあなただけです。投降しなさい。グリーンブール領主オーギュスト子し爵しやく」

　魔法使いの少女が、よく通る声で宣言した。

　背よりも高い魔法の杖つえを持っている。

　オーギュストはひとつの小石を手の平に載のせて差し出す。

　貝化石は大きさのわりにずっしりと重く、硬かたい。その手て触ざわりがオーギュストに安心と勇気を与あたえた。

　呪文を省略して魔法を掛ける。

「フェアゲッセン！」

　忘却魔法。

　手の上の触媒が、光の粒りゆう子しを振ふりまきながら小さな魔ま法ほう陣じんを形作ろうとした。

　だが魔法陣は、まるで空気が抜けたかのように、ぱらぱらと砕くだけ散ちった。

　まばゆいほどに発光するはずだった触媒は、砂になって指の間からこぼれ落ちる。

「フェアゲッセン！」

　もう一度試ためす。結果は同じだ。魔法陣は完成しない。触媒が砂になって指の間からこぼれ落ちるだけだ。

「エクレールサンダー!!　エクスプロージオン!!　エクスプロージオン!!　エクスプロージオン!!」

　得意なはずの電撃魔法も、爆ばく裂れつ魔ま法ほうもぜんぜん効果がない。光の粒子がはじけ飛ぶばかり。

「ふふ」

　魔法の杖を持った魔ま法ほう使つかいの少女が笑った。かわいくて怖い笑えみ。

　背筋にぶるっと震えが走った。

　――なんだこれは。私はこの小こ娘むすめに、威い圧あつされている？

　オーギュストは叫んだ。

「おまえか!?　おまえが魔法の邪じや魔まをしているのか!?」

「ええ。そうよ」

　娘は無む邪じや気きな口調で言った。

　この娘は何かおかしい。

　強大な魔力を持つ魔法使いのようでもあり、何の力もないただの娘のようにも思える。底の見えない湖水のようだ。凪ないだ湖面のように穏おだやかであるにもかかわらず、水面の下にどれほどの魔力が隠されているのか、想像もつかない。

　魔法杖を持つこの小娘が、触しよく媒ばい魔ま法ほうを邪魔していることは確かだが、触媒を使わない魔法なら使えるはず。

「勝負しろ」

　オーギュストとて、無む為いに時間を過ごしてきたわけではない。

　人生を懸けて魔法術式に取り組んできた。研とぎ澄すまされた術式は誰をもしのぐ。

　この娘の魔力が底なし沼ぬまのように深かろうと、たかだか十三年ほどしか生きていない小娘に術式で負けるわけがない。

　身体の奥に、ぶるっと震えが走った。

　強い魔法使いと魔法で戦う。それはオーギュストの夢だ。

　――今、私は、夢を果たそうとしている。

「無理よ。あきらめたほうがよくてよ」

「戦わずして逃げるのか!?」

　オーギュストは、内ポケットから取り出した魔法の杖を握った。

「だって、あなた負けるもの。魔法で戦うなんて面めん倒どうだわ」

「うるさいっ。火神アドラヌス様、火神スタタマテル様のお力を借りる。炎ほのおより出いでて火より強し。太古の炎よ。食くらいつくせっ！　フンケ・フランネ・ブランネン！」

　オーギュストの操あやつる魔法杖の先せん端たんから、炎のカタマリが生まれる。魔法陣が作れなくても、神の力を借りる魔法なら使えるはず。

　だが、あたり一面火の海になるはずの炎魔法は、火の玉となって空中に浮ふ遊ゆうするばかり。

「まあ。なんてすばらしい。私の前で魔法を出せるなんて、たくさん修しゆ行ぎようをしたのね。いい子ね」

　魔法使いの娘は甘あまい笑みを浮うかべた。

　十三歳ぐらいの小娘に小こ僧ぞう扱あつかいされて、かぁっとなる。

「これでどうかな？　風よ。大地を飛べ！　あの娘を焼き殺せ!!　ドゥンストッ・ブランネン！」

　火の玉が風に飛ばされ、ビュッと娘に向かって飛んだ。

「きゃあっ」

「姫様っ」

「ディディさんっ」

「お姉ちゃーんっ」

　村人とパーティの仲間たちから悲鳴が上がる。

　だが、炎は、娘に当たる寸前でスゥッと消えた。まるで魔法が吸い取られてしまったように。

「爆炎魔法と風魔法の合わせ技わざね。あなたは魔法がほんとうに好きなのね。あなたの努力に敬意を表して、私も真しん剣けんにお相手をしましょう。光栄に思いなさいな。マギー、カステン！」

　娘とオーギュストの周囲に、箱形の魔法結界が生じた。

　二人を閉じこめて逃がさぬ透とう明めいな檻おり。

　その箱が、じりじりと空中に浮かび、人の手の届かぬところで静止した。

　オーギュストはにやっと笑った。

　村人に危険が及およぶことを警けい戒かいしてのことだろうが、こんなにも巨きよ大だいな魔法結界を展開したら、結界の維い持じに膨ぼう大だいな魔力が必要になる。

「爆ばく裂れつ！」

　娘が魔法の杖を振る。彼女の背より高い杖の先端から、爆裂魔法が生じた。

「フンケ・フランネ・ブランネン！」

　風魔法で退ける。

「雷らい電でん。爆裂。爆炎。電でん撃げき」

　鈴すずを転がすようなかわいい声。

　娘が杖を振るごとに、攻こう撃げき魔ま法ほうが次々とオーギュストを襲おそう。

　この娘は、呪文の詠えい唱しようも必要ないのか。

　魔法結界を展開しながらの電撃の発射なんてありえない。

　魔法使いとしての常識を揺さぶられて、頭の中がクラクラする。

　オーギュストは、疾しつ走そう魔ま法ほうを使って雷らい撃げきや爆裂魔法を避けた。娘は箱の中をふわふわと浮遊し、魔法の杖を振る。頭が下になったり斜めになったりする様子は、空中に浮かんでいるかのようだ。

　空中に浮かんだ巨大な透明箱の中を、魔法使いの少女と壮そう年ねんの貴族が縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り、攻撃魔法を放つ。

「何て綺き麗れいなんだ」

　村人が感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

　娘とオーギュストを閉じこめる箱形の魔法結界の内側で、光がきらめき、爆ばく風ふうが荒あれ狂くるい、爆裂音が反はん響きようする。

　魔ま法ほう粒りゆう子しの金、炎の赤、爆裂魔法の黒、煙けむりの白。

　さまざまな色がきらめきながら流れていく。

「見事ね。すばらしいわ」

　娘が大人のような口調でねぎらった。

　――この娘はいったい何だ？

　これほどの大きさの魔法結界を展開しながら、呪文の詠唱を省略して攻撃魔法を放つことができる魔法使いがいるなんて思わなかった。

　だめだ。

　一方的に圧おされている。

　いつもの五割程度しか魔力が出ない。

　この娘は規格外だ。

　――危ない。これ以上はやめろ。投降したほうがいい。

　だが、娘のビジュアルが、本能の警告を無視させる。

　――こんな小娘に私が負けるわけがない！

　魔力の源は娘の持つ魔法の杖だ。

　ではその杖を奪うばえばいい。

　やってやる！

「無音の常とこ世よ、深しん淵えんなる闇やみ、詛そと濁だくと絶望を練って生まれし黒き鎖くさり、絡からみつけ！　シュバルツ・ケッテ！」

　オーギュストの振った魔法の杖の先端から、黒い鎖が飛び出した。蛇へびのようにうごめきながらまっすぐに娘を狙ねらう。

「それはだめよ。黒くろ魔ま術じゆつは禁きん忌きなのよ。魔法の負ふ債さいが来るまえに、おやめなさいな」

　娘は魔法の杖を振ったが、狙いたがわず杖にぐるぐると巻きついた。

「驚おどろいたわ」

　娘はあっけに取られた表情を浮かべている。

　余よ裕ゆうありげな表情が、オーギュストの怒りを誘さそう。

「絡みつけっ、シュバルツ・ケッテ！」

　さらに黒鎖を出して娘の胴に巻きつかせ、ぎりぎりと締しめ上あげる。

「あんっ」

　小娘のくせに、白い喉のどをのけぞらしてセクシーな声をあげる様子は、どこか淫いん靡びだった。

「姫様ぁっ！」

「ディディさんっ」

「お姉ちゃんっ!!」

　村人とパーティの間から悲鳴が交錯する。

　黒い鎖に杖と身体を締めつけられてあえぐ娘を見ていると、凶きよう暴ぼうな気持ちが荒れ狂った。

　――壊こわしてやる。

　この娘を粉々にしてやる。

　これほどの魔力を持った魔法使いの死体は、良い魔ま法ほう触しよく媒ばいになるだろう。

　死体を使った魔法は禁忌だが、力を手に入れるためなら、黒魔術でさえも手を染めてやる。

「砕け散れ！　完全破は壊かい！　ツゥアシューテルング!!」

「オイタが過ぎるわね。遊びは終わりよ」

　娘の口調が変わった。

　その瞬間、娘の身体が金色に発光し、娘を拘こう束そくしている黒鎖がばらばらに砕け散った。

「な？」

　――どうして？　何が起こった？

　なぜ鎖が壊れた？

　床ゆかが無くなり、墜つい落らくした。

　地面に激げき突とつした。

　二人を閉じこめていた箱形の魔法結界が壊れ、空中から落ちたのだ。

　地面に落ちた衝しよう撃げきと、わけのわからぬだるさで身体が全く動かない。まるで空気が鉄球に変わったようだ。

　娘が空中に浮かんでいた。

「検地をごまかして高い税金を領地に課した罪。クラインドルフ村の皆みなさんを麻薬中毒にさせて触しよく媒ばいをだまし取ろうとした罪。医師を騙だまして出しゆつ奔ぽんさせ殺した罪。マーシュ・マーロウさんに電撃魔法を掛けた罪。私の大事なシスルを傷つけた罪」

　彼女は、魔法の杖の先端を、オーギュストに向けて指し示した。

「違う……医師は、私は殺してない……」

　エルンスト商団・クラウス団長と用心棒ルードヴィッヒがそっぽを向いた。

「そう。団長の命令で、そこの剣士が殺したのね？　まずあなたを裁いて差し上げるわ」

「裁く……？」

　司法官かん吏りでもないくせに？

　そう言おうとしたオーギュストは、彼女の持つ魔法杖の先端が光輝き、どこか見覚えのある紋章が浮かびあがるのを見て目を見張った。

　それはまるで帝笏のようだった。

　なんだこいつは？

　なぜこんなにも神こう々ごうしいのだ？

　圧あつ倒とう的てきな威い厳げんに、平伏せずにはおられない。

　オーギュストは重い身体を叱しつ咤たしながら、膝ひざをつき、右手を地面につき、左手で胸を押さえて頭を垂れる騎き士しの礼をした。

　娘の帝笏が動き、オーギュストの肩に乗る。

　帝笏？

　この娘は王族なのか！

　スウラリッヒ王国の象しよう徴ちようにして支配者。

　王国の司法立法行政の長。

　この威厳は、人間離れしている。

「命までは取りません。あなたは領主です。領民を幸せにするために働く義務があります。神より与えられた役目を果たさなかった罪はあなたの魔力であがないなさい」

　私の魔力であがなう？

　魔力を吸い取るというのか？

「やめてくれ。お願いだっ。魔法は私の生いき甲斐がいだ……。魔法が無くなるぐらいなら、死ぬほうがいい！」

　オーギュストは首を振った。

　だが、王族の姫ひめは、美しい笑みを浮かべるばかり。

「魔力を無くして生きていくのが、あなたへの罰ばつです。神より与えられし魔力よ。私の中へ戻もどれ。魔ま力りよく環かん流りゆう」

　魔力が吸い取られていく。

　魔法は、神が人間のリーダーを決めたさい、与えてくれたギフト。それが神の御み許もとへ還かえっていく。

　この娘むすめは神なのか？

　人に慈じ愛あいを与える一方で、冷れい徹てつに罰を下す恐おそろしき神。

　身体の中から魔力がはぎ取られ、吸い出されていく。

　身体の内側がカラッポになった気がした。

　魔力の全すべてを失ったオーギュストは、前のめりに倒れ伏した。

　村長も村長の娘も、娘の恋人も、村人も団長も商人たちも、あっけに取られた様子でその様子を見ている。

　剣士ヴァスハイトと戦士シュテルケが帝笏を持つ娘の両りよう脇わきに並んだ。

　シスルと、ズィーベンが姫ひめ様さまの背後に立つ。

「控ひかえおろう。このお方をどなたと心得る？　クラウディア・ヴェルデ・スウラリッヒ陛下。はじまりの女王陛下であらせられる」

　戦士シュテルケが大だい音おん声じようで言った。

　空気が震ふるえてびりびりするほどだ。

「ははーっ」

　その場にいた全員が、女王陛下に向かって平伏した。




☆




　シスルは姫様の背後に立ち、村人や団員たちを見つめていた。

「女王陛下からお話がある。面おもてを上げい」

　剣士ヴァスハイトが言った。

「らくにしてください」

　姫様が言うと、皆の緊張が解けた。姫様からは先ほどの威圧感が消え、もうふつうの魔法使いの娘のように見える。

　神々しさと怖さが無くなって、村人がホッとしている。

　皆の顔には、驚きと納なつ得とくが相半ばした表情が浮かんでいる。

　姫様の人知を超こえたわざを見て、言葉を失っているようであったが、おずおずとアンゼリカが聞いた。

「はじまりの女王陛下って、あの伝説のクラウディア様……？」
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「はい」

　村人の間にざわめきが走った。

　三百年前のこと。

　争いの絶えない人間たちに神が怒りの鉄てつ槌ついを下す。

　大地が割れ、山が火を噴ふき、池が水を噴き上げ、モンスターが暴れたという。

　神が地上へと遣つかわした若き娘。

　彼かの女じよは混乱する人間たちを指揮し、秩ちつ序じよ立だて、復興を果たす。

　ドラゴンやスライムなどのモンスターは、ダンジョンに閉じこめて、出られないようにした。

　やがて娘は人間たちの争いを平定し、女王陛下として大陸に君臨した。

　スウラリッヒ王国、はじまりの女王陛下、クラウディア・ヴェルデ・スウラリッヒ。

　彼女は大陸を三十ほどの領に分ぶん割かつし、それぞれ領主を据すえて主権を与えた。

　領主には魔法を贈おくった。人間たちのリーダーとして働くことができるように。

　村人にとってお貴族様といえば領主であり、貴族を統すべる王族は縁えんのない存在だった。

　だが、それでも、はじまりの女王陛下については誰だれもが知っている。

　伝説だから。

　寝ねる前のひととき、おとぎ話として親から子に語られるはじまりの女王陛下が、目の前にいる。

　信じられない思いで目を見張る。

「みなさんと過ごした時間は、かけがえのないものでした。楽しかったわ。ありがとう」

　柔やわらかい声。

　優やさしい笑え顔がお。

　見た目年ねん齢れいは十三歳さいぐらいなのに、豊かな母性を感じさせる。

「クラインドルフ村のみなさんは、優しくて勇気があり勤勉です。そのすばらしい美徳を、忘れずにいてください」

「お姉ちゃんっ！　僕ぼく、勉強するよ!!」

「そうね。ベンヤミン、しっかり勉強して、ヴァスハイトみたいな文官長になってね」

　剣士がくすぐったそうな表情を浮かべる。

「私は格かく闘とう術と剣が好き。私もシスルさんみたいに強くなりたい」

「すばらしいわ。コリーナ。鍛たん錬れんしてね」

「戦士さん。歳を取っても歌は唄うたえること、思い出させてくれてありがとう。私はこれからも、歌を楽しみに生きていくよ」

　ダンスのさい、見事な美声を披ひ露ろうした老ろう婆ばが言った。

　シュテルケは顔をほころばせている。

「そのう、女王陛下。今までのご無礼の段、ひらに、ひらにー」

　村長がおろおろと平伏した。

　アンゼリカとマーシュも、再び平伏する。

「あら、無礼なんてなくてよ。温かく迎むかえて頂いて感謝しています。村長さん。この村の統治をよろしくね。アンゼリカさん。マーシュさん。仲良くしてね」

「でも、父に、結婚を反対されています」

　マーシュが苦く渋じゆうに満ちた表情で言った。

「マーロウ村の村長には、ヴァスハイトが話をつけますわ」

「は」

　剣士ヴァスハイトが垂頭した。

「マーロウ村の村長が結婚を反対しているのは、経済的な面です。僕がクラインドルフ村の財政状況を書類にしました。王宮経由で送っています。王宮からの文書を無視することはできません」

「でも、僕は……。この事件のきっかけを作ってしまった」

「大だい丈じよう夫ぶよ。悪いのは領主オーギュスト子爵。貴族に魔法を与えたのは、領民のリーダーとして働くためなのに、魔法に夢中になったあまり、領民を苦しめるなんて許せない」

　呆ぼう然ぜんとして座すわりこんでいるオーギュストが、力なく姫様の顔を見て、すぐに目を逸そらした。

「ディディさんは何者ですか？」

「女王よ」

「それはわかっているのですが。……あなたは人間なのですか？」

　アンゼリカが聞いた。

　姫様は答えない。

　穏やかな笑みを浮かべるばかり。

　沈ちん黙もくが何よりも雄ゆう弁べんに物語っていた。

「みなさんには追って沙さ汰たがあるでしょう」

　姫様の青い瞳ひとみが、縛られて転がされている悪人たちを見つめた。

　たったのそれだけで、団員や用心棒たちはたじたじとなっている。

「私たちは旅を続けます」

「女王陛下。僭せん越えつですが、これから先、どうなさるのですかのぉ。陛下は三百歳を超こえておられる。旅は苦しいのではありますまいか？」

　村長が聞いた。

「ほんとうは、ドラゴンなど、危険なモンスターを倒すつもりだったの。でも、モンスターはドラゴンやスライム以外にもいるのね。領主に主権と魔法を与えたのは私だから、責任を取りたいの」

　災害で混乱する人間たちを秩序立てるために、リーダーを選び貴族としての地位と主権と魔法を与えたのは、当時としては最良のやり方だった。

　だが、それは王族への敬意を薄うすれさせ、地方貴族の強大化と独善に繋つながった。

　でも、今いま更さら、時計の針は元に戻せないから、私が責任を取りたい。

　姫様はシスルに向かってそうおっしゃった。

　ヴァスハイトもシュテルケもズィーベンも、地位を捨てて姫様の元にはせ参じた。

「世直しの旅ですか？　長い旅になりそうですのぉ」

「その通りね。寿じゆ命みようがつきるまでに、旅を終わらせたいところね」

「姫様」

　戦士シュテルケが前方を指差す。

　土つち煙けむりが見えた。

　王宮の方角から、たくさんの騎き馬ばがやってくる。

　馬具がキラキラしている。

「あら、大変。警けい邏ら隊たいがやってきたわ。早いわね。……錯さつ覚かく魔ま法ほう」

　姫様が魔法の杖を軽く振ると、お姿がスゥッと消えた。

「行きましょう。みなさん」

「御ぎよ意い」

　シスルの身体も、戦士も剣士も姿があいまいになっていく。

「ディディさん。ありがとう」

「お姉ちゃーんっ。元気でね」

「戦士さん。ありがとう」

「私、シスルさんみたいに強くなるからっ」

「ヴァスハイト殿どの、ありがとうございました」

　村人が口々に言う。

「みんな幸せになってね。さよなら」

　姫様が言ったその瞬しゆん間かん、皆の身体は完全に消えた。




☆




「クラウディア女王陛下とは、お逢あいできなかったのか……」

　執しつ務む机づくえに向かっていたアロイジウス・レオン・ミンクス文官長は警邏隊長の報告を聞きながら、ため息をついた。

「はい。お発たちになられたばかりでした。村人の申したところによると、ヴァスハイト元文官長、シュテルケ元武官長副長、メイドアサシンのシスル、前アサシンリーダーのズィーベンが同行している模様です」

　警邏隊長の報告は続く。

　エルンスト商団と用心棒、それに悪徳領主オーギュストは、王国法の裁きを受けた。

　クラウスとオーギュストには罰ばつ金きん。用心棒には一年間の労ろう役えきが科せられた。

「グリーンブール領の領主オーギュスト・グリーンブールは、生き甲斐である魔法を吸い取られてふぬけになっておりましたが、たくさんの罰金を払はらったことで、領地経営をがんばらねば生きていけぬと考えたようです」

「それはよかった。だが……」

　――魔法を吸い取るというのは、罰としては重すぎる。魔法は私たちを貴族たらしめている神のギフトなのだから。

　そう言いかけてはっとした。

　――なるほど、私は貴族としての考えを優先してしまうな。陛下が私を同行者に選ばなかったわけだ……。

　同行者に自分が選ばれなかったことに一いち抹まつの寂さびしさを覚えていたが、ヴァスハイト前文官長のような優ゆう秀しゆうかつ柔じゆう軟なんな考えを持つ傑けつ物ぶつでないと、陛下のお供は務まらない。

「陛下の判断は正しかったな」

「はい？」

「いいや。何でもない。ご苦労だった」

「は、失礼します」

　アロイジウスは警邏隊長を下がらせた。

　旅に出た女王陛下ご一行は、今いま頃ごろどこの空の下なのだろうか。




☆




　結けつ婚こん式しきは快晴だった。

　アンゼリカは、白いドレスにヴェールを被り、夫となったマーシュに寄より添そっていた。

　目の前にはたくさんの料理が並んでいる。

　村人が持ち寄ったものだ。

　結婚式のあとの披ひ露ろう宴えんである。

　今日でみんなとはお別れなのだと思うと、目め頭がしらが熱くなってくる。

　披露宴のあと、アンゼリカは村を出てマーロウ村で住むことになる。

　生まれた子供は、クラインドルフ村の次期村長になる。

　住み慣れた村を離れるのは淋さびしいが、マーロウ村はすぐ隣となりだ。

　歩いても半刻（一時間）ほどで着いてしまう。

「それでは乾かん杯ぱいをしましょう。若わか夫ふう婦ふに乾杯っ」

　父である村長の音おん頭どで、ビールジョッキが打ち合わされる。

「おめでとう」

「幸せになってね」

　村人の祝福の声が木霊こだまする。

　豚ぶた肉にくを薄くのばしてパン粉をつけて油で揚あげたシュニッツェルに、芋いも団子のクヌーデル、ソーセージ、煮に込こみ料理。

「おいしい」

「こんなに贅ぜい沢たくなものが食べられてうれしいな」

「うちの村、豊かになったもんな」

　村人はみな晴れ着でおしゃれをし、村長の娘の結けつ婚こんを祝ってくれている。

　税額が減ったうえに、化石を採って触媒屋に売ることで、クラインドルフ村は豊かになった。

　無医村だったが、若く優秀な医者に来てもらうこともできた。

　拳けん法ぽうと剣けん術じゆつの師し範はんが、月に一度訪問してくれるので、皆、楽しく練習している。

「お祝いの歌を唄うよ」

　老婆が立ち上がり、美声を響ひびかせた。

　秋の豊ほう穣じよう祭も復活する予定で、皆はダンスの練習に余念がない。

　ビールと歌のおかげで、披露宴はいやがうえにも盛り上がった。

「アンゼリカ。お姫様みたいに綺麗だ」

　マーシュが話しかけてきた。

「あなたもカッコイイわ」

「なんか照れるな」

「私たち、神に結婚の報告をしたけれど、すでに神様から祝福をしてもらってたわね」

「そうだな。でも、祝福はいくら頂いてもいいものだよ」

「ディディさんたち、今頃どこにいるのかしら？」







エピローグ　ふたたび街道にて







　ダンジョン攻こう略りやくのパーティが、街かい道どうを歩いていた。

　貴族的な風ふう貌ぼうの剣けん士し、屈くつ強きような戦士、魔法使いの若い娘、ドレスケースを持ったメイドという四人連れだ。

「きゃーっ」

　悲鳴が響いた。

　村人がこちらに向かって逃にげてくる。

　馬上の貴族が、弓を向けている。

　貴族たちはそれぞれに弓を持ち、従じゆう僕ぼくが持つカゴには、射られたウサギが入っている。

　ウサギ狩がりに来た貴族たちの前を村人が通ってしまい、怒りに駆かられた貴族に追いかけ回されている。

　そんな絵図が読み取れる。

「シュテルケ。ヴァスハイト。お願い」

　魔法使いの娘が鈴を転がすような声で言った。

「御意」

「畏かしこまりました」

　剣士と戦士がそれぞれに剣を抜ぬきながら走っていく。







あとがき







　このお話は、少女の外見をした三百歳の女王陛下が、優秀なおつきと一緒に旅をして、悪い領主や商人をやっつけるお話です。

「時代劇をファンタジーに落とし込んでライトノベルを作りたいんですが、作家さんに断れてしまうんです。わかつき先生書きませんか」

　編集長から声を掛けられて、このお話は生まれました。「暴れん坊将軍」みたいなチートな主人公が活躍する話か、「必殺仕事人」みたいに暗殺者集団にするか悩んだのですが、「水戸黄門」を元にすることにしました。

　黄門様はロリババに、助さん格さんは近衛隊副長と伝説の有能官吏に、くの一はメイドアサシンに、風車の矢七はアサシンリーダーになりました。

　ロリババと時代劇の好きな私には、とても楽しく小説を書くことができたのですが、みなさんはいかがでしたでしょうか。楽しんで頂けましたら幸いです。


わかつきひかる拝
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